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奈恵

教 官 人 事

胸部外科学部門 神 頑 徹 助手

京大医学部を昭和54年 3月に卒業し,直ちに胸部外科教室寺松孝教授のもとに入門し,島田市民病院呼吸器科,

ついで倉敷中央病院呼吸器科にて,呼吸器外科の修練を積んできた｡昭和61年 4月からは古巣の胸部研にもどり,

免疫研究施設淀井淳司博士の指導のもとで免疫学の基礎を勉強した｡今後は当教室の移植免疫姓のチームリーダ

ーとして活躍 してもらう予定である｡誠実,実直な人物で,コツコツとデータを積み上げていく学究派である｡

(人見 滋樹)

細菌血清学部門 藤 本 真 慈 助手

昭和56年京都大学理学部生物々理学科卒｡大学院時代は小関治男教授の教室で山岸秀夫先生の指導のもとに胸

腺細胞中に小環状 DNAを発見 し,これがT細胞抗原レセプター遺伝子の再配列の結果生じたものであることを

明らかにした｡再配列の機構は利根川進氏が抗体遺伝子に関して提唱したものであり,藤本君が明らかにした小

環状 DNA の構造はその再配列機構に実験的根拠を与えることとなったので,一躍注目を集めた.本研究所に

おいても引き続きT細胞の機能及び分化の研究を行なうことになるので,今後の成果が期待される｡

(桂 義元)

細菌血清学部門 鍔 田 武 志 助手

昭和56年京大医学部卒｡研修医として医学部第二内科で 1年,胸部研内科第二部門で 1年勤めた後,医学部第

二内科の大学院生となる.大学院在学中は胸部研細菌血清部門で自己免疫に関する研究を行なった.白己免疫は

自己トレランスと表裏一体をなす免疫学における最も解析困難な問題の一つであるが,鍔田君は抗原レセプター

を発現する前と発現後のB系列細胞を分離し,これらから非常に多数の-イブリド-マクローンを分離してその

DNA 反応性細胞の頻度を検討した.その結果,DNA 反応性B細胞はレセプター発現前には正常マウスでも自

己免疫系統マウスにも同じく存在するが,レセプター発現後は正常マウスでは消失し,自己免疫マウスでは消失

しないことが明らかにされた.この仕事はトレランスの機構解析に正攻法で取組んだ数少ない研究として高く評

価されており,今後さらに発展するものと期待されている. (桂 義元)
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感染免疫動物実験施設 前 田 道 之 助教授

昨年の細胞化学部門講師昇任につづいて,今回感染免疫動物実験施設助教捜に昇任されました.

先生の御経歴,研究内容は昨年の本紀要 ｢教官人事｣に記されていますので省略します.数年前の動物委員会

では委員長として,山積 した難題に正面から取り組まれ,精力的にその解決に活躍されたことは記憶に新しいと

ころです.直接研究にかかわりのない ｢雑用｣の多いポジションとは思いますが,持ち前の包容力と,ねぼり強

さで,動物飼育条件のより一層の改善に努力していただけるものと期待 しています.なお,これまで着実に進展

させてこられた先生御自身のテ-マである ATLの発症機構の研究が,ますます発展しますよう祈 っています.

(竹田 俊男)

学 術集 会記 録

昭和62年度 京大胸部研学術講演会抄録

胸部疾患の最近の話題

1. 緑膿菌による慢性気道感染症 に関す る検討

内科学第 1部門 田 中 栄 作

緑膿菌 (P･aeruginosa)は,通気好気性のグラム陰性梓菌であり,エンドトキシン (LPS)をはじめとして,

ムコイド物質 (alginate)や ExotoxinA,ExoenzymeSなどのエキソトキシン類,NCF活性を持つ oligopeptide

など多 くの生理活性物質を産生する.この緑膿菌による肺感染症は,immunocompromisedhostに発症する急性

肺炎型と,びまん性汎細気管支炎や気管支拡張症などの慢性気道感染症型に大別される.急性肺炎型では肺実質

を炎症の王座とし,放置すれば敗血症に進展するのに対して,慢性気管支炎型では常時暗疾中より大量の緑膿菌

が検出されるにもかかわらず,炎症は気道周囲に限局 しており数年の経過で呼吸不全へと進展する.近年の化学

療法剤の進歩や抗体製剤の併用により急性肺炎型の治療成績は格段に進歩 したにもかかわらず,慢性気道感染症

型では除菌にいたらず耐生菌の出現を促す結果となっているのが現状である.我々は,新たな治療法の開発のた

めに臨床分離株の中からムコイド産生株を使用して健常マウスに実験的慢性気道感染症モデルを作製した.従来

の如 く噴霧感染や菌液の気管内注入では,臨床分離株の多く (自験25株中12株)が serum sensitiveであるため

に,大葉性肺炎は発症するが,数日以内に自然治癒する.そこで菌を径 100〝の寒天ビーズに混入 して気管内に

注入し細気管支レベルの気道内で増殖させると,膿癌を形成 し1- 2週でマウスが死亡する株 ("強毒株")と,

4- 6週後まで慢性の気道炎症が持続する株 ("弱毒株")が認められた.

次に,BALE/C,C57BL,A/J,C57BLbg/bg(以下 beigemouse)の各 inbredmouseに対して気道感染症

を発症させ,組織所見及び肺内菌量を比較すると,NK 活性が欠損し,好中球頬粒の proteinase活性の低下した

beigemouseが組織破壊,肺内菌量共に最小という結果が得られた.即ち, この種の感染症では,好中球 pro･

teinase が組織破壊の増悪因子であり,好中球の集積が必ずしも望ましい結果をもたらさない事を示唆している

と考えられる.

このように慢性気道感染症は,気道内で増殖 した細菌の産生する NCFや LPSによる炎症細胞の集積と活性

化及び種々の多糖類や蛋白抗原による mucosa側からの感作が,気管支周囲に限局して持続 した局所炎症と考え

られ,治療法としても,殺菌による治療が不可能な現時点では,局所炎症をコントロールし組織破壊を防ぐとい

う観点からの検討が必要と考えられる.

2. 喫煙と肺 ･肺疾患

内科学第 2部門 泉 孝 英

呼吸器科領域において喫煙の問題が関心を呼んでいる理由として,第一にはいくっかの肺疾患が喫煙と関係の
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あることが明らかにされてきたことであり,第 2には喫煙はヒトにおける肺傷害の機序を研究する上での恰好の

モデルであることが挙げられる.このような観点から 『喫煙と肺 ･肺疾患』について自験成績を中心に報告 ･解

説を行った.

1. 喫煙と関係のある病気

肺気腫は喫煙歴のあるもののみに見 られる疾患であり,肺癌,肺好酸球性肉芽腫症,特発性肺線維症には男子

喫煙者が多いことが指摘されている.一方,過敏症肺臓炎は喫煙者には希な疾患である.

2. 喫煙によって肺のなかでどのような変化が起こっているか

I3AI｣F所見を非喫煙者,喫煙者問で比較検討することにより,喫煙によって以下のような変化の起こることが

認められている.

(1) BALF細胞数の増加が認められる.マクロファージの著明な増加だけでなく, リンパ球 も増加 している.

()KT8+ が増加するため,4+/8+ 比は低下 している.

(2) マクロファージの IL-1産生能は元進 しているが,Colony形成能は低下 している.

(3) リンパ球の Ⅰし2産生能は元進 している･また, リンパ球表面上の CD3抗原量は増加 している.しかし,

NK 細胞活性は低下 している.

3. 本当に喫煙はヒト生体にとって有害だろうか

肺気腫症例の殆どが喫煙者であるところから,喫煙が発症と密接に関係 していることはたしかである.しかし,

喫煙者の全てが肺気腫に進展するものではない.わが国では欧米に比較 して肺気腫症例は少なく,発症頻度は低

い.この点について検討する目的で,京都と米国のセント･ ルイスの健常人において BALF 細胞所見の比較を

試みたところ,好中球の%,数において,セント･ルイスの方が京都の4- 5倍以 Lであることが,非喫煙者,

喫煙者のいずれにおいても認められた.

肺癌,肺好酸球性肉芽腫症は,男子症例だけについての検討成績では,喫煙者に多い疾患であることは確かで

あるが,女子症例についてみれば,必ず しも喫煙者に多い疾患ではない.性差に関する問題をも合めての検討が

必要である.

まとめ :生活環境,職場環境の向上,抗生物質を中心とする医療の進歩により,病原微生物,職業性傷害因子

などの外的要因による呼吸器疾.患は激減してきた.代わって,喫煙,所得の向上に伴う喫煙量の増加は,呼吸器

疾患の鼓も重要な外的要因として,気管支嘱息, 腰原病など内的要因による疾患の増加問題とともに,今後の呼

吸器科領域における重要な検討課題である.

3. X線撮影を用 いた新 しい換気運動評価法- 胸部外科手術 の評価-

胸部外科学 部門 千 原 幸 司

換気運動の評価は Magnetmeterで体表面の胸部と腹部の背腹方向径の変化を計測する方法,Respiratoryln-

dtlCtivePlethysmographyで胸部と腹部の横断面積の変化を計測する方法などが確立されたものである. しかし,

これらの方法は胸部や腹部の変化の全体的なものを捉えているので,換気の原動力である横隔膜の運動に左右差

がある場合,これを捉えることは困難である.そこで,著者らは横隔膜運動を直接評価できるⅩ線連続撮影を用

いた換気運動の評価法を考案 し,その有用性を検討した.

方法 :初めに被験者は背部を既定 し,TLC,RV,FRC の各肺気量位で Staticに正側 2方向胸部X線撮影を行

なう.次に仰臥位で FRC 位から努力呼吸を行ない,この間に換気量を測定 しながら正側 2方向の胸部X線連続

渥影 (2/秒×7秒)する.側面画像において横隔膜凪責の頭尾方向の変位と胸部乳頭線と腹部に貼付された鉛の

マークの背腹方向の変位とをデジタイザーで計測 し,拡大率を補正 し経時的にプロットし,それぞれ横隔膜,胸

郭,腹壁の変位波形をうる.これらの変位波形の振幅と位相を指標として各々の運動と相互関係を検討する.正

面画像では左右の横隔膜の運動の他,体表面のマークの縦横方向の運動から胸部ならびに腹壁のね じれ運動を検

討する.

結果 :健常者では横隔膜,胸郭,腹壁の運動は同期 していた･これと対照的に6本肋骨骨折側では横隔膜と胸

郭の運動の位相が 1800ずれ (paradoxical),健側の両者にも同じ現象が認められた･ 3本肋骨骨折側では患側の



- 6- 京大胸部研紀要 第21巻 第 1, 2号

み両者に位相のずれが認められた.胸郭成形術後例では当然ながら術側の胸郭の運動の振幅が健側に比べて低下

していたが,横隔膜の運動の撮幅もまた健側に比べて有意に低下 していた.これらのことは骨性胸郭の保全が換

気機能を保う上で重要であることを示 した.

巨大気腫性肺嚢胞症を横隔膜と胸郭の運動に位相のずれを認めるものや横隔膜の運動が異常な症例 (A群)と,

横隔膜と胸郭の運動が健常型の症例 (B群)とに分類するとA群は呼吸困難や胸痛などで受診した症例が多く,

B群では検診などで発見された症例が多かった.肺機能検査ではA群が呼出障害や換気障害を示す一方,B群で

は肺機能が良好な症例が多かった.また,呼吸困難の強い中下肺野のブラの症例では,胸腹壁がね じれて運動す

るのが認められた.ブラ切除後A群では術後早期から自覚症状や肺機能の改善がみられ横隔膜と胸郭の位相のず

れも改善 したが,B群では術後いったん肺機能が低下 し,特に正面画像で横隔膜とブラとが同期 して運動 した症

例では回復に時間を要 した.この評価法により巨大ブラ症を換気運動に及ぼす影響から病型分類でき,術後の肺

機能を予測しうることが示唆された.以上,Ⅹ線撮影による換気運動の評価法は種々の胸部疾患の病態生理の考

察や手術計画において有用であることを示 した.

4. 肺機能正常例 における呼吸異常

臨床肺生理学部門 陳 和 夫

｢肺機能正常例における呼吸異常｣として,①mildhypoxia下の睡眠時呼吸状態,②過換気症候群患者を中心

とした呼吸困難患者の呼吸状態について検討 した.

① mildhypoxia下の睡眠時呼吸状態

15.6士0.4% (高度約 2500m,国際線航空機内の酸素濃度に相当する･)程度の mildhypoxia下の睡眠時呼吸

を11名の正常人について検討した.安定 した stagC2の睡眠状態に入 ったのを確認后,空気呼吸下の呼吸諸量を

測定,その后ベンチマスクを使用 して回路内に窒素を流し,低酸素状態を作成 して mildhypoxia下の呼吸状態

を観察した.11名全例,換気量は mildhypoxia下になった当初数分間は増大 したが,その后徐々に低下 した.

約10分経過后には, 11名中4名において, 換気量は低酸素吸入前の空気呼吸下より有意に低下した. この時の

Sa02は約90%であった.なおこの4名と他の7名の覚醒時,低酸素換気応答及び高炭酸ガス換気応答値には有

意差はなかった.この換気量の低下は,hypoxicdepressionの影響と思われ,hypoxicdepressionは SaO290%

程度の睡眠時にも,すでに存在する事が明らかとなった.また,hypoxicdepressionの大小には個人差があると

思われた.睡眠時呼吸異常には,apneaの他 hypopnea も存在するが,この hypopneaに hypoxicdepression

の大小が関与 している可能性が示唆された.

⑧ 過換気症候群患者を中心とした呼吸困難患者の呼吸状態

過換気症候群患者の発作時及び非発作時の呼吸状態を,ポリソムノグラフィとほぼ同様な方法で非侵襲的に測

定 した所,過換気症候群患者においては,安静時 1回換気量に対する胸部成分の関与が正常人に比 し有意に上昇

していた.しかしながら,発作時には一定の傾向は認められなかった.この事より過換気症候群患者においては,

非発作時よりすでに正常人とは異なった呼吸調節系の関与が示唆された.また過換気症候群患者を含め,正常人

においても,過換気後に無呼吸を含む低換気により,低酸素血症を呈する事があり,特に過換気后に睡眠状態に

陥った場合,低酸素血症は増強すると思われた.一般に,過換気症候群患者の治療上,鎮静剤投与が行なわれる

事が多いが,鎮静剤投与后の過換気状態からの回復期の低酸素血症については,十分注意が必要であると思われ

た.

また,慢性の呼吸困難を主訴として来院 した,肺機能正常患者 3名についても検討を加えた.これらの患者は

いずれもが,運動負荷後に過度の過換気を呈 し,その回復過程に上記過換気症候群患者群について述べたと同様

に低換気によると思われる低酸素血症を呈 していた･これらの患者は3名とも安静時 PaC02は 45Torr以上と

高い傾向がみられ,呼吸調節系の異常が示唆された.以上,従来の肺機能検査上は異常を認めないが,呼吸調節

系の異常によると思われる症状,徴候を持 った患者は数多く見 られ,今后呼吸器疾患患者の評価上,呼吸調節系

の関与についても十分考慮すべきであると思われた.
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免疫応答 の分 子機構

胸部 研講 演会 にシ ンポジウム形 式を導入す るこころみ について

細菌血清 学部門 桂 義 元

従来,研究所講演会は部門の紹介を兼ねて各部門から1人づつが講演する方式で行なって来た.しかし,この

方式だとあまりにもかけ離れた分野の講演が散文的に並ぶだけで,学術講演会という名称になじまないのではな

いかとの意見もあり,年度ごとにテーマを絞 ってシンポジウム形式にしてみようということになった.本年は準

備期問が短かかったので,基礎 3部門だけが免疫学に関する話題に統一することで意見が一致 し,変則的ながら

ミニシンポジウム形式で出発することになった.

3人の演者で免疫学全体をカバーできるわけではないが,T細胞 (藤本),B細胞 (鍔田)の遺伝子レベルの仕

事に加えて,九州大学より笹月健彦氏を招いて免疫応答の調節に関する,これも遺伝子レベルの仕事をお話 しい

ただいた.今回のこころみが,本研究所学術講演会の発展につながれば幸いである.

1. 4週齢 のマ ウス胸腺細胞 に存在す る小環状 DNA とT細胞 レセプタ ー遺伝子再配列

細菌血清学部 門 藤 本 真 慈

真核細胞中には小環状 DNA というカテゴリーに分類される集団が広 く存在 している.その生成機構,機能に

ついてはまだ十分解明されていないが,染色体 DNA と相同性をもっていること,またオルガネラやウイルスの

環状 DNA とは異なるということが知られている.これまで骨髄,胸腺等の一次 リンパ器官の細胞では大型の小

環状 DNA が存在することが明らかにされてきた.これらの小環状 DNA は,抗体遺伝子,T細胞 レセプター

遺伝子の再配列と関連 している可能性が考えられるので,4週齢のマウス胸腺細胞に存在する小環状 DNA をク

ローニングし,そのうち60クローンについて構造解析をおこなった.

小環状 DNA クローン問の相同性を調べた結果,小環状 DNA は染色体の特定領域から出ていることが示唆

された.クローンの 1つ ME113には,環状化 した際の組換え点が存在 していることが Southernblotanalysis

により明らかになった.次にその塩基配列を決定 したところ,T細胞レセプター α鎖遺伝子 Jセグメント(Jcr)

の 1つ Jlと,その約 600bp下流に recombinase(S)により認識されると考えられているシグナル配列が head

toheadにつながった reciprocaljointと呼ばれる構造を兄いだした.そこで種々のT細胞レセプター α鎖遺伝

子領域をプローブとして小環状 DNA クローンを調べ,塩基配列の決定をおこなったところ,新たな reciprocal

jointに加え.germ line型の Ⅴα,Jα遺伝子,Ⅴα-Jαcodingjointさらに Ⅴα と Jα の問に位置する J∂,C∂

遺伝子を兄いだした.

以上の解析により,4週齢のマウス胸腺細胞に存在する小環状 DNA はT細胞レセプター α鎖遺伝子が Vα-

Jα 結合する時に切り出された部分が再結合 してできたことが明らかになった.

2. 免疫 グロブ リンH鎖遺伝子再構成 における 2つの機構

細菌血清学部門 鍔 田 武 志

近年,inm'troでB系細胞の分化を観察するす ぐれた系がいくつか報告されている.Witte,Whitlockの長期骨

髄培養より,種々の分化段階のス トローマ依存性 B系細胞株が得られるが,とりわけ preB細胞に属する細胞株

では高い効率で培養中にH鎖の再構成をおこし, B細胞-と分化する.今回, 我々は, この中の 1つの細胞株

DWIOOのH鎖再構成を検討 した. H鎖の再構成は,deletionrnechanism または inversionmechanism の 2つ

の機構によって行われるが,そのほとんどが inversim mechanism によっていることが知 られている.しかしな

がら DWIOOの再構成では,種の Vk 遺伝子をとるにもかかわらず,その多 くは deletionmechanism によって

いることが明らかとなった.この現象は,どの Vk が再構成をおこすかが,または2つの機構のどちらがとられ

るかが何らかの影響をうけていることを示唆 している.

3. HLA と連 鎖 した免疫抑 制

九州大学生体防御 医学 研究所 教授 笹 月 健 彦
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内科 学 第 一 部 門

〔学 会 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

藤野昇三,井上修平,松本鉄也,山鳥英世,池田宜昭 :当院における最近 5年間の結核関連手術の検討,第 4

回日本呼吸器外科学会 (62.5.21.仙台).

倉沢卓也,冨岡洋海,鈴木克洋,山本孝吉,久世文章,黒田直明,坂東憲司,種田和清 :気管 ･気管支結核の

臨床的検討,第10回日本気管支学会総会 (62.6.5.東京).

河南里江子,田中栄作,網谷良-,倉揮卓也,川合 満,久世文幸,加納 正 :肺非定型抗酸菌症に合併 した

良性単クローン性高 IgA血症の1例,第122回日本内科学会近畿地方会 (62.6.20.大阪).

新実彰男,山本孝吉,倉揮卓也,川合 満,久世文章,山尾 哲,秋口一郎 :粟粒結核に合併 し,頭部 CT及

び MRIで証明された多発性頭蓋内結核腫の1例,第59回日本結核病学会,第29回日本胸部疾患学会近畿地方会

(62.6.27.京都).

松本鉄也,足立嘉之,鈴木 元,山鳥英世,森 -潤,池田宣昭,井上修平,藤野昇三 :最近の結核化学療法

成績及び結核菌耐性検査成績の検討.同上 (62.6.27.京都).

藤野昇三,井上修平,松本鉄也,池田宜昭,山崎 昇 :スポンジ充填術後15年目にスポンジの部分摘出を施 し

た結核性膿胸の 1例,同上 (62.6.27.京都).

井上修平,藤野昇三,松本鉄也,足立嘉之,鈴木 元,山鳥英世,森 -弥,池田宣昭 :当院における結核患

者の死因について,同上 (62.6.27.京都).

松本鉄也,池田宣昭,金井慶一,金網史至,白井史朗,岩垣克巳,喜多野彦,竹中孝造,上田英之助,山崎正

煤 :難治持続排薗例に対する Ofloxacinの抗結核作用について,同上 (62.6.27.京都).

中井 準 :招請講演,4)呼吸器診療に占める抗酸菌症の位置,同上 (62.6.27.京都).

倉揮卓也 :招請講演,大学研究所附属病院における肺結核症の位置,同上 (62.6.27.京都).

桜井信男,平佐昌弘,石井昌生,笠間敏雄,村田洋三 :Dermatomyositis治療中に合併 した皮膚結核症の 1例,

第123回日本内科学会近畿地方会 (62.9.5.京都).

池田宣昭 :総合指定シンポジウム 6.結核症の今日的診断(2)抗酸菌の検索,第42回国立病院療養所総合医学会

(62.10.29.熊本).

西村一郎,英 元室,馬場信雄,池田宣昭,深谷徳幸,声 彦詔,駒田文彦 :腸結核の全結腸に及んだ 1症例,

第42回国立病院療養所総合医学会 (62.10.30.熊本).

藤田真由美,遠藤顕子,荻野罵彦,久世文事 :Mycobacterium chelonei皮膚感染症の 1例, 日本皮膚科学会

中部支部会 (62.ll.1.和歌山).

特別講演,久世文章 :非定型抗酸菌症の実験的研究,第30回日本感染症学会中日本地方会総会 (62.ll.14.棉

戸).

嶋崎洋一,冨岡洋海,加藤元一,鈴木克洋,村山尚子,田中栄作,山本孝吉,倉揮卓也,川合 満,久世文章

:広汎な活動性病変を認めた粟粒結核の一例,第60回日本結核病学会,第30回日本胸部疾患学会近畿地方会(62.

ll.14.京都).

杉田孝和,冨岡洋海,鈴木克洋,村山尚子,田中栄作,桐谷良一,山本孝吉,倉揮卓也,川合 満,久世文事

:血族にて発症 した M･gordonae症の-治験例.同上 (62.ll.14.京都).

2. 腫 妨

橋平 誠,横見瀬裕保,宮本好博,富田哲也,牛田仲-,桂 栄孝 :完全縦隔内甲状腺腫の 1例.第46回,日
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本肺癌学会関西支部会 (62.2.21.神戸).

岩崎博信,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :気管支カルチノイ ド

14例の臨床的検討,同上 (62.2.21.神戸).

横見瀬裕保,橋平 誠,宮本好博,岡田幾太郎,牛田仲一,椎 栄孝 :気管管状切除を行なったカルチノイド

の 1例,同上 (62.2.21.神戸).

石田 直,中原由紀子,中原保治,牛田伸一,松山栄一,田村忠雄,中塚栄治,松田源治,桂 栄孝 :腎癌の

肺,胸壁転移 2例に対する αイ ンターフェロンの使用経験,同上 (62.2.21.神戸).

田中 茂,梅宮正志,川添隆司,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日T;fit-.辰一朗,鈴木康弘 :血中 VII)高値を

伴い,WDHA 症候群を呈 した肺小細胞癌の 1例,同上 (62.2.21.神戸).

長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当院での肺癌症例に

おける脳転移例の検討,同上 (62.2.21.神戸).

池上裕美子,河南里江子,田中栄作,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,倉沢卓也,川合 満,久世文章 :胸部

レ繰 I二多発結節性陰影にて発見された腎癌の肺転移の4例,同上 (62.2.21.神戸).

坂本贋子,長谷川幹,片上信之,李 英徹,石原享介, 岩崎博信,梅田文一, 中井 準 :2年以 上 discase

freeで生存 しえた肺小細胞癌症例の検討,同上 (62.2.21.神戸).

高嶋義光,大野暢宏,岡崎美樹,武藤 頁,長谷光雄 :肺癌手術症例と重複癌の検討,第 4回日本呼吸器外科

学会総会 (62.5.).

冨岡洋海,山本孝吉,倉揮卓也,久世文章,大川和春 :放射線小量照射にて著明な縮小をきたした扇平 卜皮癌

の 1例,第10回日本気管支学会総会 (62.6.5.東京).

石田 直,中原由紀子,中原保治,牛田伸一,松山栄一,田村忠雄,中塚栄治,松田源治,桂 栄孝 :腎癌の

柿,胸壁転移 2例に対する α-インターフェロンの使用経験,第46回肺癌学会関西支部会 (62.2.21.神戸).

岩崎博信,長谷川幹,片上信之,坂本成子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :気管支カルチノイド

14例の臨床的検討,同上 (62.2.21.神戸).

長谷川幹,片上信之,坂本購子,李 英徹,石原亨介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当院での肺癌症例に

おける脳転移例の検討,同 L(62.2.21.神戸).

坂本成子,長谷川幹,片_日言之,李 英徹,石原享介, 岩崎博信,梅田文一, 中井 準 :2年以上 disease

freeで生存 しえた肺小細胞癌症例の検討,同上 (62.2.21.神戸).

中原保治,他 5名 :暗疲細胞診における脂肪染色一組織型とその出現状態,第28回日本臨床細胞学会総会 (62.

5.22.大阪).

藤本憲弘,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種日1和清,岩田猛邦,大野陽一郎,小橋陽

一郎∴市島国雄 :急激な両側胸水貯留と呼吸困難で発症 した悪性 リンパ腫の 1症例,第59回日本結核病学会,節

29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62･6.27.京都).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本膜子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支動脈造影が診

断に有用であった肺硬化性血管腫の 1例,同上 (62･6･27.東都).

山下直己,北野司久,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,岩田猛邦,市島国雄,小橋陽一郎 :縦隔内 Castleman

腫湯の 1切除例,同上 (62.6.27.京都).

岩崎博信,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本店子,石原享介,梅田文一,中井 準 :非切除非小細胞癌の

予後因子,同上 (62.6.27.京都).

郡 義明,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和活,岩田猛邦 :PRCA,低 什-グロブリン血症

を合併 した胸腺腫の 1症例,同 上 (62.6.27.京都).

郡 義明,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国雄 :TICell

lymphomaに合併 した BOOP の 1例,同上 (62.6･27.京都).

大野暢宏,高嶋義光,橋本 徹,武藤 真,長谷光雄 :小腸穿孔をきたした肺癌の一例,第21回日本肺癌学会

北陸地方会 (62.7.ll.金沢)･

坂東憲司,多田公英,縄田隆平,浦野 徹､黒田直明,倉揮卓也 :縦隔腫壕で発見された Malignant
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Melanomaの 1例,第47回日本肺痛学会関西支部会 (62.7.25.大阪).

岡崎美樹,桝 正幸,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,岡田行功,

内田博也 :胸腺脂肪腫の1例,同上 (62.7.25.大阪).

河南里江子,加藤元一,鈴木克洋,村山尚子,倉揮卓也,久世文章 :胸腺嚢腫から8年間の経過で移行 したと

考えられる悪性胸腺腫の1例,同上 (62･7･25.大阪).

牛田仲-,池上裕美子,石田 直,中原由紀子,中原保治,松山栄一,桂 栄孝,橋平 誠,宮本好博 :国立

姫路病院における経皮的針吸引生検,同上 (62.7.25.大阪).

岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :本院にお

ける肺癌化学療法関連死亡症例の検討,同上 (62.7.25.大阪).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺癌に対する化学療

法に伴う白血球減少に関する臨床的検討,同上 (62.7.25.大阪).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉津卓也,久世文章,

他 5施設 :多施設共通プロトコールによる切除不能肺癌の治療,同上 (62.7.25.大阪).

望月吉邸,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,市島国雄,

小橋陽一郎 :胸部レ線上特異な経過を示 した細気管支肺胞上皮癌の1例,同上 (62.7.25.大阪).

黒田直明, 浦野 透, 多田公英,縄田隆平, 坂東憲司 :肺癌放射線療法により発症した acute tumorlysis

syndromeの1例,同上 (62.7.25.大阪).

岡崎美樹,片上信之,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,倉揮卓也,久世文章

:肺小細胞癌に対する CAV -CVP 交代療法と胸部照射併用療法の成績 (中間報告),第28回日本肺癌学会総会

(62.ll.5.大阪).

藤野昇三,井上修平,中江一郎,池田宣昭,中西通泰 :消化器原発癌の縦隔リンパ節転移により高度気管狭窄

を来した症例の治療- 高周波焼灼と救急化学療法が奏効した2症例,同上 (62.ll.5,6.大阪).

中原由紀子,中原保治,石田 直,牛田仲一,松山栄一,桂 栄孝,寺田正之 :肺腺様嚢胞癌検索中に発見さ

れた TracheobronchopathiaOsteoplastica,第28回日本肺癌学会総会 (62.ll.6.大阪).

牛田伸一,池上裕美子,石田 直,河南里江子,中原由紀子,中原保治,松山栄一,糸氏英一郎 :CoQIOによ

る放射性肺炎の予防効果一血中濃度による比較,同上 (62.ll.6.大阪).

大野暢宏,磯和理貴,高嶋義光,橋本 徹,武藤 真,長谷光雄 :気管支嚢胞に合併した肺癌の一例,第23回

日本胸部疾患学会北陸地方会 (62.ll.7.金沢).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺腺療塞栓を呈した

Grawitz腫癌の-剖検例,第60回日本結核病学会,第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14.京都).

杉田孝和,西村尚志,長谷川吉則,富岡洋海,倉揮卓也,久世文章 :肺癌切除後の局所再発および新たな病巣

を認めた肺の重複癌と思われる1例,第32回近畿気管支鏡懇話会 (62.ll.26.大阪).

金子滋夫,石橋孝文,郡山俊昭,谷崎俊郎,山下元秀,東 郁夫,山田栄一,井上 勉,溝谷 進,森本真成,

平出 典,松本秀敏 :高 AFP血症と,一見胃癌と肝癌の重複癌を疑わせる組織像を呈した肝転移胃癌の 1剖検

例,第124回日本内科学会近畿地方会 (62･12.5.尼崎).

多田公英,縄田隆平,山田勝彦,黒田直明,坂東憲司,酒見英太,小柳津直樹 :ErythroidCrisisをきたした

CML の一例,第48回近畿血液学地方会 (62.12.19.京都).

3. 感染症の化学療法

望月吉郎, 岩田猛邦, 種田和清, 郡 義明, 田口普天, 南部静洋, 久保嘉朗, 市島国雄, 小橋陽一郎 :

Pneumoystiscarinii肺炎に対する予防投与法の検討,第61回日本感染学会総会 (62.4.2.東京).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,久保嘉郎,高橋 豊,天野博之,岡 裕也,

高橋 浩,相原経典,市島国雄,小橋陽一郎 :Legionella肺炎 (L･bozemanii,L･dumoffii)の臨床的,病理的

検討,同上 (62.4.2.東京).

鍛治田英俊,野村信介,田口善夫,岩田猛邦, 相原推典, 上木正成 :SLE の経過中に腹水より Legionella
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pneumophilaを検出した 1例,同上 (62.4.2.東京).

田口善夫, 岩田猛邦, 種田和清, 望月書郎, 郡 義明, 南部静洋, 久保嘉朗 :慢性気道感染症 に対す る

Erythromycinの有用性について,同上 (62.4.3.東京).

岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,田口善明,南部静洋,久保嘉朗,市島国雄,小橋陽一郎,上田善

道 :臨床診断 "びまん性汎細気管支炎〝の剖検例における病理形態学的検討,第27回日本胸部疾患学会総会(62.

4.6.東京).

河南里江子,田中栄作,久世文章 :各種免疫グロブリン製剤における抗緑膿菌抗体価,第35回日本化学療法学

会総会 (62.5.22.盛岡).

田口善夫, 岩田猛邦, 種田和清, 望月吉郎, 郡 義明, 南部静洋, 久保嘉朗 :慢性下気道感染 に対す る

Erythromycinの有用性について,同上 (62.5.23.盛岡).

倉沢卓也,山本孝吉,久世文事,鍵同 朋,辻野博之,牛田伸一 :呼吸器感染症に対する RU28965の臨床的

検討,同上 (62.5.23.盛岡).

池上裕美子,加藤元一,縄田隆平,倉沢卓也,久世文章,鍵問 朗,稲葉宣雄,黒田直明,坂東憲司,堀川禎

夫,前川暢夫,大野暢宏,岡崎美樹,武藤 真,長谷光雄 :呼吸器感感症に対する THR-221の臨床的効果,同

上 (62.5.23.盛岡).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,市島国雄,小橋陽一郎,相腐雅

輿 :いわゆる末期肺炎の剖検肺における検討,同上 (62.5.23,盛岡).

中西通泰 :Relapsingpolychondritisの 1例,第23回京都病院学会 (62.6.21.京都).

浦野 透,黒田直明,多田公英,縄田隆平,酒見英太,坂東憲司,辻野博之,笠原 宏 :肝膿痘穿破による細

菌性膿胸の2例,第59回日本結核病学会,第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27.京都).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,久保嘉朗,市島国雄,小橋陽一郎 :9年間

の経過を追えた典型的びまん性汎細気管炎の 1例,同上 (62.6.27.京都).

多田公英,田中栄作,桐谷良一,倉揮卓也,川合 満,久世文章,武曽恵理 :進行性の気管支拡張症 ･細気管

支炎に結節性動脈周囲炎を併発 した 1症例,同上 (62.6.27.京都).

桝 正幸,村田 裕,岡崎美樹,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準,

石川隆之,斎藤 厚 :多発性骨髄腫に合併 したレジオネラ肺炎の 1剖検例,同上 (62.6.27.京都).

Y･Taguchi,T･Iwata,K･Oida,Y･Mochizuki,Y･Kobri,Y･Nanbu,Y･Kubo:Long-term administration

ofOfloxacin,XVthInternationalcongressofchemotherapy,(July19,1987･Istanbul,Turkey).

Tanaka,E･andKuze,F･'･Theroleofgranulocyteneutralproteaseinpseudomonasbronchialinfection

inmice,15thInternationalCongressofchemotharapy,(July22,1987･lstaubul,Turkey)･

中本 賢,片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :γ-globulin

投与が有効であった成人発症麻疹肺炎の-治験例,第60回日本結核病学会,第30回日本胸部疾患学会近畿地方会

(62.ll.14.京都).

郡 義明,弓場吉哲,久保嘉朗,南部静洋,松井保憲,田口善夫,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,相原雅典

:重症嘱息のためステロイド大量使用中に発症 した ⅠJegionella肺炎の一例,同上 (62.ll.14.京都).

辰巳明利,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,山中 晃,北野司久,岩田猛邦,種田和清,相原雅典 :チフス薗

感染後43年を経て発症 した慢性膿胸の-手術例,同上 (62.11･14.京都).

4. 気管支嶋息 ･アレルギー疾患

坂本贋子,長谷川幹,片上信之,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当科における重症隅

息発作および嘱息死の臨床的検討,第27回日本胸部疾患学会総会 (62･4･6.東京).

川合 満,河南里江子,加藤元一,倉揮卓也,久世文事,川勝一雄,武山正治,岸本育子,谷川原祐介,掘

了平 :テオフィリン点滴静注の臨床薬理学的検討.第37回日本アレルギー学会総会 (62･10･9･東京)･

Kawai,M.,Kawanami,E.,Kato,M"Kurasawa,T.,Kuze,F.:Pharmacodynamicevaluationofintravenous

dripinfusionwiththeophylline･XIIWorldCongressofAsthmology･(Oct･27,1987･Barcelona,Spain)･
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新実彰男,鈴木克洋,桐谷良一,倉揮卓也,川合 満,久世文事,佐竹範夫,節原順一,木野稔也 :カンジダ

が原因菌と考えられたアレルギー 性気管支肺真菌症 (ABPF)の一例,第60回日本胸部疾患学会,第30回日本胸部

疾患学会近畿地方会 (62.ll.14.京都).

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本虞子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :夏型過敏性肺炎の無

症状夏期における BAL 所見,同上 (62.ll.14.京都).

弓場吉哲,久保嘉朗,松井保憲,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和活,岩田猛邦,小橋陽一

郎,市島国雄 :気管支情息を伴う全身性血管炎 3例の検討,同上 (62.ll.14.京都).

池上裕美子,石田 直,河南里江子,中原由紀子,中原保治,隼田伸一,松山栄一,桂 栄孝 :肺好酸球性肉

芽腫症の一例,同上 (62.ll.14.京都).

石田 直,河南昌樹,中原由紀子,中原保治,田中 昌,門屋 誠,松山栄一,田村忠雄,藤原久義 :好酸球

性心筋炎を呈 した hypereosinophilicsyndromeの 1例,第64回循環器学会近畿地方会 (62.12.12.大阪).

6. そ の 他

石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準,平佐昌弘,太田仁八,

浅香隆久,石井呂生,五十嵐哲也 :在宅酸素療法の現状と問題点,第 1回兵庫県勤務医学会 (62.2.7.神戸).

石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本庶子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :自然気胸の内科的治

療成績,第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6.東京).

岩崎博信,長谷川幹,片上信之,坂本贋子,李 英徹,石原享介,梅田文一,中井 準 :Non-invasive 法に

よる Anaerobicthreshold の判定に関する研究,同上 (62.4.6.東京).

田口善夫,岩田猛邦,種田和活,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,久保嘉朗,黒田康正,走藤規弘 :金剤によ

る肺臓炎のX線 CT 像の検討,同上 (62.4.7.東京).

片上信之,長谷川幹,岡崎美樹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :免疫 ･血液疾患に合

併 した肺病変の診断における気管支鏡検査の有用性,第10回日本気管支学会総会 (62.6.5.東京).

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :当院における気管病

変の検討,同上 (62.6.5.東京).

林 聡子,片上信之,長谷川幹,岡崎美樹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :SLE に

合併した肺アミロイドーシスの 1例, 第59回日本結核病学会,第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27.

京都).

新実彰男,倉揮卓也,桐谷良一,川合 満,久世文章,五十部潤,田村康一,細川昌則,山辺博彦,小橋陽一

那,生田治康 :Down症に合併 した特発性肺-モジデローシス (IPH)の 1例,同上 (62.6.27.京都).

奥井克治,鍵岡 朗,小田芳郎,稲葉宣雄,岡本記代士,西川忠男,弘野慶次郎,羽山慎一,山岡久泰,佐々

木正道 :間質性肺炎像を呈 した肺胞蛋白症の 1例,同上 (62.6.27.京都).

田中 茂,藤村直樹,川添隆司,梅官正志,白川太郎,加藤幹夫,日置辰一朗,佐々木義行,北市正則,榎本

雅夫 :開胸肺生検により,診断した原発性マクログロブリン血症と肺縦隔病変を診断した 1例,同上 (62.6.27.

京都).

坂東憲司,多田公英,縄田隆平,浦野 徹,黒田直明,脇田 昇,小竹利一 :最近経験した気管支結石症の2

例,同上 (62.6.27.京都).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗 :自然気胸を合併 したマルファン

症候群の2症例,同上 (62.6.27.京都).

田中登子,三嶋理晃,福永隆文, 山岡新八, 久野健忘, 桐谷良一,田中栄作 :133Ⅹ e一持続注入法による各種

肺疾患の換気 ･血流比分布の比較及び酸素投与の影響,同上 (62.6.27.京都).

冨岡洋海,桐谷良一,久世文章,三嶋理晃,伊藤春海 :気道疾患に対する T c-99m-MAA 肺血流シンチグラフ

ィの有用性,同上 (62.6.27.京都).

片上信之,長谷川幹,岡崎美樹,坂本康子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :BAL,TBLB を用

いた免疫,血液疾患の肺病変の診断,同上 (62.6.27.京都).
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石原亨介,長谷川幹,岡崎美樹,片 ヒ信之,坂本靖子,岩崎博信,梅閏文一,中井 準 :リンパ増殖性肺疾患

の3症例,同上 (62.6.27.京都).

中原保治,池上裕美子,石田 直,中原由紀子,隼田伸一,松山栄一 :肺ノカルジア症の 1例,同上 (62.6.

27.京都).

隼田伸一,池上裕美子,石田 直,中原由紀子,中原保治,松山栄一,桂 栄孝 :BOOPの 1例,同上 (62.

6.27.京都).

南部静洋,弓場吉哲,久保嘉朗,田口善夫,郡 義明,望月吉郡,種田和活,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

雄 :漆下地塗り従事者にみられた予後不良であった間質性肺炎の 1例,同上 (62.6.27.京都).

石田 直,池上裕美子,中原由紀子,中原保治,井田伸一,松山栄一,田村忠雄,桂 栄孝,入江善一 :パラ

コー ト中毒の 2例,同上 (62.6.27.

脇間 昇,黒田勝哉,小竹利一,

会関西地方会 (62.7.18.大阪).

大野暢宏,高嶋義光,武藤 頁,

酉地方会 (62.7.18.大阪).

高嶋義光,大野暢宏,和田洋巳,

第30回日本胸部外科学会関西地方会

鈴木克洋,村山尚子,山本孝吉,

京都).

黒田直明,坂東憲司 :気管支結石症の 2手術治験例,第30回日本胸部外科学

長谷光雄 :当院における胸部外傷手術例の検討,第30回日本胸部外科学会関

武藤 貢,長谷光雄 :急性呼吸不全を呈 した成人食道気管支榎の-手術例,

(62.7.18.大阪).

倉揮卓 也,久世文章 :ヒト肺胞マクロファージのロイコトリエン B｡産生能

に関する検討,第15回n本臨床免疫学会総会 (62.7.2.札幌市).

中原保治,他 7名 :右室異常筋束切除により軽快 した薬物抵抗性心室性頻拍症の一例,第63回循環器学会近畿

地方会 (62.7.4.京都).

池上裕美子,森田基之,河南昌樹,河南里江子,牛田伸一,松山栄一,田村忠雄,粍 栄孝,武曽恵里 :パル

ス療法を施行 した活動性ループス腎炎の 1症例,第123回Ej本内科学会近畿地方会 (62.9･5.京都).

冨｢輔羊侮,桐谷良一,田中栄作,久世文事,岩辻賢一郎 :Cyclophosphamide投与が著効を呈 した精神障害を

伴った SI-1二の 1例,同上 (62.9.5.京都).

久須見房子,小西康弘,南部静洋,冨井啓介,八田和大,今中孝信,堀健次郎,酒井知昭,野瀬謙介,小橋陽

一郎 :結腸癌,気管支副 鼻隆症候群,ネフローゼ症候群,慢性輝炎,著明な腹障内 リンパ節腫脹を併 ったシェー

グレン症候群の 1例,同上 (62.9.5.京都).

長谷光雄,橋本 徹,大野暢宏,武藤 貢,高嶋義光 :CTが診断上有用であった小肺動静榛の一例,第23回

日本赤十字社医学会総会 (62.9.14.札幌).

中原由紀子,中原保治,富田誠人,石田 直,隼田伸一,池上裕美子,田中 呂,福間貫造,門屋 誠,松山

栄一,田村忠雄 :高アンモニア血症,低ナ トリウム血症による意識障害を認めた肝硬変症合併 Sheehan症候群

の1例,第42回国立病院療養所総会医学会 (62.10.30.熊本).

橋本 徹,武藤 真,長谷光雄,磯和理貴,大野暢宏,高嶋義光 :Localized lesionwith bronchiolitisobli-

teransの一例,第23回日本胸部疾患学会北陸地方会 (62.ll.7.金沢).

田口善夫,岩田猛邦,種田和清,望月吉郎,郡 義明,南部静洋,市島国雄,小橋陽一郎 :ステロイド投与中

急性増悪を来 し,腰原病類縁疾患が疑われた間質性肺炎の一例,第60回日本胸部疾患学会,第30回日本胸部疾患

学会近畿地方会 (62.ll.14.京都).

望月吾郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,-市島国雄,

小橋陽一郎 :ステンレス工場居住者にみられた巨細胞性間質性肺炎の一例,同上 (62.ll.14.京都).

久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一

郎,市島国雄 :IPF における血清 CA19-9の臨床的検討,同上 (62.ll.14.京都).

松井保憲,弓場吉哲,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和活,岩田猛邦,小橋陽一

郎, 市島国雄 :Cyclophosphamide が原因と考えられた薬剤性間質性肺炎の症例の検討, 同上 (62.ll.14.戻

都).

郡 義明,弓場吉哲,久保嘉朗,南部静洋,松井保憲,田口善夫,望月吾郎,種田和清,岩田猛邦,ノJ＼橋陽一
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郎,市島国雄 :臨床的に興味ある経過を示 した BOOPの二症例,同上 (62.ll.14.京都).

池上裕美子,石田 直,河南里江子,中原由紀子,中原保治,牛田仲-,松山栄一,桐谷良一 :DPI】様所見

を呈 した PrimaryCiliarydyskinesiaの一例,同上 (62.ll.14.京都).

冨岡洋海,網谷良一,田中栄作,河村哲治,長谷川吉則,杉田孝和,嶋崎洋一,西村尚志,西坂泰夫,加藤元

一,鈴木克洋,村山尚子,山本孝吉,倉揮卓也,川合 満,久世文事 :当科における慢性気道疾患50例の臨床的

検討,同上 (62.ll.14.京都).

鈴木雄二郎,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,西山秀樹,前川暢夫 :PulmonaryLymphangiomyomatosisの

一例,同上 (62.ll.14.京都).

河村哲治,田中栄作,冨岡洋海,倉揮卓也,川合 満,久世文事,橋井康二,生川伸二,森 崇英 :血中 ･胸

水中の CA-125異常高値を呈 した ovarianthecomaによる Meigs症候郡の一例,同上 (62.11･14.京都).

長谷川吉則,鈴木克洋,村山尚子,倉滞卓也,久世文事,人見滋樹,渡部 智 :気管支嚢胞の一例,同上(62.

ll.14.京都).

南方良章,新実彰男,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫,吉村吾郎,尾浦正二,重里政信,桜井武

雄 :啄血により発見された異常気管支動脈の二例,同上 (62.ll.14.京都).

石田 直,池上裕美子,河南里江子,中原由紀子,中原保治,牛田仲-,松山栄一,田村忠雄,北市正則 :移

動する結節影を呈 した多発性肺梗塞の一例,同上 (62.ll.14.京都).

岩崎博信,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,梅田文一,中井 準 :漸増運動負荷時の動

脈血乳酸濃度… 関数近似による変化率の検討,同上 (62.ll.14).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保意 :在宅酸素

療法50例の検討,同上 (62.ll.14.京都).

坂本贋子,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :Heerfordt症候群を

呈 したサルコイドーシスの一例,同上 (62.ll.14.京都).

片上信之,中井 準,中尾実信,片上裕子,小川良一,小泉民雄,藤田拓男 :ヒト末栴血単球の TNF産生に

及ぼす活性型ビタ ミン D3,グルココルチコイ ドの影響,第17回日本免疫学会総会 (62.ll.21.金沢).

望月吾郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,市島国雄,

小橋陽一郎 :剖検肺における肺真菌症の検討,第35回日本化学療法学会西日本支部総会 (62.ll.27.鹿児島).

中原由紀子,森田基之,池上裕美子,河南昌樹,石田 直,中原保治,福間書道,富田誠人,松山栄一,田村

忠雄 :血糖値と並行 して CA19-9値の変動がみられた糖尿病の2症例,第124回内科学会近畿地方会 (62.12.5.

尼崎).

〔誌 上 発 表〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

久世文事,桜井信男 :非定型抗酸菌症,日本臨床,45(3):619-626,1987.

日本結核病学会治療委員会 (委員長 山本正彦):非定型抗酸菌症の治療に関する見解,結核,62(2):77-80,

1987.

久世文幸,斎藤 肇,楠 伸治,浅野健治 :ナイアシン試験,アニリン法と各種ペーパー法との比較検討,臨

床検査,31(5):563-566,1987.

久世文事 :抗生物質療法 Q&A(M.avium-intracellulare感染症の治療),IndicationsinAntibioticTherapy

2(2):19,1987.

桜井信男,久世文幸 :Mycobacterium avium-intracellulare症治療術式の検討(2)マウス吸入感染モデルに対す

る aminoglycosideの治療効果,結核,62(7):369-374,1987.

久世文事 :〔学会記〕結核病学会,日本医事新報,No･3302(昭62.8.8.):45-47,1987.

久世文章 :抗結核薬,クリニカ,14(9):656-657,1987.

久世文事 :肺結核,医学と薬学,18(5):1243～1249,1987.
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桜井信男 :薬剤感受性と実験的 M･avium-irltraCellulare感染症を中心にして (第62回日本結核病学会総会シン

ポジウム,結核,62(ll):578-582,1987.

NobuoSakuraiandFumiyukiKuze: InvitroandinvivochemotherapeuticactivityofRifabutui(LM427)

onMycobacterium avium-intracellularecomplex,京大胸部研紀要,20(1,2):50-60,1987.

2. 腫 療

倉沢卓也,久保嘉朗,鈴木克洋,村山尚子,桐谷良一,山本孝吉,川合 活,久世文事,五十部潤,田村康一,

人見滋樹 :多発性気管支内軟骨腫の-症例.日本胸部臨床,46(7):563-569,1987.

久世文事 :肺がんの症候学,臨床と研究.64(8):2343-2348,1987.

KaechoongLee,MayumiTanaka,MasakazuHatanaka,FumiyukiKuze: Reciprocaleffectsofepidenmal

growthfactorandtransforminggrowthfa｡terβontheanchorage-dependentand-independentgrowth of

A431epidenmoidcercinomacells,ExpelmentalcellResearch,173: 156-162,1987.

KazuoNishimura,YusakuOkada,KenichiroOkada,OsamuYoshida,RyoichiAmitani,YoshiroKubo,

ShinichiUshida‥ SpontaneousRegressionofPulmonaryMetastasisfrom RenalPelvicCancer,Urologla

lnternationalis,42(6):46ト463,1987

藤原拓樹,黒田直明 :Neuron-SpecificEnolase(NSE)RIA Kit(シオノギ)の肺小細胞癌スク))-ニングに

おける有用性.医学と薬学,17(3):679-687,1987.

井上修平,藤野昇三,松本鉄也,池田宣昭 :慢性腎不全下での抗癌剤療法- 癌性胸膜炎に対して- ,

JJPEN 9(5):762-765,1987.

片上信之,小西弘起,坂本贋子,李 英徹,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :肺癌の診断および治

療におけるリニア型電子超音波断層装置の応用.肺癌,27(4):349-359,1987.

種田和清 :Hodgkin症の肺転移例 ｢びまん性肺疾患の臨床｣第 1版 (金芳堂)230-231,1987･

南部静洋 :多発性骨髄腫の治療中に胸部Ⅹ線上びまん性陰影を呈 した metastaticlungcalcinosis.同上,264

へ265,1987.

Takamitsulno,TadashiSawahata,andKen-ichiTanaka: MutagenlCltyOfbenzidineanditscongeners:

A biochemicalandquantum mechanicalapproach･inSemina7∫OfToxicl'zyMecham'∫ms-I(pp･39-48)1987･

editedbyKazuoHashimotoandMasayasuMinami. Japan-CarshaltonSeminar･

3. 感染症の化学療法

川合 満,加藤元一 :慢性気管支炎- 概念 ･その治療と管理 (特集/慢性疾患の薬物療法と指導 ･管理).

医学と薬学,17(1):76-79,1987.

川合 満 :老人の肺炎 (acompass)･治療学,18(6):830,1987.

原 耕平,久世文事,中西通泰,倉沢卓也,久保嘉朗,西山秀樹,池田宣昭,稲葉宣雄,鍵岡 朗,他169名:

呼吸器感染症に対する HBK と Amikacinの薬効比較成績,感染症学雑誌,61(1):22-53,1987･

山本孝吉,笹田昌孝,久世文幸 :ヒト肺胞マクロファージの機能に関する基礎的検討,昭和61年度科学研究費

補助金 (一般研究(C))研究成果報告書,1987年 3月.

島田 馨,久世文事,倉沢卓也,他124名 :呼吸器感染症を対象とする Carumonam の臨床評価-Cefbperazon

を対照とする二重盲検比較試験-,感染症学雑誌,61(3):333-355,1987.

久世文事 :感染 ･炎症 ･免疫 (Infection,Inflammation,Immunity), 日胸疾会誌, 25(3):267-268,19871

三木文雄,久世文章,辻野弘之,稲葉宣雄,池田宣昭,松原恒雄,牛田伸一,網谷良一,西山秀樹,鈴木雄二

郎,前川暢夫,他64名 :呼吸器感染症に対する BRL28500(Clavulanicacid-Ticarcillin)と Ticarcillinの薬効

比較試験成績,感染症雑法,61(8):944-979,1987.

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,小田芳郎,大谷 博 :Latamoxefの気管支組織内-の移行について･日本

胸部疾患学会雑法,25(4):416-420,1987.
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三木文雄,久世文章,中西通泰,他 :(共同研究):呼吸器感染症に対す る BRL28500 (Clavulanic acid-

Ticarcillin)と Piperacillinの薬効比較試験成績.感染症学雑誌.61:914-943,1987.

今野 淳,中西通泰,他 :(共同研究):細菌性気道感染症に対する Ce士uroximeaxetilと cefaclorの二重盲検

比較検討.Chemotherapy35:435-461,1987.

浅香隆久,永井謙一,石原享介,中井 準 :咳轍を主訴として発症 した血液疾患に伴 ったクリプ トコッカス肺

炎 :びまん性肺疾患の臨床;268-269,金芳堂.1987.

望月吉郎 :ニューモシスチス ･カリこ.日本臨床,45(3):186-190,1987.

4. 気管支噂息 ･アレルギー疾患

吉村正治,原揮遺糞,梅田博道 編集,川合 満,川勝一雄,武山正治 :成人病治療の進歩- 新 しい治療法

･治療薬- ,p-乗り激薬,227-237,現代医学,1987.

阿部 裕,和田達雄 編集主幹,川合 満 (分担執筆):MedicalTreatment,PIE症候群,338-339,金原出

版,1987.

川合 満 :[]a良患者における解熱剤 ･鎮痛剤の選びかた (Q/A専門医にちょっとききたいこと).Medical

Practice,4(1):166/-167,1987.

川合 満,新実彰男,加藤元一 '･抗コリン薬 (治療の歴史).治療学,18(2):260-263,1987.

川合 満 :難治性嘱息- その病態と治療法- (研究者インタビュー),PharmaMedica,5(9),1-5,1987

川合 満,加藤元一 :抗アレルギー薬の使い方 (特集 :気管支嘱息と抗アレルギー薬).実験治療,609号,

123-127,1987.

川合 満 :新 しい気管支拡張剤の特性- キサンチン,ステロイ ドをのぞく- (特集/嘱息コントロールと

薬物療法- 最近の気管支拡張剤を中心に).ProgressinMedicine,7(5):911-916,1987.

川合 満,中川正清,平林正孝,白川太郎,野口英世,中神和宿,周東 寛,芳賀敏彦,町田和子,野本幸子,

長岡 滋,中村清一,片野文夫 :去疫に関する干渉低周波の至適周波数検討.TherapeuticResearch,7(1):119

-126,1987.

川合 満,原沢道美,川上義和,神島 薫,滝島 任,他 :TR-70(干渉低周波去疾器)の啄疾啄出困難患者

に対する臨床評価一 多施設試験- TherapeuticResearch,7(3):705-721,1987.

川合 満,河南里江子 :気管支嘱息の定義と分類 (特集 :気管支嘱息),日本臨床,45(8):1666-1672,1987.

川合 満,川勝一雄,武山正治 :β刺激薬- 治療法を中心に- (気管支嘱息).現代医療,19(5):1433-

1443,1987･

川合 満,河南里江子 :気道疾患 Q& A (Q2過敏性肺炎,アレルギー 性気管支肺アスペルギルス症,気管支

鴨息の関係について教えて下さい).気道疾患,Q&A･No･10,1987.

川勝一雄,川合 満 :キサンチン誘導体の見直 し,Ⅲ呼吸器疾患治療薬く気管支噛息>.Medicina,24(10):

1928--1929,1987.

山村秀樹,河野茂勝,大幡勝也,江田昭英,川合 満,掘場通明 :Tranilastのアナフィラキシー性 Chemical

Mediator遊離抑制作用.アレルギー,36(10):937-942,1987.

川合 満,加藤元一,田中栄作 :他疾患を有する嘱息の扱い方<特集 ･嘱息の新 しい診断法と病態管理法>.

アレルギーの臨床,7(ll):777～783,1987.

Ken-ichiTanaka,AkemiTakeoka,FumikoNishimura,andSatoshiHanada: ContactSensitivityinduced

inmicebymethylenebisphenyldiisocyanate･ ContactDermatitis,17,199-204,1987.

山田栄一,川合 満,岩田猛邦,種田和清 :｢ケ トチフェン長期投与の気道過敏症に及ぼす影響｣診療と新薬,

24(9):1849-1855,1987.

6. そ の 他

田中 茂,中田敬吾,江部康二,渡辺-幹,玉置 勉,中野勝輝 :老人疾患と漢方療法.漢方診療,5(6):2-
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18,1986.

岩田猛邦 :論説 びまん性汎細気管支炎から慢性気管支炎を考える,日胸疾会誌,24:1057-1058,1986.

川合 満 監修 :呼吸器疾患治療薬便覧.大日本製薬株式会社,1987.

平賀洋明,相汚忠範,川合 満,加藤元一,山田恵子,若狭勝秀,蜂星順一 :目でみる トレーニング.

Medicina,24(ll):2433-2439,1987.

若狭勝秀,蜂星順一,古沢新平,川合 満,加藤元一,山田恵子,中村文隆,相沢忠範 :目でみる トレーニン

グ.Medicina,24(12):2601-2607,1987.

伊藤 浩,南野隆三,古沢新平,高塚忠宏,川合 満,加藤元一,宮坂康夫,蜂星順一 :目でみる トレーニン

グ.Medicina,24(13):2781-2787,1987.

田口善夫,岩田猛邦,種田和治,望月吉郎,郡 義明,藤本憲弘,南部静洋,北村博之,田淵圭作,久世文幸,

桐谷良一 :10年後の気管支造影像を検討 し得た Kartagener症候群の 1例,日胸,46(7):592-595,1987.

加藤元一,桐谷良一,鈴木克洋,久世文事,沢見裕康,村田喜代史,伊藤春海,田村康一 :肝硬変症に合併 し,

びまん性小粒状形を呈 した肺動脈シャントの一例,口胸,46(10):866-871,1987.

伊藤春海,村田喜代史,藤堂義郎,島塚莞繭,泉 孝英,北市正則,西村浩一,大畠 駿作,人見滋樹,久世文

辛 :CT によるびまん性肺病変の解析,気管支学,9(2):122-128,1987.

岩田猛邦 :気管支拡張性病変の検討- びまん性汎細気管支炎の気管支造影像か らみて- , 日胸, 46:891

･～897,1987.

岩田猛邦 :びまん性汎細気管支炎から見た慢性気管支炎,論説.日胸疾会誌 25(10):1987.

中井 準,他28名 :BAL および Ga所見とサルコイ ドーシスの経過 (26施設共同研究)厚生省特定疾患間質

性肺疾患調査研究班,昭和61年度研究報告書.1987.

坂本康子,石原享介,中井 準 :好酸球性肉芽腫 :びまん性肺疾患の臨床.194-196,金芳堂,1987.

石原享介,岩崎博信,中井 準 :肺胞蛋白症 :びまん性肺疾患の臨床.204-206,金芳堂,1987.

石原享介,梅田文一,中井 準 :慢性呼吸不全,肺性心を来 した夏型過敏性肺臓炎 :ぴまん性肺疾患の臨床.

238-239,金芳堂,1987.

石原掌介,片上信之,中井 準 :Sjogren症候群に合併 した Lymphoidinterstitialpneumonia(Lip):びま

ん性肺疾患の臨床.246-247,金芳堂,1987.

李 芙徹,梅田文一,中井 準 :塵肺患者で急速にびまん性陰影の増加を示 した Caplan症候群 :びまん性肺

疾患の臨床.256-257.金芳萱,1987.

石原享介 :慢性呼吸不全の病態.救急医学,ll(10):104-109,1987.

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片 ヒ信之,坂本炭子,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :成因の異なると思わ

れた気管支炎症性ポ リープの 2例.気管支学,9(3),275-280,1987.

田口善美,岩田猛邦,黒田康正,定藤規弘,種本基郎,足立和彦 :金剤による肺臓炎のX線 CT像.臨床放射

線,32:1011-1016,1987.

桐谷良一,岩田猛邦 :びまん性肺疾患の気管支鏡,気管支造影検査,｢びまん性肺疾患の臨床｣.57-60,金芳

壁 ,1987.

岩田猛邦,藤本憲弘 :気管支拡張症.｢びまん性肺疾患の臨床｣,102-106,金芳堂.1987.

田L]善夫,岩田猛邦 :血管性病変.同上,207-219,1987.

南部静洋 :びまん性汎細気管支炎との鑑別を要 した成人T細胞性白血病の肺浸症例.同上,232-233,1987.

網谷良一,岩田猛邦 :四肢艇の多発性腫病,小脳性失調,知能低下等多彩な症状を伴い,両肺野に票粗塗影を

呈 した cerebrotendinousxanthomatosis.同上,260-261,1987･

望月吉郎 :視力障害にて発症 し啄血死 した Hughes-Stovin症候群.同上,p266-267,1987.

望月吉郎,小橋陽一郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫, 藤本憲弘, 南部静洋, 苗島国雄, 上田

:遷延化肺炎の臨床的病理学的検討.日本胸部疾患学会雑誌,第25巻第 1号,p86-92.
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〔研究会 ･講演会〕

1. 結核 ･非定型抗酸菌症

久世文幸 :結核治療の現状,(62.1.10)姫路市相生市医師会主催講演会.

久世文事 :呼吸器感染症一特に抗酸菌感染症の現況,(62.1.16)熊本市クリビッド発売一周年学術講演会.

久世文事 :結核と非定型核酸菌症の現状,(62.1.17)赤穂市医師会主催講演会.

久世文事 :抗酸菌感染症の現状,(62.3.17)兵庫県尼崎医師会.

久世文幸 :非定型抗酸菌症,(62.5.13)日本短波放送.

久世文章 :非定型抗酸菌症 (特別講演),第50回大阪呼吸器疾患講演会 (62.5.13.大阪)･

久世文幸 :非定型抗酸菌症の化学療法,第10回臨床抗酸菌談話会 (62.6.6.王造).

久世文事 :Mycobacterium avium complex症に対するタT)ビット使用の試み,同上 (62.6.7.王造).

久世文幸 :非定型抗酸菌症.倉敷中央病院講演会 (62.7.28).

池田宣昭 :肺結核症の新 しい見直 しとその治療一肺がんおよび非定型抗酸菌症との鑑別も含めて-.宇治 ･久

世医師会,(1987.10.16.宇治).

久世文事 :肺抗酸菌感染症の現状,(62.ll.22)第19回和歌山県医師会医学会総会講演.

久世文幸 :非定型抗酸菌症 (特別講演),(62.ll.25)｢第 2回大阪感染症懇話会｣大阪.

中西通泰 :肺結核後遺症としての呼吸不全 ･当院における在宅酸素療法の現状.第22回伏見医師学術集談会.

(62.ll.28.京都).

久世文章 :結核医療基準の解説,(62.12.10)彦根市医師会.

倉津卓也 :最近の結核症,(62.12.10)周東地区呼吸器疾患談話会.

2. 膿 蕩

李 啓充,久世文事 :A431扇平上皮癌細胞増殖に及ぼす EGF および TGFβの両作用性効果,第24回京大

癌研究会 (62.2.27).

井上修平,藤野昇三,松本鉄也,池田宣昭 :慢性腎不全下での抗癌剤療法一癌性胸膜炎に対して一第 6回京滋

栄養代謝研究会.(62.6.20.京都).

長谷川幹,片上信之,岡崎美樹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一, 中井 準 :NSCLC に対する

MMC+VDS+CDDP療法の Phase2Study.厚生省がん研究助成金 ｢固形がんの集学的治療の研究｣班.肺が

んグループ (内科外科合同)第 1回小社会議 (62.7.24.東京).

岩田猛邦 :胸部 Ⅹ-Pの読影 ･肺癌について,天理市医師会 (62.9.29.天理).

池 修,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋也,人見滋樹,長谷川吉則,倉沢卓也,久世文

辛 :10年以上生存中の浸測性胸腺腫の2手術例,第 6回胸腺研究会 (62.10.6.金沢市).

久世文幸 :肺の腫癌について,(62.10.23,京都府医師会館).

水谷江太郎,中村文彦,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本康子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井

準 :同時性重複肺癌と考えられた 1症例.第39回兵庫県肺癌懇話会 (62.ll.18.神戸).

3. 感染症の化学療法

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.宇和島市医師会 (62.1.24.宇和島).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,野村信介,市島国雄,小橋陽一

郎 :Pneumocystiscarinii肺炎に対する予防投与法の検討.第 2回奈良県感染症研究会 (62.1.31.奈良).

岩田猛邦 :肺病変をどうよむか.チーム医療医学セミナー (62.2.1.大阪).

浦野 徹,坂東憲司,黒田直明 :呼吸器感染症の一例.第 2回 CTM,CMX 内科症例検討会 (62.2.26.大

阪).

岩田猛邦 :慢性気道疾患- びまん性汎細気管支炎から- .島根医大内科学 第4講座 カンファレンス (62･
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3.9.出雲).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.徳島県美馬郡医師会 (62.3.19.美馬郡).

岩田猛邦 :肺感染症.ひょうたん会講演会 (62.5.22.奈良).

山田栄一 :｢呼吸器感染症｣神戸市垂水区医師会講演.(62.6.24.神戸)

岩田猛邦 :肺病変をどうよむか.チーム医療臨床セミナー (62.6.28.東京).

岩田猛邦 :慢性気道疾患の診断と治療.富山県医師会 (62.10.23.富山).

岩田猛邦 :肺病変をどうよむか.チーム医療臨床セミナー (62.ll.1.神戸).

久世文事 (座長):｢呼吸器感染症の病態と治療｣谷本普一,バクシダ- ル会講演会 (62.ll.7.京都).

池上裕美子 :呼吸器感染症 におけるタ リビッドの使用経験. タ リビッド発売 2周年記念学術講演会 (62.ll.

28).

岩田猛邦 :胸部 Ⅹ-Pの読影.空洞性病変について.天理市医師会 (62.ll.28.天理).

多田公英,田中栄作,桐谷良一,久世文章 :血管炎 (microscopicPN)を併発 し,プレドニンとェンドキサン

による治療にて著明に改善 した慢性細気管支炎の 1例,第 7回びまん性汎細気管支炎をめ ぐる研究会,(62.7.4.

東京).

4. 気管支嘱息 ･アレルギー疾患

川合 満 :ベロテ ックレギュラー ･ユースについて.呼吸器治療研究会 (62.1.24.京都).

川合 満 :アレルギー疾患の診療.第65回杏茂会例会 (62･1･25.大阪).

川合 満 :気管支嘱息の治療一最近の進歩-.小松市医師会 (62.2.14.小松).

川合 満 :気管支噛息に関する最近の知見.摂津市医師会 (62.2.17.摂津).

川合 満 :気管支噛息の治療一最近の研究と治療の進歩-長崎市医師会 (62･2･19.長崎).

川合 満 :気管支噛息の治療一最近の動向一福岡市医師会 (62.2.21.博多).

川合 満 :代表的アレルギー性肺疾患とその治療.武生市医師会 (62.3.10.武生).

川合 満 :呼吸器疾患の治療一理学療法一干渉低周波による去族について,第66回国際胸部医学会,日本支部

講演会 (62.3.15.広島).

川合 満 :気管支嘱息の治療 ｢最近の研究と治療の進歩｣尾道市医師会 (62.3･17.尾道).

川合 満 :気管支嘱息の新 しい知見 (病態と治療).吹田医師会ほか (62.3.19.千里).

川合 溝 :気管支嘱息の治療一病型 ･重症度に対応 した治療一静岡市医師会 (62.3.24.静岡).

川合 活 :慢性通年型気管支瑞息患者に対する柴朴湯の投与経験.京都臨床東洋医学研究会 (62.3.28.京都).

川合 満 :気管支嘱息と閉塞性肺疾患について.第 1回生涯教育学術懇話会,山科医師会 (62･4･23.京都).

河野茂勝,大幡勝也,川合 活 :アゼブチンのメディエーター遊離における影響について.第 1回アゼブチン

研究会 (62.4.2.京都).

川合 満 :気管支嘱息の治療一最近の治療の進歩-.東広島医師会 (62.6.18.東広島).

川合 満 :閉塞性肺疾患の治療について一気管支唱息を中心として一輪島鳳至医師会 (62.6.28.輪島).

川合 満 :成人気管支嘱息の治療-最近の進歩一兵庫県保険医協会 (62.7.5.神戸).

川合 満 :気管支嘱息と漢方.倉敷漢方懇話会 (62.8.22.倉敷).

田中健一 :吸入性抗原-TDIと TMA.第 8回六甲カンファレンス (62.8.29.神戸).

川合 満 :内科領域における β-stimulant吸入剤の regular use について. メブチンエアゾル学術講演会

(62.9.12.京都).

川合 溝 :気管支嘱息に関する最近の研究と治療の進歩.重松学術講演会 (62.9.17.大阪).

川合 満 :気管支癌息の治療一最近の知見一鹿屋市医師会ほか (62.9.22.鹿屋).

川合 溝 :気管支嘱息の治療,山口市医師会 (62.9.25.山口).

川合 満 :気管支鴨息 ･その治療一最近の進歩-メブチンエアゾル学術講演会 (62.10.13.富山).

川合 満 :気管支嘱息の治療一最近の治療の考え方について一門真医師会ほか (62.10,15.大和田).

川合 活 :気管支嘱息とその随伴疾患,第92回舞鶴クリニカルセ ミナー,舞鶴医師会 (62.10.22.舞鶴).
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川合 溝 :気管支噛息 ･その治療一最近の進歩.第15回呼吸器疾患検討会 ･金沢市医師会 (62.ll.4.金沢).

川合 満 :気管支拡張薬治療の歴史と現状.兵病薬西播支部 (62.ll.19.姫路).

川合 満 :気管支胤息の治療一最近の進歩一京都胸部医会 ･京都府医師会 (62.ll.20.京都).

川合 満 :気管支嘱息 ･最近の治療.近江八幡市 ･蒲生郡医師会 (62.ll.24.近江八幡).

川合 満 :気管支嘱息 ･最近の治療の進歩,徳山医師会 (62･11.26.徳山).

川合 満 :最近の気管支嘱息に対する考え方の進歩.第19回四国アレルギー研究会 (62.12.6.徳島).

川合 満 :気管支偶息 ･その治療-とくに吸入療法について一加古川市医師会ほか (62.12.12.加古川).

6. そ の 他

岩田猛邦,郡 義明,久保嘉朗,田中栄作 :BOOP症例の検討.厚生省間質性肺疾患研究班班会議 (62.1.21.

東京).

石原享介 :呼吸不全ならびに周辺疾患最近の話題;在宅酸素療法について.第 1回近畿呼吸器疾患懇話会 (62･

2.7.大阪).

中井 準,他 9名 :気管支洗浄液における BAL,Ga,ACE とサルコイドーシスの予後 (23施設共同研究).

厚生省特定疾患 間質性肺疾患調査研究班昭和61年度第 2回班会議 (62.2.13.東京).

郡 義明,野村信介,久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦,小橋陽一郎,市島国

樵 :血族, 発熱, 呼吸困難にて発症 し, 胸部Ⅹ線上びまん性陰影を呈 した 1例. 第36回びまん性肺疾患研究会

(62.2.28.大阪).

石田 直,牛田伸一,田村忠雄 :DPBを合併 した慢性腎不全患者における透析経験.京都透析医会 (62.2.1).

石田 直,牛田仲一,田村忠雄,桂 栄孝,入江善一 :パラコー ト中毒に対する透析経験.姫路腎高圧研究会

(62.3.7).

片上信之,長谷川幹,坂本康子,李 英徹,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :気管支動脈癖破裂によると思わ

れる大量喀血の1治験例.第30回近畿気管支鏡懇話会 (62.3.13.大阪).

前川暢夫,久世文事,村山尚子 :マウス肺胞マクロファージの活性酸素生成に関する検討 :第二報 日結研総

会報告 (62.6.5.東京).

岡崎美樹,石原享介,長谷川幹,片上信之,坂本店子,岩崎博信,梅田文一,中井 準,内田博也 :DPB5剖

検例の臨床検討.第 7回 DPIi研究会 (1987.7.4.東京).

片上信之,岡崎美樹,長谷川幹,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :SLE の経過中に合

併 した肺病変.第 8回京阪神呼吸器勉強会 (1987.7.16.大阪).

山田栄一 :｢呼吸器疾患の現状について｣神戸市北区医師会講演 (62.7.25).

久世文事 (座長):｢痕の病態生理と去抜薬｣-カルボシステインを中心に- (長岡 滋), ムコダイン国際シ

ンポジウムー気道粘液線毛輸選系の進歩をめぐって (62.9.17,大阪).

石田 直,池上裕美子,河南里江子,中原由紀子,中原保治,牛田仲一,松山栄一,田村忠雄,北市正則 :血

疾を主訴とし,移動する結節影を呈 した 1例,第38回びまん性肺疾患研究会 (62.9.26).

長谷川幹,石原享介,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一,中井 準,矢部博樹,内田博也

:発熱,呼吸困難を主訴とし,胸部異常陰影を呈 し,さらに咽頭,喉頭,気管,皮膚に病変を認めた 1症例.節

38回びまん性肺疾患研究会 (1987.9.26.大阪).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和浩,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,市島国雄,

小橋陽一郎 :ステンレス工場居住者にみられたびまん性肺疾患の1例.第38回びまん性肺疾患研究会 (62･9･26･

大阪).

川合 満 :閉塞性肺疾患の治療 ･最近の進歩.灘区医市会 (62.ll.20.神戸).

長谷光雄 :胸部写真読影会,坂井郡医師会 (62.1ト63.2).

長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,石原享介,岩崎博信,梅田文一,中井 準 :BAL にて診断した

びまん性肺胞出血の4症例,第32回近畿気管支鏡懇話会 (62.ll.26.大阪).

望月吉郎,岩田猛邦,種田和清,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,松井保憲,市島国雄,
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小橋陽一郎 :GIP と思われる1例.第37回間質性肺疾患研究会 (62.ll.26.東京).

石原享介,長谷川幹,岡崎美樹,片上信之,坂本贋子,岩崎博信,梅田文一, 中井 準, 桜井信男,石井昌

坐 :在宅酸素療法施行中の酸素流量の変更-特に酸素減量が可能であった症例を中心に-,第 9回京阪神呼吸器

勉強会 (62.12.10.大阪).

冨岡洋海,桐谷良一,田中栄作,川合 満,久世文事,岩辻質一郎 :サイクロフォスファマイドが著効を呈し

た精神障害を伴った SLE の1例.第9回臨床アレルギー研究会 (62.12.12.大阪).

松井保憲,岩田猛邦,種田和清,望月吾郎,郡 義明,田口善夫,南部静洋,久保嘉朗,弓場吉哲,市島国雄,

小橋陽一郎 :高 LDH 血症を伴い,進行性の労作時呼吸困難を呈 した 1例.第39回びまん性肺疾患研究会 (62.

12.19.大阪).

第 3回 京都大学結核胸部疾患研究所 内科学第-部門 合 同研究発表会

(62.12.26京都)

富岡洋海1',田中栄作1',桶谷良一1',倉揮卓也1',川合 清1',久世文率 1',三嶋理晃2',伊藤春海3',京大胸部

研内1, 2'京大胸部研臨床肺生理, 3)京大医学部放射線):慢性気道疾患に対する 99mTc-MAA 肺血流 Scintigra-

phyの有用性.

中原由紀子1',石田 直1',池上裕美子1),河南里江子1',中原安治1),牛田仲-1),林 栄孝2',(国立姫路病院

1'内科, 2)病理):肺腺様嚢胞癌の検索中に発見された TracheobronchopathiaOsteoplasticaの 1例.

新実彰男,中谷光一,南方良章,歩副lI禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 (和歌山赤十字病院呼吸器科):

BAL が診断に有用であった脂肪塞栓症候群の1例.

石原亮介 (神戸市立中央市民病院呼吸器内科):夏型過敏症の BAL 所見.

黒田直明,多田公英,縄田隆平, 山田勝彦,坂東憲司 (大阪府済生会中津病院呼吸器内科):自然気胸手術後

に発生した肺腺癌の1例.

中原保治1),中原由紀子1),牛田仲-1',石田 直1',池上裕美子1',河南里江子1',桂 栄孝2'(国立姫路病院

1'内科 2'研究検査科):啄疾細胞診における脂肪染色併用の有用性一肺癌発見の1法として-.

多田公英,縄田隆平,山田勝彦,黒田直明,坂東憲司 (大阪府済生会中津病院呼吸器内科):肺に浸潤を認め,

Erythroid(Trisisをきたした腫癖形成性 CMLの1例.

岡崎美樹1',長谷川幹1',片上信之1',坂本定子1',石原享介1),岩崎博信1',梅田文-1',中井 準1',会得卓

也2',久世文事 2) (1)神戸市立中央市民病院呼吸器内科, 2'京大胸部研内1):肺小細胞癌に対する CAV -CVp交

代療法と胸部照射併用療法 (多施設共通プロトコール)の成績.

長谷川幹1',岡持美樹1),片上信之1),坂本贋子l',石原亮介1',岩崎博信1),梅田文一1',中井 準1',倉津卓

也2),久世文事 2' (1'神戸市立中央市民病院呼吸器内科,2'京大胸部研内 1):多施設共通プロトコールによる切除

不能肺非小細胞癌の治療.

鈴木克洋,村山尚子, 山本孝吉,久世文事 (京大胸部研内1):ヒト肺胞マクロファージのアラキ ドン酸代謝

について.

田中栄作 (京大胸部研内科 1):慢性気道感染症患者血清中抗 LipidA 抗体の検討.

桜井信男 (神戸市立玉津病院内科):M･avium-intracellulare 症の治療. 薬剤感受性と実験的 M･avium-

intracellulare感染症を中心にして.

池田宣昭,山鳥英世,森 -捕,藤野昇三,井上修平, 中江一郎 (国療南京都病院):国療南京都病院におけ

る抗酸菌検索成績.

池田宣昭,西村一郎,馬場信雄,葵 元杢 (国療南京都病院):大腸に広範な結核病変を伴った肺結核症の1

例.

池田宣昭,松本鉄也 (国療南京都病院):難治持続排菌例に対する Ofloxacinの抗結核作用について.

弓場吉哲,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 (天理よろづ相談所病院呼吸器内

料):気管支噸恩を伴う全身性血管炎3例の検討.

白川太郎,日下幸則 (大阪大 衛生):職業性噛息,特に,低分子化合物による瑞息における特異抗体の測定
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とその意義.

石田 直 (国立姫路病院内科):Hypereosinophillicsyndromeの1例･

松井保憲,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉邸,種田和清,岩田猛邦 (天理よろづ相談所病院呼吸器内

料):Cyclophosphamideが原因と考えられた薬剤性間質性肺炎の症例.

中谷光一,南方良章,新実彰男,堀川禎夫,鈴木雄二郎,西山秀樹,前川暢夫 (和歌山赤十字病院呼吸器科):

大量肺胞内出血をきたし呼吸不全に至 った Wegener肉芽腫症の2例･

長谷光雄,橋本 徹,武藤 真 (福井赤十字病院呼吸器科):CT が有用であった小肺動静脈膚の 1例･

久保嘉朗,南部静洋,田口善夫,郡 義明,望月吉郎,種田和清,岩田猛邦 (天理よろづ相談所病院呼吸器内

料):IPF における血清 CA19-9の臨床的検討.

橋本 徹,武藤 真, 長谷光雄 (福井赤十字病院呼吸器科):肉眼的に3ケ病変 が認 め られた器質化肺炎

(Localizedlesionswithl30)の1例.

⊂講 演 会 主 催⊃

JamesE･Pennington,M･D･,ClinicalProfessorofMedicine,UniversityCalifornia,SanFrancisco,Director

ofMedicalResearch,CutterLavoratories: ImmunologicalaspectsofPseudomonasaeruglnOSainfectionI

(62.9.9.京都)主催 :胸部研内科学第-部門

内 科 学 第 二 部 門

〔著書 ･分担執筆〕

大島駿作 :肺動静脈凄.亀山正邦,亀田治男,高久史磨,阿部令彦編 :今日の診断指針第 2版,p･866-867,

医学書院,1988.

泉 孝英 :阿部正和他編.新臨床内科学第 5版,過敏性肺臓炎. p･52-54, 医原性 (薬剤性および放射線)

肺臓炎.p･70,勝原病性間質性肺炎.p･71,医学書院,1987.

泉 孝英 :第Ⅳ章間質性肺疾患,1. 分類と発症機序,2. 間質性肺疾患治療薬の薬理と有害反応,3. 治療,

B.贋原病性間質性肺炎.田村昌士編 :臨床薬物療学大系,12.呼吸器疾患,p･105-123,p･130-135.情報開

発研究所,東京,1987.

泉 孝英 :上田英雄,武内重五郎総編集,内科学第 4版.贋原病に伴う肺病変,サルコイドーシス,p･453-

458,朝倉書店,1987.

泉 孝英 :山村雄一,吉利 和監修,内科学書新訂第三版.過敏性肺臓炎,肺好酸球増加症,腰原病および類

縁疾患における肺病変.p･886-892,中山書店,1987･

瀬良好澄監修,三上理一郎,北谷文彦,泉 孝英編集 :びまん性肺疾患の臨床,金芳堂.1987(分担執筆)総

論 3章 病理学的にみたびまん性肺疾患.北市正則,p･22/-34, 5章 びまん性肺疾患の CT 所見. 西村浩

一,伊藤春海,p･45-56.7章 びまんにおける BALF所見.泉 孝英,p.61-65.各論 7章 サルコイド

ーシス.泉 孝英,p･130-133.9章 薬剤性肺炎.木野稔也,p･145-153. 10章 特発性間質性肺炎-IPF

とlIp-.泉 孝英,p.155-158･Idiopathicpulmonary丘brosis(IPF)の 2例.北市正則,平田健雄,泉 孝英,

p･159-162.13章 悪性腫癌.門 政男,p･183-187.肺胞上皮癌.門 政男,北市正則,p.188-189.前立

腺癌の肺転移.門 政男,北市正則,p･191-193.症例編 1. 健診時,無症状で発見された intravascalarb

ronchioloalveolartumor(ⅠVBAT)･弗原順一,p.222-223.4. 皮膚病変で発症した malignantlymphomaof

lymphomatoidgranulo-atosistype･松井祐佐公,北市正則,泉 孝英,p･228-229,7. 両肺野異常影と肺高

血圧症を示 した慢性気管支炎.上田英之助,北市正則,p･234-235.10. 移動するPIE症候群様の陰影を呈 L

bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia(BOOP)･ 症例 2 節原JrR-,p･241-243.13 健康診断で胸部

Ⅹ線異常陰影を発見され,眼科的異常を伴っていた Hermansky-Pudlak症候群.西村浩一,北市正則,泉 孝
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英,p･248-249･17 全身倦怠,疲労感の症状で発症した慢性ベリリウム肺.泉 孝英,北市正則 ,p.258-259.

泉 孝英 :河合 忠,只野寿太郎総編集 :今日の検査指針 第 2章 臓器,系統別検査の選び方,考え方.Ⅲ
呼吸器,免疫学的検査.p･245-248.医学書院,1987.

泉 孝英,長井苑子 :吉村正治,原沢道美,梅田博道編集,成人病治療の進歩一新 しい治療効果判定法,Ⅵ
間質性肺炎 10 免疫 ･アレルギー.p･353-357,現代医療社,1987.

泉 孝英 ‥薬剤起因性肺臓炎.亀山正邦,亀田治男,高久史嵐 阿部令彦鼠 今日の診断指針第 2版,p.821

-823,医学書院,1988.

〔総 説〕

大島駿作 :間質性肺炎.老人科診療,8(3):257-259,1987.

泉 孝英,木野稔也,門 政男,松井祐佐公,平田健雄,大島駿作,清水義治 ‥｢資料と展望｣喫煙の肺の免

疫反応, アレルギー性肺疾患に及ぼす影響 (その2). 呼吸器疾患 ･結核文献の抄録速報,38(4):316-330,

1987.

泉 孝英 :特集 ｢これからの屡原病治療｣腰原病の心 ･肺病変.総合臨林,36(8):1677-1681,1987.

泉 孝英 :特集 ｢疾患と免疫一免疫学は疾患理解にどこまで寄与したか｣肺疾患-サルコイドーシスとIPF-.

Medicallmmunology14(3):385-391,1987.

泉 孝英,北市正則,西村浩一,長井苑子 :｢Currenttopics｣ 間質性肺疾患-とくに IdiopathicPulmonary

Fibrosis(IPF)をめぐって-.medicina24(9):1688-1700,1987.

泉 孝晃 長井苑子 :特集 ｢間質性肺炎｣免疫 ･アレルギー.現代医療,19(10)‥2893-2897,1987.

泉 孝英 :｢慢性閉塞性肺疾患一概念と治療を中心に｣COPD の概念.臨床医,13(12):10-15,1987.

泉 孝英 :特集 ｢閉塞性肺疾患の臨床｣ 慢性気管支炎とびまん性汎細気管支炎. 内税 61(3):404-410,

1988.

泉 孝英 :今月の主題 ｢炎症性肺疾患-のアプローチ｣サルコイドーシス.medicina25(2)･･254-256,1988･

木野稔也 :昆虫 ･ダニアレルギーの診断と治療.生活と環境,32(8):46-50,1987.

門 政男 :喫煙と肺癌.京都大学結核胸部疾患研究所紀要,20(12):1-9,1987.

門 政男,泉 孝英,大島駿作 :BALF を用いた新 しい検査法.Geriatric Medicine,25(12):1803-1808,

1987.

北市正則 :BOO㌢(Bronchiolitisobliteranswithorganizingpneumonia)･ ModernPhysician,8(1):21-24,

1988.

長井苑子 :サルコイドーシスの薬物治療.medicina,24(10):2282-2283,1987.

長井苑子 :喫煙と肺傷害.臨床医,13(12):68-69,1987.

西村浩一,北市正則,泉 孝英,伊藤春海 :びまん性肺疾患の CT 所見-肉芽腫性肺疾患-.呼吸,6(7):

721～731,1987.

中島道郎 :ヒマラヤ登山と高所順応.Jap.J.SportsS°i16(2):114-118,1987.

中島道郎 :日本における登山医学のあゆみ.臨床スポーツ医学,4(6):609-615,1987.

市原順一 :肺と好酸球.呼吸6(7):678～689,1987.

弗原順一,安場広高,佐竹範夫,大島駿作 :肺とプロスタグランディンーその将来の展望-.現代医療, 19

(1):129-133,1987.

井原順一,大島駿作 :肺胞マクロファージ.CurrentlnsightsinAllergy,3(2):13-16,1987･

佐藤仁一,村田喜代史,伊藤春海,千田道夫,米倉義稽,小西淳二,西村浩一,泉 孝英,大島駿作 :閉塞畦

肺疾患における RIと CT.臨放,32:395′-900,1987.

金岡正樹,伊藤春海,野間恵之,小西淳二,泉 孝英,北市正則,西村浩一,長井苑子,大島駿作 :IPF の

画像診断.呼吸,6(10):1071/-1077,1987.

SharmaOm P･,泉 孝英訳 :ARDS･TherapeuticResearch,8(13):623-633,1988.
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〔原 著〕

泉 孝英 :サルコイドーシス554例 (1963/-1986)の臨床像と予後.日胸疾会誌,25(9):998-1004,1987.

木野稔也,伊藤春海 :PIE 症候群ことに ChroniceosinophillCPneumOniaの胸部 CT 所見.臨床成人病,

17(6):976-981,1987

Kino,T･,Chihara,J･,Fukuda,K･,Sasaki,Y･,Shogaki,Y･,Oshima,S･:AllergytoinsectsinJapan. Ⅲ

High frequenncyofIgEantibodyresponsestoinsects(moth,butterfly,caddisfly,andchironomid)inpatients

withbronchialasthmaandimmunochemicalquantitationoftheinsect-relatedairborneparticlessmallerthan

lo〟m indiameter,J･AllergyClim Immunol･79(6):857-866,1987･

松井祐佐公,北市正則,安場広高,長井苑子,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,他 :Malignantlymphomaof

lymphomatoidgranulomatosistypeの1例.日本胸部臨床,46(8):669-680,昭62.

松井祐佐公,西村浩一,門 政男,大島駿作 :肺癌患者における CA15-3の検討.映像情報 MEDICAL,19

(16):847-852,昭62.

Matsui,Y･,Oshima,S･,Kado,M･,Nakayama,M･,etal･:PhaseⅢ studyoforalVP-161213insmallcell

lungcancer･ Cancer60(12):2882-2885,1987.

長井苑子 :サルコイドーシス症例におけるTリンパ球の活性化と IL-2産生状況に関する検討.日胸疾会誌,

25(9):977-983,1987.

長井苑子 :サルコイドーシス症例における BALF マクロファージ培養上清の IL-1活性に関する検討.日胸

疾会誌,25(10):1089-1095,1987.

西村浩一,古江増裕,北市正則,長井苑子,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,鈴木康弘,村田喜代史,伊藤春

渇:Ⅹ線 CT と剖検肺所見を対比できたびまん性汎細気管支炎の 1例.日本胸部臨床,46(6):481-486,1987･

西村浩一,泉 孝英,北市正則,長井苑子,弗原順一,松井裕佐公,門 政男,木野稔也,大島駿作,金岡正

樹,村田喜代史,藤堂義郎,伊藤春海,本田和徳 :サルコイドーシス肺野病変のⅩ線 CTによる検討.日胸疾会

誌,25(8):888-895,1987.

中島道郎,浜本康平,岡田英彦,橋本圭司,谷口隆司,河原崎孝茂 :在宅酸素療法に対する酸素濃縮装置の関

西地域における普及状況について.京都市立病院紀要,7(1):14-20,1987.

浅本 仁 :｢腰原病における免疫学的治療の現状｣ステロイド離脱の実際と問題点. 臨床と薬物治療, 6(3):

359--363,1987.

浅本 仁,宮城征四郎 :気管支嘱息の診断と治療の実録.新薬と臨床,36(10):1674-1688,1987.

Asamoto,H･,Kokura,M･,Kawakami,A.,Sawano,T･,Sasaki,Y･:Effectoffamoridineon theophylline

clearanceinasthmaandCOPD patients･ Allergy36(ll):1012-1017,2987･

中山昌彦, 浅妻茂生,他 :腫療発育速度よりみた肺癌の予後と治療効果判定について.京都医学会雑誌,34

(1):57-91,1987.

山岡新八,米倉義稽,平井正志,西村浩一,久野健忘 :慢性閉塞性肺疾患患者の 81mK r心プールスキャンによ

る非侵襲的肺動脈圧計測-の検討.日胸疾会誌,25(10):1081-1088,1987.

竹内 実,泉 孝英,松井祐佐公,長井苑子,佐々木義行,節原順一,大島駿作 :肺癌症例における末梢血単

核細胞画分の NK 細胞活性と NK 細胞マーカー (Leu-7,Leu-1ユ)に関する検討.肺癌,27(2):163-171,

1987.

市原順一,木野稔也,古江増裕,黒住虞史,福田康二,安場広高,大島駿作 '･好酸球性肺炎 (PIE症候群)に

おける肺好酸球の特徴一核の hypersegmentationの観察一についての検討.日胸疾会誌,26(1):31-36,1988･

節原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,佐竹範夫,大島駿作 :好酸球性肺炎における末栴血好酸球増多の

機序に関する研究-その骨髄像の検討-.呼吸,7(1):88-92,1988.

島田 馨,川上義和,阿部庄作,杉本畿久雄,久世文章,倉揮卓也,大島駿作,泉 孝英,西村浩一,他 :悼

性呼吸器感染症を対象とする Caru-onam の臨床評価-Cefoperazoneを対照とする二重盲検比較試験-.感染

症雑誌,61(3):333-355,1987.

伊藤春海,村田喜代史,藤堂義郎,烏壕完蘭,泉 孝英,北市正則,西村浩一,大島駿作,人見滋樹,久世文
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辛 :CT によるびまん性肺病変の解析.気管支学,9(2):122-128,1987.

Taguchi,K･,Makimoto,K･,Nagai,S.,Kitaichi,M･,Izumi,T･,Yamabe,H･:Cysticparathyroidadenoma

withcoexistentsarcoidgranulomas･ Arch･Otorhinolaryngology243:392-394,1987･

川勝一雄,岡部好意,木野稔也,千熊正彦 :血中テオフィリン濃度測定における Particle-EnhancedTurbidi一

metricInhibitionlmmunoassayの評価.病院薬学,13(6):336-372,1987.

久保嘉朗,村山尚子,桐谷良一,倉沢卓也,久世文章,弗原順一,北市正則 ,小笹晃太郎 :移動する浸潤影を

呈 し開胸肺生検で診断された BronchiolitisobliterasorganizingpnetlmOniaの2例. 日本胸部臨床,45(12):

1062/-1071,1986.

辻 重行,大野聖子,中村 昇,酋村健治,浅妻茂生, 中山昌彦,三宅清雄, 浦田洋二,北市正則:Co一ony

stimulatingfactor産生悪性胸膜中皮腫の一例.肺癌,26(2):195-202,1986.

小泉 満,遠藤啓,中島言子,阪原晴海,河村泰孝,渡辺祐司,佐賀恒夫,国松美帆子,小西淳二,松井祐佐

公,藤井信吾,森 崇英 :イムノラジオメ トリック法による SCC 抗原濃度測定用キット "SCC RIABEAD"

の基礎的ならびに臨床的検討,核医学,24(ll):1693-1700,1987.

〔学会 ･研究会記録〕

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直樹 :特発性間質性肺炎症例における

BALF活性化 B リンパ球測定の臨床的 ･病態生理学的検討. 厚生省特定疾患間質性肺疾患調査研究粧昭和61年

度研究報告書,p･51-53,1987.

泉 孝英 :びまん性汎細気管支炎一副鼻腔気管支症候群を構成する-疾患として-.京耳報,19(7):25-28,

昭62.

泉 孝英 :I.健常人の BALF細胞所見,Ⅲ.IPFの BALF細胞所見.第26回 PLD シンポジウム ｢BAL

をめぐって｣記録.呼吸,6(9):1013-1017,1986.

泉 孝英 :サルコイドーシス,シンポジウム :｢SeronegativeSpondyloarthritisの基礎と臨床｣講演記録集,

p･94-97, リウマチセンター間連絡会,昭62.

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :喫煙の間質性肺疾患の成立,進展に及ぼす

影響に関する研究-IPF 症例の BALF細胞に及ぼす影響-.昭和61年度喫煙科学研究財団研究年報,p1374-

379.

泉 孝英,西村浩一,北市正則 :慢性気管支炎 ･細気管支炎.臼胸疾会誌,25(5):526-530,1987･

泉 孝英 :｢報告｣MarkfieldSymposiumolllnterstitialLungDisease:Pulm onaryFibrosis･第35回間質性肺

疾患研究会討議録,p.86-95,昭61.

木野稔也,佐竹範夫,安場広高,福田康二,弗原順一,泉 孝英,大島駿作 :釣餌店主にみられた釣餌 ｢トビ

ケラ｣哨息の一例.第18回職業アレルギー研究会記録,アレルギーの臨床,8(3):215-216,1987･

長井苑子 :X.肺胞マクロファージの immunoregulatoryfunctionに関する検討･第26回 FLD シンポジウム

｢マクロファージをめぐって｣記録.呼吸,6(10):1143-1145,1987.

長井苑子,泉 孝英,北市正札 西村浩一,江村正仁,三尾直士,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :5年以上

病変の持続 している肺サルコイ ドーシス症例の BALF細胞所見.日本サルコイ ドーシス学会雑誌,7:33-34,

1987.

西村浩一,長井苑子,前原順一,北市正則,泉 孝英,大島駿作,金岡正樹,伊藤春海 :慢性ベリリウム肺の

Ⅹ線 CT 像についての検討.日本サルコイ ドーシス学会雑誌,7:111-112,1987.

三尾直士,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,竹内 実,西村浩一,北市正則,大畠駿作 :サルコイ ドーシス症

例における ドジメーター法による気道反応性に関する検討.日本サルコイ ドーシス学会雑誌,7:51-52,1987.

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,渡辺和彦,大島駿作 :サルコイ ドーシス症例における

肺胞マクロファージの γ-IFN 産生に関する検討.日本サルコイ ドーシス学会雑誌, 7:26-27,1987.

弗原順一,木野稔也 :PIE 症候群における肺好酸球の特徴と機能について. 第 5図免疫薬理シンポジウム議

事録.アレルギーの病態と好酸球.牧野荘平監修.デー ･エム ･ベ- ･ジャパ ン,123-130,1987･
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中島道郎,浜本康平,岡田英彦,楠本圭司,河原崎孝茂,谷口隆司 :関西 (兵庫,大阪,京都,奈良)地域に

おける酸素濃縮装置普及の現況について.厚生省特定疾患呼吸不全調査研究姓昭和61年度研究報告,p･202-

205,1987.

前原順一,安場広高,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺結核疾患者の肺胞マクロファージの cy･

totoxicityに関する研究.昭和61年度日米医学協力計画結核部会報告書,p･298-300,1987.

〔学会,研究会発表)

泉 孝英,長井苑子,北市正則,木野稔也,大島駿作 :肺サルコイドーシスの予後-発症,発見後5年以上程

過を観察した275例の検討成績から得られた一つの結論 :健康診断で発見された肺サルコイドーシス症例 におい

てはステロイド剤の投与は原則として行ってはならない-.第84回日本内科学会講演会 (62.4.2),

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,三尾直士,江村正仁,北市正則,平田健雄,大島駿作,藤村直

樹 :特発性間質性肺炎 (IPF)症例における BALF活性化Bリンパ球測定の臨床的 ･病態生理学的意義に関する

検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

泉 孝英 :ⅠIP(idiopathicinterstitialpneumonia)とIPF(idiopathicpulmonaryfibrosis)の鑑別診断? 第27

回日本胸部疾患学会総会 (62.4.7).

泉 孝英 '･シンポジウム(2)末栴気道 ･肺胞系の病態一気道の接点をめぐって (4)免疫.第27回日本胸部疾患学

会総会 (62.4.8).

泉 孝英 :｢話題提供｣DPBの独立性をめぐって-BenjaminBurrows教授の見解-.第7回びまん性汎細気

管支炎をめぐる研究会 (62.7.4).

泉 孝英,長井苑子,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,大島駿作 :喫煙の間質性肺疾患の成立,進展に及ぼす

影響に関する研究.喫煙科学研究財団昭和61年度助成研究発表会 (62.7.ll).

泉 孝英 :勝原病肺について.第 8回京阪神呼吸器疾患勉強会 (62.7.16).

泉 孝英 :Airwayobstructivediseasesanddiffusepanbronchiolitis･ 第35回閉塞性肺疾患研究会 (62.8.2).

Izumi,T･:Thesarcoidgranulomaformation-immunology･ Outlook.XIWorldCongressonSarcoidosis

andotherGranulomatousDisorders(1987･9･7･Milano)･

Izumi,T･,Nagai,S･,Kitaichi,M･,Oshima,S･･･SmokingcausesanalterationofBALFcellfindingsin

patientswithBHLsarcoidosisbutnoevidencecouldbefoundthatsmokingaffectsthenaturalcourseof

BHL sarcoidosis･ ⅩIWorld CongressonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders(1987･9･10,

Milano)･

Izumi,T･:A nation-widesurvey ofdimlSepanbronchiolitisin Japan alld high incidenceofdi飢ユSe

panbronchiolitisseen in Japaneserespiratoryclinics. Round Table:DimlSePanbronchiolitis･ⅩIWorld

CongressonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders(1987,9･ll,Milano)･

泉 孝英司会 :話題提供 :IPFをどのように理解すべきか.1. 概念 泉 孝英,2. 病理 北市正則 3.

画像診断 西村浩一 4. BAL 長井苑子 5. 治療 泉 孝英.第37回間質性肺疾患研究会,(62.ll.20).

泉 孝英 :｢報告｣:国際サルコイドーシス学会 (ミラノ)におけるパネル ･ディスカッション ｢DPB をめぐ

って｣の報告.第 8回びまん性汎細気管支炎をめぐる研究会 (63.2.13).

Izumi,T･:Symposium L Occupationallungdisease･ 4･Chronicberyllium disease･lothAsia-Pacific

CongressonDiseasesoftheChest(1987･11･29,Taipei)･

泉 孝英,北市正則,長井苑子,江村正仁,三尾直士,西村浩一 .･IdiopathicUIP 33例の臨床像,病理像

一特に健康診断発見群と症状発見群の比較検討-.第31回 FLD シンポジウム (63.3.12).

木野稔也,福田康二,安場広高,西村浩一,井原JTB-,平田健雄,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作,伊藤春

渇 :遷延性好酸球性肺炎の予後と気道過敏性の獲得について.第27回日本胸部疾患学会総会 (62･4･8).

木野稔也,佐竹範夫,安場広高,福田康二,井原順一,泉 孝英,大島駿作 :釣餌店主にみられた `̀釣餌 ;ト

ビケデ'噛息の一例,第18回職業アレルギー研究会 (62.7.17).

木野稔也,佐竹範夫,安場広高,福田康二,井原順一,大島駿作,佐 木々義行 :昆虫による気管支噴息の研究,
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(XⅣ)カイコ蛾麹, トビケラ麺, ユスリカの抗原交差反応性の検討.第37回日本アレルギー学会総会 (62.10.

8).

木野稔也 :シンポジウム ｢ユスリカとアレルギー｣,京都におけるユスリカ浮遊抗原量 (10J⊥m 以下)の季節変

動の観測.第43回日本寄生虫学会 ･第42回日本衛生動物学会西日本支部合同大会 (62.10.16).

門 政男,北市正則,木野稔也,大島駿作,倉沢卓也,川合 満,鈴木康弘,伊藤元彦,満安清孝 :肺門部の

異常陰影を伴った vonRecklinghausen'sdiseaSeの1症例 :第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

門 政男,安場広高,大島駿作,竹田俊男,杉本幾久雄,松下 厳 :急速に増大 し,OK-432PSKの投与につ

いて縮小 したと考えられる肺鷹揚の1例.第47回日本肺癌学会関西支部会 (62.7.25).

門 政男,竹内 実,安場広高,松井祐佐公,泉 孝英,大島駿作 :肺癌患者の末栴血白血球数および CSF

に対する結核菌抽出物質 (Z-100)の影響について.第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14).

Kado,M･,Izumi,T･,Nagai,S･,Hirata,T.,Kitaichi,M･,Chihara,J,,Oshima,S:FibronectininBALF

ofpatientswithdiffuseinterstitiallungdisease･ ThelothAsia-PacificCongressonDiseasesoftheChest,

Taipei(1987･11･29)･

門 政男,泉 孝英,長井苑子,平田健雄,北市正則,弗原順一,大島駿作,藤村直樹 :びまん性間質性肺疾

患における BALF 中 fibronectinの検討.第10回日本気管支学会総会 (62.6.5).

松井祐佐公,三尾直士,江村正仁,安場広高,西村浩一,前原順一,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿

作 :原発性肺癌患者における血清中 FH-6の臨床的検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

松井祐佐公,大島駿作,中山昌彦,松原義人,安永幸二郎,螺艮英郎,太田勝康,市谷迫雄,原 耕平,志摩

演,源河圭一郎 :Ⅲ,Ⅳ期肺小細胞癌に対する VP･16,COOP,CTX 三割併用療法.第25回日本癌治療学会総

会 (62.10.8).

松井祐佐公,小山 弘,川谷暁夫,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺小細胞癌初回治療における

カルボプラチン単剤の使用経験.第47回日本肺癌学会関西支部会 (62.7.25).

松井祐佐公,佐竹範夫,鍔田利恵子,三尾直士,安場広高,江村正仁,西村浩一,福田康二,長井苑子,弗原

順一,北市正則,平田健雄,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,今井弘行 :当教室肺癌患者15年間の予

後の検討.第28回日本肺癌学会総会 (62.ll.5).

松井祐佐公,佐竹範夫,三尾直士,江村正仁,安場広高,西村浩一,福田康二,前原順一,北市正則,門 政

男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :肺腺癌における FIⅠ-6,CA19-9,CA15-3の臨床的有用性の比較.第28回

日本肺癌学会学総会 (62.ll.5).

松井祐佐公,大島駿作,中山昌彦,松原義人,安永幸二郎,螺長英郡,太田勝康,市谷迫雄,原 耕平,志摩

演,源河圭一郎 :Ⅲ,Ⅳ期肺小細胞癌に対する VP-16,CDPP,CTX 三割併用療法.第28回日本肺癌学会総会

(62.ll.5).

北市正則 :｢課題提供｣ARDSをめぐって.ⅠIPの急性型あるいは慢性型の急性悪化.いわゆる ARDSの立

場から.Diffusealveolardamage(DAD)のスペクトラムから.第36回間質性肺疾患研究会 (62･5･15).

Kitaichi,M.:RoundTable.DiffusePanbronchiolitis･PathologyofDPBfrom theviewpolntOfdifferent

tialdiagnosis･ ⅩIWorldCongressonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders(1987･9.llMilan)

北市正則 :びまん性汎細気管支炎における単位病変 (unitlesionofpanbronchiolitis)の意義-炎症性気道疾患

の病理学的比較検討成績から-.第36回閉塞性肺疾患研究会 (63.1.31).

平田健雄,西村浩一,泉 孝英,大島駿作,松延政一 :びまん性汎気管支炎におけるインフルエンザ菌の生物

型分類についての研究.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

平田健雄,西村浩一,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,前田清子,松延政一 :びまん性汎細気管支炎における

マイコプラズマの研究.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

平田健堆 :肺胞マクロファージの トランスフェリンレセプターの性状とその発見の分子遺伝学的研究.第31回

FLD シンポジウム (63.3.12).

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,北市正則,江村正仁,三尾直士,大島駿作 :BALF マクロファ

ージより産生されるIL-1活性阻害因子に関する検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).
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長井苑子,泉 孝英 :BALF細胞所見による勝原病性間質性肺炎の分類.第31回日本 リウマチ学会総会 (62･

5.27).

Nagai,S･,Takeuchi,M･,Izumi.T･:ThesignificanceofIL-1andIL-iinhibitoryfactorintheevaluation

ofinnammatorystateinsarcoidosisandidiopathicpulmonary丘brosis･AmericanThoracicSociety 1987

AnnualMeeting(1987･5･12･New Orleans)･

長井苑子,泉 孝英,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :喫煙の健常人肺胞マクロファージより産生遊離される

IL-1活性に及ぼす影響.第15回日本臨床免疫学会総会 (62.7.3).

長井苑子,泉 孝英,北市正則,西村浩一,江村正仁,三尾直士,竹内 実,渡辺和彦,大島駿作 :5年以上

病変の持続 している肺サルコイドーシス症例の BALF細胞所見.第 7回日本サルコイドーシス学会総会 (62.8.

8).

Nagai,S･,Izumi,T･,Takeuchi,M･,Watanabe,K･,Oshima･S･:TheeffectofAngiotensinⅢ(A-Ⅲ)onthe

accessoryfunctionofBALFmacrophages-ApossibleautostimmulatorymechanismofTlymphocytealveolitis

insarcoidosis･XIWorldCongressonSarcoidosisandotherGranulomatonsDisorders(1987･9.7･Milan)I

長井苑子,泉 孝英 :パネルディスカッション ｢肺と免疫｣ⅠIP･勝原病肺 a)Bronchoalveolarlavagefluip

について.第37回日本アレルギー学会総会 (62.10.9).

西村浩一,平田健雄,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,松本隆志 :ELISA 法における肺気腫患

者血清中デスモシン量測定についての検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

西村浩一,泉 孝英,北市正則,三尾直士,長井苑子,弗原順一,松井裕佐公,門 政男,木野稔也,大島駿

作,金岡正樹,伊藤春海 :特発性間質性肺炎症例における蜂窟肺所見についてのⅩ線CT像と開胸肺生検標本の

比較検討.第27回日本胸部疾患学会総会,(62･4･7).

Nishimura,K･,Mio,T･,Nagai,S･,Kitaichi,M･,Izumi,T･,Oshima,S･,Murata,K･,Itoh,H･:RadiologiCal

differentialdiagnosisbetweenIPFandsarcoidosisbyX-rayCT･ AmericanThoracicSociety1987Annual

Meeting(1987･5･11･New Orleans)･

西村浩一,朝枝哲也,三尾直士,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作,山崎文郎,田村康一,伊藤春

梶 :右上葉気管支閉鎖症の1例.第10回気管支学会総会,(62･6･5).

西村浩一,北市正則,泉 孝英,長井苑子,蘇原順一,木野稔也,大島駿作,金岡正樹,伊藤春海,今井弘

行 :Bronchiolitisobliteransorganizingpneumonia(BOOP)症例のX線 CT像.第35回閉塞性肺疾患研究会

(62.8.2).

西村浩一,長井苑子,節原順一,北市正則,泉 孝英,大島駿作,金岡正樹,伊藤春海 :慢性べリ7)ウム肺の

Ⅹ線 CT 像についての検討.第10回日本サルコイドシース学会 (62･8･8).

Nishimura,K･,Itoh,H∴ Radiological丘ndingsofdiffusepanbronchiolitis･ Roundtable:DimlSepan-

bronchiolitis. XIWorldCongressonSarcoidosisandotherGranulomatousDisorders(1987･9･11･Milan)･

Nishimura,K･,Mio,T･,Nagai,S･,Kitaichi,M･,Izumi,T･,Oshima,S･,Kanaoka,M･,Itoh,H.:Interstitial

involvementofpulmonarysarcoidosisbyX･rayCT･XIWorldCongressonSarcoidosisandotherGranul0-

matousDisorders(1987･9･10･Milan)･

西村浩一,北市正則,泉 孝英,谷本普- :びまん性汎細気管支炎の独立性をめぐって-Roundtable:Diff-

usepanbronchiolitis(1987･9･11･ミラノ)報告-.第36回閉塞性肺疾患研究会 (63･1･31).

福田康一,節原順一,安場広高,木野稔也,大島駿作 :気管支嘱息患者の末梢血好中球機能 (ルミノール依存

性化学発光)及び患者血清による影響についての検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62･4･6).

福田康一,佐竹範夫,井原順一,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :絹ロウケツ染従軍者に生 じた植物染料ノア

ールナクトールによる気管支嘱息の一例.第18回職業アレルギー研究会 (62.7.17).

安場広高,松井祐佐公,小山 弘,小沢佳広,川谷 暁夫,西村浩一,福田康二,市原順一,門 政男,木野

稔也,泉 孝英,大島駿作 :原発性肺癌患者における血清中 CreatinineKinase-BBisozyme値の臨床的検討.

第27回日本胸部疾患学会総会 (62･4･8).

安場広高,前原順一,木野稔也,福田康二,佐竹範夫,大島駿作 :気管支噛息発作時における血小板活性化の
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指標としての ATP放出能と PF4クリアランスについて.第 8回臨床アレルギー研究会 (62.7.16).

安場広高,節原順一,木野稔也,福田康二,佐竹範夫,松井祐佐公,大島駿作 :気管支口乱急発作時の血小板活

性化の関与一血中 PF4,β-TG値及び ATP放出能についての検討 :第62回日本アレルギー学会総会 (62.10.8).

三尾直士,泉 孝英,長井苑子,西村浩一,江村正仁,渡部和彦,竹内 実,平田健雄,大島駿作 :特発性間

質性肺炎 (IPF)症例における末相血顕粒球の機能に関する検討-Phorbolmyrystate刺激による H202産生細胞

数の増加.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

Mio,T･,Nagai,S.,Takeuchi,M･,Emura,E･,Izumi,T･:IncreasednumberofoxidantproducinggranulO -

cytesunderphorbolmyrystateacetatestimulationinpatientswithidiopathicpulmonaryfibrosisandinterstitial

pneumonitisassociatedwithcollagenvasculardisease･ AmericanThoracicSociety 1987AnnualMeeting

(1987･5･11･New Orleans)･

三尾直士,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,西村浩一,北市正則,大島駿作 :サルコイ ドーシス症例における

ドジメーター法による気道反応性に関する検討.第27回日本サルコイ ドーシス学会総会 (62.8.8).

三尾直士,西村浩一,北市正則,長井苑子,泉 孝英,大島駿作 :間質性肺炎と肺気腫病変の併存 した 2症例

に関する検討一病因論的立場から-.第36回閉塞性肺疾患研究会 (63.1.31).

江村正仁,泉 孝英,長井苑子,三尾直士,渡辺和彦,竹内 実,平田健雄,大島駿作 :特発性間質性肺炎患

者末梢血の免疫グロブ リン産生細胞に関する検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.6).

江村正仁,泉 孝英,長井苑子,三尾直士,北市正則,小沢佳広,大島駿作, 吉田 章,松森 昭, 藤原久

義 :心サルコイドーシス症例に関する検討一特に診断と治療について-.第 7回日本サルコイ ドーシス学会総会

(62.8.7).

鍔田利恵子,安場広高,佐竹範夫,弗原順一一,福田康二,北市正則,松井祐佐公,木野稔也,泉 孝英,大島

駿作 :PIEに皮膚病変を伴い hypereosinophilicsyndromeと考えられた一例.第30回日本胸部病患学会近畿地

方会 (62.ll.14).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,渡辺和彦,江村正仁,三尾直士,大島駿作 :喫煙の肺の NK 細胞活性に及

ぼす影響について :第27回日本胸部疾患学会総会,(62.4.8).

Takeuchi,M･,Nagai,S･,Izumi,T･:Low NX･cellactivltyandlow responsestoIL-2andOK-432inthe

lunglymphocytesofhealthysmokers･:AmericanThoracicSociety 1987AnnualMeeting (1987.5･11･New

Orleans).

竹内 実,泉 孝英,長井苑子,江村正仁,三尾直士,渡辺和彦,大島駿作 :サルコイドーシス症例における

肺胞マクロファージの γ-IFN 産生に関する検討.第 7回日本サルコイ ドーシス学会総会 (62.8.8).

小山 弘,松井祐佐公,鍔田利恵子,田中 茂,長井苑子,北市正則,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島

駿作 :COPp-AIiV 療法と放射線治療とのサンドウィッチ療法で良好な反応を得たホジキン氏病 (病期Ⅳ&Ⅳ)

の二症例.第47回日本肺癌学会関西支部会 (62.7.25).

小泉 聡,長井苑子,三尾直士,江村正仁,西村浩一,北市正則,泉 孝英,大島駿作 :リウマチ肺による肺

高血圧症の一例.第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14).

小泉 聡,安場広高,佐竹範夫,平田健堆,松井祐佐公,門 政男,木野稔也,泉 孝英,大島駿作 :陳旧性

肺結核に合併し,Chylopericardium を伴った上大静脈血栓症の一例.第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.

ll.14).

川口英人,長井苑子,三尾直士,江村正仁.北市正則,泉 孝英,大島駿作,沢田博義 :SLEで発症 し,経

過中に SjGgren 症候群を合併 し, 肺病変は UIP と判明した一例.第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.

ll).

ティン･オン,長井苑子,竹内 実,泉 孝英,大島駿作 :肺結核症例末梢血単球の IL-1産生能に関する研

究.昭和62年度日米能学協力研究会結核部会研究会 (63.2.16).

杉本幾久雄 :長浜赤十字病院におけるパラコー ト中毒の現況.第 5回滋賀県救急医療研究会 (62.2.28).

杉本幾久雄他 ‥頚椎 MR 画像診断高分解横断像の有用性に就て.第23回日赤医学会総会 (62.9.18).

Nakashima,M･etalll･Plateletaggregabilityandprostaglandinmetabolitesathighaltitude. 5th Inter-
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nationalHypoxiaSymposium (87･2･10)･

Nakashima,M･etal･:Hematocrit,Serum lipidsandapolipoproteinsinJapanesehigh altitude:Climbers

andTibetanhighlanders･ 5thInternationalHypoxiaSymposium (87･2･10).

Nakashima,M･,Saito,A･,Matsubagashi,A･,Kameyama,M･etal･:Cerebral bloodflow andmetabolism

beforeandafterhigh altitudesojourn･ 5thInternationalHypoxiaSymposium L87･2･10)･

中島道郎,浜松康平,岡田英彦,橋本圭司,河原崎孝茂,谷口隆司 :在宅酸素系療法に対する酸素濃縮縮装置

の関西地域における普及状況について.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.7).

浅本 仁,故倉 恵,川上 明,伊藤 剛,古田陸広,石井 泰, 北市正則,泉 孝英,伊藤春海 :A良DS

の臨床所見を呈し死亡 した7剖検例について.第36回間質性肺疾患研究会 (62.5.15).

浅本 仁,故倉 恵,川上 明,佐々木義行,沢野哲雄,藤井秀俊,川上一郎,伊藤 剛,古田睦広,北市正

則,難波紘二 :肺原発悪性 リンパ腫の臨床像と病理組織像.第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

As amoto,H･,Akazawa,Y･:HistologlCandimmunologlCChangesinthevariousorgansoftheNOD mice･

Lessonsfrom AnimalDiabetesⅢ･ 2ndInternationalWorkshop(1987･9･9.Geneva)･

中山昌彦,浅妻茂生他 :肺癌の生長速度よりみた予後と治療効果判定.第47回日本肺癌学会関西支部 (62.7.

25).

藤村直樹 :アル ミニウムに対しリンパ球刺激テス ト陽性を示 した,溶接フラックス取り扱い者にみられたびま

ん性間質性肺炎の 1症例.日本産業衛生学会近畿地方会 ･第28回じん肺研究会 (62.3.14).

藤村直樹 :アレルギー性職業性肺疾患の臨床.第16回大阪耳鼻咽喉科アレルギー同好会 (62.4.18).

藤村直樹,田中 茂,白川太郎,川添隆司,梅宮正志,加藤幹夫,日置辰一朗 :高槻赤十字病院における最近

の重症肺結核症.第59回日本結核病学会 ･第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,泉 孝英 :ア トピー性気管支嶋息患者における非可逆性気道閉塞.第 8回

臨床アレルギー研究会 (62.7.ll).

藤村直樹,日置辰一朗,白川太郎,泉 孝英 :生コヒ-豆粉塵による職業性噛息症例におけるアレルギー学的

検討.第18回職業アレルギー研究会 (62.7.17).

Fujimura,N･,Shirakawa,T･,Kato,M･,Heki,S･,Kyono,H･,Kitaichi,M･,Nagai,S･,Izumi ,T･:Acaseof

difhlSeinterstitialpneumoniainaworkerexposedtowelding且uxdustcontainingaluminum･llthWorld

CongressonSarcoidosisaandotherGranulomatousDisorders(1987･9･10.Milano)･

藤村直樹,田中 茂,川添隆司,松尾晃次,梅宮正志,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,長井苑子,泉 孝

莱 :慢性甲状腺炎を伴った BOOP の一例.第60回日本結核病学会 ･第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.

ll.14).

前原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,平田健雄,泉 孝英,大島駿作,好酸球の cytotoxicityに対する

PIE 症候群血清増強作用についての検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.7).

前原順一,木野稔也,古江増裕,福田康二,松井祐佐公,門 政男,泉 孝英,大島駿作 :PIE 症候群にお

ける骨髄 eosimophilcolony-formingcell(Eo-CFC)についての検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.7).

前原順一,木野稔也,安場広高,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :好中球の肺組織傷害性に関する検討-ヒト

肺線維芽細胞に対する cytotoxicityとリンホカイン等の影響.第27回日本胸部疾患学会総会,(62.4.6).

井原順一,木野稔也,安場広高,福田康二,大島駿作 :ワークショップ ｢薬物アレルギー｣N-5′(トラニラス

ト)服用中発症した好酸球性勝朕炎患者尿中の ECF活性について.第15回日本臨床免疫学会総会 (62.7.3).

弗原JTB-,木野稔也,安場広高,福田康二,泉 孝英,大島駿作 :好酸球,好中球の cytotoxicityおよび活性

酸素系に対するplatelet-activatingfactor(PAF)の作用の特徴について.第15回日本臨床免疫学会総会 (62.7.1).

弗原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,平田駿作 :好酸球性肺炎 (PIE 症候群) における末梢血好酸球

増多のメカニズムについて.第 8回臨床アレルギー研究会 (62.7.ll).

弗原順一 :シンポジウム ｢アレルギーの病態と好酸球｣Ⅲ.好酸球の臨床.PIE 症候群における肺好酸球の

特徴とその機序について.第 5回免疫薬理シンポジウム (62.8.22).

井原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,佐竹範夫,平田健雄,大島駿作 '･好酸球からの好中球遊走機能抑
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制作用についての検討一好酸球遊走因子添加好酸球培養上清の作用-.第37回日本アレルギー学会総会 (62.10.

9).

節原順一,木野稔也,福田康二,安場広高,泉 孝英,大島駿作.PIE 症候群血清中の eosinophilcolony

stimulatinyfactor(Eo-CSF)についての検討.第37回日本アレルギー学会総会 (62.10.7).

渡部良広,松本陸志,西村浩一,大島駿作 :尿中デスモシン測定法一慢性閉塞性肺疾患 (COLD)患者の尿中

デスモシン量と肺機能との関連について-.日本薬学会第107年会 (62.4.3).

小山 弘,西村浩一,長井苑子,北市正則,泉 孝英,大島駿作,金岡正際,伊藤春海 :検診の胸部X線で両

下肺野の網状影と BHL が認められた珪肺症の 1例.第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

金岡正樹,伊藤春海,北市正則,泉 孝英,大島駿作 :原発性肺癌76剖検例の臓側胸膜に関する病理姫織学的

検討.第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

川谷暁夫,北市正則,西村浩一,長井苑子,泉 孝英,大島駿作,金岡正樹,島田一恵 :ガラス原料溶解工に

みられたサルコイドーシスの1例.第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

小山 弘,西村浩一,北市正則,門 政男,泉 孝英,大島駿作,山崎文部,田村康一,人見滋樹,黒住真史,

鈴木康弘,今井弘行, 上田千里,並河靖司 :気管支内にポリープ様の発育を示 した medullary carinoma-like

tumoroflungの1切除例.第28回日本肺癌学会総会 (62.ll.5).

Rizzato,G･,Izumi ,T･etal･:Long-term follow upofGa67 scansand BAL lymphocytesin untreated

sarcoid patients･ A worldwidestudyfrom 9centresin 7differentcountries･ XIWorld Congresson

SarcoidosisandotherGranulomatousDisorders(1987･9･ll,MilanoJ･

Hosoda,Y･,Izumi,T･,etall:Resultsofthe1984nationwideprevalencesurveyinJapan･ XIWorld

CongressollSarcoidosisandotherGranul()matousDisorders(1987･9･20･Milano)･

Yamamoto,Y･,Izumi,T.,etall:PrognosticassessmentofBALandGa67scaninsarcoidosiscasesinless

than2yearsaftertheonset･ XIWorldCongressonSarcoidoSisandotherGranulomatousDisorders(1987･

9･ll.Milano)･

田中 茂,川添隆司,梅宮正志,白川太郎,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,長井苑子,泉 孝

英 :胸部Ⅹ線上浸潤陰影の出現 ･消過を繰り返し,無治療にて軽快 した BOOP の 1例.第29回日本胸部疾患学

会近畿地方会 (62.6.27).

中村 昇,中橋弥生,栗山卓弥,辻 重行,川西康夫,浅妻茂生, 中山昌彦, 北市正則, 長井苑子, 泉 孝

英 :検診で発見された多発斑状影の 1例.第40回びまん性肺疾患研究会 (63.2.20).

大野聖子,中山昌彦,長井苑子,泉 孝英 :視神経乳頭浮腫を来たしたサルコイドーシスの一例.第29回日本

胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

福永隆文,山岡新^,田中蟹子,川上賢三,三嶋理晃,久野健忘,西村浩一,泉 孝英 '･慢性肺気腫の気道イ

ンピーダンス～各種肺機能検査値,胸部 CTとの関連について-.第35回閉塞性肺癌疾患研究会 (62.8.2).

福永隆文,田中蟹子,山間新八,川上賢三,三嶋理晃,久野健忘,西村浩一,泉 孝英 :慢性肺気腫患者にお

けるランダム ･ノイズ ･オシレーション法による気道インピーダンスの特徴.第24回日本臨床生理学会総会 (62.

9.4).

川添隆司,田中 茂,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,北市正則,泉 孝英 :胸部レ線上,両側

びまん性陰影を呈した BOOP の 1症例.第59回 日本結核病学会 ･第29回 日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.

27).

古田睦広,伊藤 剛 ,小原安喜子,金岡正樹,北市正則,浅本 仁,牧 和夫,田中郁子 :Adenovirus5を

検出した重症潰療性腸炎の 1例.第75回日本病理学会総会 (61.4.9).

田中 茂,藤村直樹,川添隆司,梅宮正志,白川太郎,加藤幹夫,日置辰一朗,佐 木々義行,北市正則,榎本

雅夫 :肺縦隔病変を主症状とし,開胸肺生検により原発性マクログロブリン血症と診断された1例.第59回日本

結核病学会 ･第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

石田 直,池上裕美子,江南里江子,中原由紀子,中原保治,隼田伸一,松山栄一,田村忠雄,北市正則 :移

動する結節影を呈した多発性肺硬基の1例.第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14).
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佐々木義行,西村 康,故倉 恵,川上 明,沢野哲雄,浅本 仁,西脇洗一,小村敏信,石井 秦,李 嘩,

楠本秀私 糸山光磨,古田陸広,北市正則 :開胸肺生検により dimlSealveolardamageと診断された-症例.

第37回間質性肺疾患研究会 (62.ll.20).

松村理司,鈴木伸二,林 達也 木村雅英,谷口和之,柳父睦政,中尾保彦,黄 正一,金地研二,西村敏弘

Willis,G･C･,高橋清之,北市正則,King,T･E∴ 呼吸困難と胸部レ線像の急速な悪化をみとめステロイ ドに著

効を示 した1例･第39回びまん性肺疾患研究会 (62.12.19).

山岡新八,平井正志,久野健忘,西村浩一,米倉義晴,栗山隆信 =COPD 患者の右室機能評価による非侵襲

的肺動脈圧計測-の検討.第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4.7).

川勝一雄,武山正治,川合 満,西村浩一 ‥徐放性テオフィリン製剤の予測性.第 2回薬物モニタ リング全国

交流会 (62･5.23-24).

川添隆司, 田中 茂,梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫, 日置辰一朗 ‥肺結核疑診症例における BALF 中

ADA 活性の検討･第59回日本結核病学会 ･第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,白川太郎,日下幸則 ‥超硬合金瑞息の一例.第60回日本結核病

学会 ･第30回日本胸部疾患学会近畿地方会,(62.ll.14).

松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,三嶋理晃,久野健忘 :Swyer-James症候群の一例.第60回日本結核病学会 ･

第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14).

梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗,木下良太 森中節子, 西本和彦 :Wegener肉芽腫症の一例.

第60回日本結核病学会 ･第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll.14).

辻 重行,中山昌彦他 :離治性大量胸水にて発症した前縦隔悪性 リンパ腫の一例.第29回日本胸部疾患学会近

畿地方会 (62.6.27).

大野聖子,中山昌彦 :北市正則他 :進行する労作性呼吸困難をきたしたびまん性肺疾患の 1例.第38回びまん

性肺疾患研究会 (62.9.26).

栗山卓也,中山昌彦他 :気管支結核の内視鏡及び胸部Ⅹ線所見.第13回京都医学会 (62.9.27).

沢田 学他,中山昌彦他 :非小細胞癌に対する MVP療法一比較的小量 CDDPを用いて.第28回日本肺癌学

会総会 (62.ll.5).

故倉 恵,川上 明,川上一郎,佐 木々義行,沢野哲雄,藤井秀俊,浅本 仁 :縦隔原発 histiocyticlymphO-

ma の一例.第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6.27).

松林公蔵,斉藤惇生, 中島道郎 :高所登山時の副交感機能 一心拍変動係数による評価-.第 7回日本登山医

学シンポジウム (62.6.13).

Matsubayashi,A･,Saito,A･,Nakashima,M･:Autonomicfunctionathigh altitude･MatsumotoInternational

Symposium onHigh-altitudeMedicalScience(62･11･13)･

岡田英彦,河原崎孝茂,谷口隆司,橋本圭司,浜本康平,中島道郎 :Eaton-Lambert症候群の一例.第47回

日本肺癌学会関西支部会 (62.7.25).

(そ の 他〕

大島駿作 :呼吸器疾患の変遷と現況一日常診療に於いて注意すべき点-.湖北医連学術講演会 (62.12.24).

大島駿作,安場広高 :異型肺炎,Medica-entNews(12･13)p･8-9,ライフサイエンス,東京,1988.

泉 孝英 :間質性肺炎のすべて.Ⅲ.病態と診断 3)生化学,免疫の立場から.第 8回胸部疾患セミナー (62.

4.9).

泉 孝英,西村浩一 :副鼻腔気管支症候群.京都府耳鼻咽喉科専門医会春期講習会 (62･4.19).

泉 孝英 :Chronicberyllium disease-Adiagnosticworkshop(1985年 5月7日～8日,Cleveland)一参加記.

呼吸 6(4):441～444,1987.

Izllmi,T∴ DimlSePanbronchiolitis･ SeminarinDivisionofRespiratorySciences,CollegeofMedicine,

HealthSciencesCenter. TheUniversityofArizona(1987.5.8)･

泉 孝英 :肺塞栓 (症)/肺梗塞 (症肺),うっ血/姉水腫,p･1021-1022,原発性肺高血圧症,肺胞たん自
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症,特発性肺血鉄症,グッドパスチュア症候群,肺 ヒスチオサイトーシスX,肺サルコイドーシス,肺アミロイ

ドーシス,肺胞微石症,好酸球性肺浸潤症候群,中葉症候群,p.1030-1033, ホーム ･メディカ, 家庭医学大

事典,小学館,1987.

泉 孝英 :夏型過敏性肺臓炎.診療手帖(96):24-26,1987.

泉 孝英 :いわゆる PIE 症候群の原因と病態について説明して下さい.気道疾患Q&A,No.13,1987年 8

月.

泉 孝英 :京都におけるサルコイドーシス554例 (1963-1986).第 7回京都呼吸器疾患シンポジウム (62.8.9).

泉 孝英 :薬の相互作用と使い方.病態別にみた相互作用と使い方.臨床医,13(10):2034-2035,1987.

泉 孝英,砂原茂-,本間日EE,村尾 誠 :500号記念座談会.戦後40余年一医学の進歩を語る. 呼吸器病学

を中心に.最新医学,42(ll):2398-2418,1987.

泉 孝英 :これだけは知っておきたい薬の使い方.肺結核の短期化学療法.medicina 増刊号24(10):1956-

1957,1987.

泉 孝英 :AirwayobstructivediseaseanddimlSepanbronchiolitis-ツーソンにバロー教授を訪ねて-.呼吸

6(ll):1285-1287,1987.

泉 孝英 :特集 ｢慢性閉塞性肺疾患一概念と治療を中心に-｣座談会 :COPDをめぐって. (司会)佐藤篤彦,

泉孝英,中田紘一郎,山木戸道郎.臨床医,13(12):2355-2369,1987.

泉 孝英 :びまん性肺疾患の鑑別診断.西京区医師会学術講演会 (62.9.24).

泉 孝英 :慢性呼吸器感染症の診断と治療.与謝 ･北丹医師会学術講演会 (62.12.ll).

泉 孝英 :び慢性汎細気管支炎に "国際的認知".ModernMedicine,17(1):57-59,1988･

泉 孝英 :サルコイドーシス.診断 ･治療マニュアル,p･329-331,金原出版,昭62.

泉 孝英 :慢性呼吸器感染症の診断と治療.西京区医師会講演会 (63.1.15).

泉 孝英 ‥特発性間質性肺炎 ･肺線維症をめぐって.福井医大第Ⅲ内科セミナー (63･1.27).

泉 孝英 :喫煙と肺 ･肺疾患.昭和62年度京都大学結核胸部疾患研究所講演会 (63.1.29).

谷本普一,大久保隆男,田村昌士,泉 孝英,小林節雄 :特集 ｢閉塞性肺疾患の臨床｣座談会.閉塞性肺疾患

の今回的意味.内科,61(3):487-503,1988.

泉 孝英 (司会),岡田静雄, 森 享 :特集 ｢新時代を迎えた結核対策｣座談会 :重要性を増すオフィスで

の早期発見.モダンメディシン,88(3):26-35,1988.

泉 孝英 :｢診療手帖 ｣慢性気管支炎と気管支拡張症.日本短波放送 (63.3.24).

泉 孝英 :COPD (慢性気管支炎 ･肺気腫)の今日的意義.富山県魚津市医師会 ･下新川郡医師会学術講演会

(63.3.24).

木野稔也 :気管支鴨息の診断と治療,江津市医師会講演会 (62･4.15).

木野稔也 :昆虫によるアレルギー,ラジオ大阪 (62.8,2).

木野稔也 :変わりゆく気管支噛息の考え方と治療,第86回舞鶴クリニカルセ ミナー,(62.8.18).

木野稔也 :｢特別講演｣PIE 症候群と気管支嘱息の関連について. 第17回京滋臨床アレルギー懇話会 (62.8.

29).

木野稔也 :変わりゆく気管支癌息の考え方と治療 ｢PAF (血小板活性化因子)と好酸球を中心として｣.小松

市医師会 ･加賀市医師会 ･能美郡医師会学会術講演会 (62.10･30)･

木野稔也 :たばこと健康,京都市社会福祉教育総合センター WeeklyCityForum (62･11･4)･

木野稔也 好酸球性肺炎の病態と気管支嘱息.｢アレルギーにおける好酸球｣学術講演会 (62･11･4)･

門 政男 :E･E･T･Therapyの経過報告,第 8回 TNF 群応用研究会 (62･6･28).

門 政男,安場広高,大島駿作,竹田俊男,杉本幾久雄,松下 厳 :OK-432,PSK の投与にて縮小 したと考

えられる肺腫疫の1例.第31回近畿気管支鏡懇話会 (62.7.10).

門 政男 :呼吸器感染症におけるスルベラゾンノ使用経験.スルベラゾン学術講演会 (62.7･11).

門 政見 木野稔也,北市正則,大島駿作,川合 満,倉沢卓也,鈴木康弘,伊藤元彦,満安清孝 :肺門,縦

隔の異常陰影を伴った vonRecklinghausen'sdiseaseの1症例.第30回近畿気管支鏡懇話会 (62･3･13).
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門 政男 :肺癌治療の現状.第 7回 INF群応用研究会 (62.3.21).

松井祐佐公 :肺癌-タバコをやめましょうー.京都工場保健会産業衛生研究会例会 (62･5.22).

松井祐佐公 :タバコをやめましょう.京都工場保健会産業衛生ジャーナル,133(6),昭62.

北市正則 :ウエーゲナ-肉芽腫症と肺血管炎-InternationalColloquy on Wegener'sGranulomatosisand

OtherVasculitidesoftheRespiratoryTractから-.呼吸 6(5):552-560,1987.

北市正則 :間質性肺炎と炎症性気道疾患の疾患概念をめぐって.第 1回呼吸器画像シンポジウム (62･4･11)･

北市正則 :炎症性気道疾患の臨床病理,日米欧での比較検討成績を中心に.第 2回浜松医科大学第二内科呼吸

器グループセミナー (62.10.5).

北市正則 :ⅠIP の急性型あるいは慢性型の急性悪化,いわゆるARDSの立場から.DimISealveolardamage

(DAD)のスペクトラムから.第36回間質性肺疾患研究会討議録,p･2-17,1987.

北市正則 :経気管支肺生検について,(63.3.15),開胸肺生検について,(63.3.16),間質性肺炎の概念の変遷

について,(63.3.17),びまん性汎細気管支炎 (DP】i)の国際的比較検討成績について,(63･3･18),炎症性気道

疾患の臨床像と病理像について, (63.3.19).中部病院におけるびまん性汎細気管支炎をめぐる14例の病理学的

検討成績について,(63.3.17).沖縄県立中部病院.

平田健堆 :びまん性汎細気管支炎における慢性感染の動能について-エリスロマイシン治療の意味するもの一･

新潟大学内科第二講座呼吸器研究会 (63.3.16).

長井苑子,井田士朗,伊奈康孝,杉本峯暗,山本正彦 :座談会 ｢BAL (bronchoalveolarlavage)をめぐって･

呼吸｣6(8):801-816,1987.

長井苑子訳 :サルコイ ドーシス (JamesDG,StuddyPR著 A ColourAtlasofRespiratoryDiseasesVo16

Sarcoidosis)ローラージャパ ン.

日置辰一朗 :気管支晴息とその周辺疾患.第2回茨木藤販講演会 (62.1.29).

日置辰一朗 :高槻保健所結核衛生教育講座 (62.3.12,62.3.18).

日置辰一朗 :症状からみた呼吸器救急疾患.千里丘山田臨床医学談話会 (62.7.29).

杉本幾久雄 :国民死亡第 1位,｢ガン｣いかに対応するか.長浜市婦人連合会健康講座 (62･5･20)･

杉本幾久雄 :両側肺にびまん性陰影を呈し急速に死亡 した-剖検例.長浜市医師会 (62･7･65).

杉本幾久雄 :エイズを考える.長浜市保健衛生推進員講座 (62.8.21).

中島道郎 :高山病の予防と処置.山と渓谷,(629):207,1987.

日置辰一朗 :症状からみた呼吸器救急疾患,千里丘山田臨床医学談話会会報 5(7)(62･9･20).

日置辰一朗 :呼吸困難を主訴とする呼吸器疾患.大阪保険医協会,大阪アビック医学ビデオセンター (62･1･

10).

節原順一 :好酸球と噴息 ･アレルギー.左京医師会学術講演会 (62.4.ll).

中山昌彦 :胸部レントゲンの読み万一特に肺癌について-.第88回舞鶴クT)ニカルセミナー (62･9･11)･

中山昌彦 :呼吸不全について.第 6回東山医師会生涯教育委員会研修会 (62.10･16).

〔内科第二部門主催講演会〕

ChristopherJ･F･Spry&# :(DepartmentofImmunology,St･George'sHospitalMedicalSchool,London,

U･K･)"Eosinophi1-inducedtissueinjuryinpatientswithhypereosinophilia''(62･8･26)･

Om P･Sharma教授セミナー (南カ リフオニア大医学部内科).

ClinicalProblem ofPulmonaryDisease第 1回 (63.2.4),第 2回 (63.2.25),第3回 (63･3･3).

ClinicalConference(63.3.19)･
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胸 部 外 科 学 部 門

〔学 会 発 表〕

シンポジウム ･特別講演

清水慶彦 :医用材料設計を考える :生体内理植用材料をどう設計するか,大阪工研協会シンポジウム (62･1)･

人見滋樹 :胸部悪性陸癌の外科療法の現況と将来,静岡外科医会特別講演 (62.3).

HitomiShigeki･･SurgicalTreatmentsofLungCancer. SpecialLectureinShanghaiChestHospital3･

Dec.1987.

光岡明夫 :SAM 免疫能の invivo解析,第 1回 SAM 京都シンポジウム (62.3).

池田貞雄 :シンポジウム 肺癌における各種腫療マーカーの臨床的意義,第66回国際胸部医学会 (1ACPS)日

本支部会定期講演会-ACCP連帯- (62.3).

UovichiroUeno,TakuShinozaki,MitsuomiShimamoto,FumlyaAkiyama:LateResultsofSternalTur-

noverwith RectusMusclesPedicleforPectusExcavatum,TheFirstInternationalSymposium on Chest

Deformities(March1987)･

AkioMitsuokaIHiroshiEzaki,Shun-ichiSumltOmO,ShigekiHitomi,MorihisaKitano,etall:Twocases

ofseverePoland'ssyndromeandtheirrepairbysternalturnoverand prostheses,TheFirstInternational

Symposium onChestDeformities(62･3)･

Matsui,T･,KohS･,YamashitaN･,TatsumiA,KitanoM･･･Chestwallreconstructionwith poly-1actic-

acidplate,Symposium inchestdeformities(62･3)･

和田洋巳,青木 稔,山崎文邸,乾 健二,李 民実,神頭 徹,人見滋樹 :肺および心肺移植の臨床応用を

目指 して-温阻血耐容性,気管支吻合部 トラブル,肺の長時間保存の観点からの検討,第 4回日本呼吸器外科学

会総会 (62.5).

小鯖 覚,李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,船津武志,

池田貞雄 :シンポジウム 呼吸器手術後肺合併症の臨床的検討,同上学会 (62･5).

光岡明夫 :縦隔悪性肝細胞腫の治療,第 4回呼吸器外科学会総会,シンポジウム ｢縦隔腺癌の治療｣(62･5)･

人見滋樹 :呼吸器外科の最近の進歩,大阪芝欄会特別講演 (62.6).

奥村典仁 :単純胸部レントゲ ン像で見落としやすい肺癌,肺がんなくす会シンポジウム (62･6)･

青木 稔,住友伸一,岡田貿二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 ‥胸骨縦切開法による肺手術の術

式と問題点,第30回日本胸部外科学会関西地方会シンポジウム(1)前縦隔経路による気管支 ･肺手術 (62･7)･

和田洋巳 :縦隔膜療-われわれの考え方の変遷一三重大学開講30周年記念講演会 (62･8).

渡部 智 ‥応用酵素固定化的生体机能性医用高分子材料的開発,中国紡績工業部紡織科学研究院合成繊維研究

所講演会 (62.10).

渡部 智 :BiomedicalMaterialsinResearchCenterforMedicalPolymersandBiomaterials,KyotoUni-

versity,上海市胸科医院胸外科討論会 (62.10二).

松原義人,池田貞雄 :人工気管による気管および気管分岐部の再建 VTR シネシンポジウム,第39回日本気管

食道科学会総会ならびに学術講演会 (62.10).

〔学 会 発 表〕

1. 腰 痛

五十部潤,清谷哲也,田中文啓,李 美於,奥田訓裕,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,池 修,中村達雄,

千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳 伊藤元彦,人見滋樹,鈴木康弘 :好酸球増多症をきたし

た胸壁発生線維肉腫の 1例,第46回日本肺癌学会関西地方会 (62.2).

乾 健二,清谷哲也,田中文啓,李 美於,奥田訓裕,山崎文郎,五十部潤,池 修,千原幸司,青木 稔,
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光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :当院における早期肺癌切除例の検

討,同上学会 (62.2).

小鰭 覚,李 永浩,塩田哲広,榎掘 徹 塙 健,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺嚢胞壁に発生した肺癌症例の検討,同上学会 (62.2).

住友伸一,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鯖 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺過誤腫20例の臨床的検討,同上学会 (62.2).

榎掘 徹 ,池田貞雄,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰐 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和

千,船津武志 :肺癌患者における CA125検討,同上学会 (62.2).

福瀬達郎,奥村典仁,桑原正喜 :Superiorsulcustumorの 2切除例,同上学会 (62.2).

山中 晃,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久,他 2名 :胸膜限局型線維性中皮腫の2切除率,同上学

会 (62.2).

横見瀬裕保,橋平 誠,宮本好博 :気管管状切除を行ったカルチノイドの 1例,同上学会 (62･2).

竹田秋郎,倉田昌彦,瀧 俊彦,他 1名 :乳癌Tl症例の検討,第45回乳癌研究会 (62･2).

K･Yagi,S･Ikeda,S･Kosaba,Y.Matsubara,R,Hatakenaka,G･Martini(Essen,WesrGermany)'･Die

ChirurgiedesBronchialkarzinomsim fbrtgeschrittenenStadium;ErgebnissenacherweitertenOperationen

beiT3Patienten,Thorax-HerzUndGefaessChirurgie(BadNauheim)(62･2)･

和田洋巳,人見滋樹,李 民実,寺田忠之 :肺癌検診の組織化の関する報告,厚生省班会議,第 4回池田班会

請,第 4回池田班 (62.2).

山下直己 松井輝夫,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :肺癌の病理組織型別の制癌剤感受性能について,第20

回制癌剤適応研究会 (62.3).

根本 正,津田 透,室恒太郎,呉 俊雄,松延政一,外相聖一,清水慶彦 :AdenoidCysticCarcinomaに

対する気管形成の-経験,第28回滋賀呼吸器疾患談話会 (62.3).

青木 稔,乾 健二,山崎文郎,池 修,五十部潤,千原幸司,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,

人見滋樹 :P-N2,Ⅲ期肺癌切除例の遠隔成績,第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4).

池 修,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,渡部 智,

和田洋巳,清水慶彦,伊藤元彦,人見滋樹 :過去20年間の悪性縦腫痴79例の検討,同上学会 (62.4).

糸井和美,カレッド･レシャー ド,高橋 豊,平田敏樹,他 3名 :肺癌 N2症例の検討,同上学会 (62･4)･

乾 健二,和田洋巳,山崎文郎,池 修,五十部潤,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,伊藤元彦,

人見滋樹 :肺癌胸壁合併切除例の検討,同上学会 (62.4).

榎掘 徹,池田貞雄,塩田暫広,李 永浩,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,

船津武志 :肺癌患者における血清 CA125の臨床的意義,同上学会 (62.4).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :小児縦隔腫療手術例の臨床的検討,第 4回日本呼吸器外科学会総会,(62.5).

高橋 豊,カレッド･レシャー ド,平田敏樹,糸井和美 :Ⅳ器肺癌手術例の検討,同上学会 (62･5).

玉田二郎,清谷哲也,和揮 仁,小林 淳,千葉 渉 :当科における肺癌切除例の検討,同上学会,(62･5).

高嶋義光,大野暢宏,その他 :肺癌手術症例と重複癌の検討,同上学会 (62.5).

池 修,寺田泰二,三宅正幸,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :過去10年間の肺癌 1期症例の検討,同上学会 (62.5).

前里和夫,源河童一郎,他 3名 :80歳以上の高齢者肺癌手術例の検討,同上学会 (62.5).

福瀬達郎,奥村典仁,桑原正喜 :肺嚢胞合併肺癌の臨床的検討,同上学会 (62.5).

松原義人,畠中陸郎,船津武志,小鰭 覚,住友伸一,塙 健,榎掘 徹,塩田哲広,李 永浩,二宮和子,

池田貞雄 :肺小細胞癌における縦隔鏡検査の意義と手術成績,同上学会 (62.5).

瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,他 1名 :悪性胸膜中皮腫の2例,第141回近畿外科学会 (62.5).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺と勝朕の重複癌症例の臨床的検討,同上学会 (62.5).

乾 健二,李 美於,山崎文郎,池 修,五十部潤,千原幸司,岡田貿二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,



平成元年 3月 - 37-

人見滋樹 :気管まで進展 した高齢者早期肺癌の一切除例,同上学会 (62.5).

光岡明夫,悪性縦隔腫癌の診断と治療一特に奇形腫群腫疫について-,第14回西宮地区芝蘭会 (62.5).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :気管支の分岐異常を伴った肺癌の1切除例,

第50回中部肺癌学会 (62.6).

カレッド･レシャー ド:肺癌の治療,今日の問題点,中部肺癌学会 (62.6).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :原発性肺癌における重複癌 7例の検討,同

上学会 (62.6).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :胸腺肩車上皮癌の1例,同上学会 (62.6).

岡崎宣夫,小阪貢二, 宮本信昭,他 2名 :高齢者縦隔腫癌の2手術例, 第26回日本肺癌学会中国四国地方会

(62.6).

小阪真二,宮本信昭,他 4名 :縦隔リンパ腫の1治験例,同上学会 (62.6).

菓久貢司,小阪真二,他 5名 :肺非小細胞癌に対す CDDP+VDS,CDDP+MMC の治療効果, 同上学会

(62.6).

中平誠一郎,小阪真二,他 3名 :原発性両側性肺癌の2例,同上学会 (62.6).

岡崎宣夫,沼本 敏,小阪真二,中村隆澄,宮本信昭 :高齢者縦隔膜疫の2手術例,同上学会 (62.6).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,カレッド･レシャード,他 3名 :Ⅳ期肺癌の治療成績,同上学会 (62.6).

小林 淳,清谷哲也,和洋 仁,千葉 渉,玉田二郎 :肺末梢発生腺様嚢胞癌の1切除例,同上学会 (62･6).

清谷哲也,和洋 仁,小林 淳,玉田二郎 :薄壁空洞像を示 した肺腺癌の2切除例,同上学会ー(62･6).

榎掘 徹,李 永浩,塩田暫広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸邸,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌手術例における腫疾マーカーの有用性,日本外科系連合学会第12回学術集会 (62･6).

二宮和子,李 永浩,塩田暫広,榎掘 徹,塙 健,住友伸一,小鯖 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,

池田貞雄 :直径1.5cm以下の小型進行肺癌,昭和62年度西京医師会症例報告会及び学術講演会 (62･6).

前里和夫,源河圭一郎,他 4名 :肺癌に対する LimitedOperationの検討,第20回日本胸部外科学会九州地方

会 (62.6).

前里和夫,源河圭一郎,他 9名 :p-N2肺癌症例の検討,第27回日本肺癌学会九州地方会 (62･6).

山下直己,松井輝夫,辰巳明利,山中 晃,北野司久,他 3名 :縦隔内castleman腰痛の1切除例,第29回日

本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード:癌性胸膜炎における胸膜生検の検討,静岡免疫療法

研究会 (62.6).

田中文啓,他10名 :椎弓切除により非開胸下に摘出した椎間孔内神経科7腔の1例,第30回日本胸部外科学会関

西地方学会 (62.7).

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,大久保憲一,秋山文弥 :両側性巨大ブ

ラに限局性胸腺中皮腫を合併 した 1例,同上学会 (62･7).

糸井和美,カレッド･レシャー ド,高橋 豊,平田政樹 :心筋梗塞後の肺癌手術症例,同上学会 (62･7)･

江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,中林君美 :後縦隔原発と考えた繊毛上皮腫の 1例,同

上学会 (62.7).

李 美於,渡部 智,池 修,岡田賢二,千原幸司,背木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,清水慶彦,

他 3名 :頚部,縦隔,腹部 リンパ節に広範多発したカルチノイド腺癌の1手術例,同上学会 (62･7)･

瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,他 1名 :甲状腺腫疫の気管浸潤 に対する2期的手術の経験,同上学会 (62･

7).

糸井和美,カレッド･レシャード,高橋 豊,平田敏樹 :虚血性心疾患を有する肺癌症例に対する肺葉切除術

の経験,同上学会 (62.7).

池 修,乾 健二,五十部潤,岡田賢二 手原幸司,斉木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :悪性奇形

腫の自験例,同上学会 (62･7).

横見瀬裕保,岡田貿二 千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :肺癌手術症例における病期,
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Ia,Ib,Ⅱ期の検討,同上学会 (62.7).

根本 正,津田 透,室恒太郎,呉 俊雄,松廷政一,外相聖一,清水慶彦 :気管腺様嚢胞癌に対する気管形

成の 1経験,同上学会 (62.7).

乾 健二,山崎文郎,池 修,五十部潤,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,

他 2名 :巨大肺転移病巣 (肝原発)を伴 った重複癌の一切除例,同上学会 (62.7).

和田洋巳,横鬼瀬裕保,千葉 渉,乾 健二,池 修,五十部潤,李 美於,岡田賢二,千原幸司,青木

袷,渡部 智,田村康一,清水慶彦,人見滋樹 :当教室における10年間の肺癌手術成績,同上学会 (62.7).

伊藤孝明,光岡明夫,五十部潤,人見滋樹,他 9名 :頚部原発腺様嚢胞癌肺転移の 1手術例,第47回日本肺癌

学会関西支部会 (62.7).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :気管支嘱息として加療されていた気管内膜癌の 1治験例,同上学会 (62.7).

井上和重,光岡明夫,他10名 :良性悪性の術前診断が困難だった縦隔成熟奇形腫の 1例,同上学会 (62.7).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,他 4名 :高齢者肺癌の長期生存例,同上学会 (62.7).

池 修,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :重複肺癌

7例の検討,同上学会 (62.7).

乾 健二,渡部 智,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :最近経験 した気管支

管腔内早期肺癌の3例,同上学会 (62.7).

榎掘 徹,松原義人,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,横川智信,鈴木捷之,長谷川徹,検査料 :肺癌における RIABEAD 法による血清 SCC値の検討,

同上学会 (62.7).

李 民実,李 美於,生島宏彦,千原幸司 :右上葉 sleevelobectomy 後の気管内再発に対し気管形成術を施

行 した肺癌の 1例,同上学会 (62.7).

塙 健,李 永浩,塩田哲広,横堀 徹,住友伸一,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,高橋清之 京都大学医療技術短期大学部 :胸膜中皮腫 5例の検討,同上学会 (62.7).

李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,小結 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,寺崎由香,大八木明 内科 :JL､筋転移を伴なった肺癌の 1例,同上学会 (62.7).

塩田哲広,住友伸一,李 永浩,塙 健,横堀 徹,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,中井雅彦 大江病院 :巨大癌性空洞を呈 した細気管支 ･肺胞型腺癌の 1切除例,同上学会 (62.7).

山中 晃,黄 政龍,山下直己 松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫癌の外科治療,同上学会.

竹田秋郎,倉田昌彦,瀧 俊彦,他 1名 :乳癌原発と考えられた malignantmelanomaの 1例,第46回乳癌研

究会 (62.7).

大野暢宏,高嶋義光,その他 :小腸穿孔をきたした肺癌の一例,第21回日本肺癌学会北陸地方会 (62.7).

土居裕幸,小阪真二他 3名 :当院における過去10年間の肺癌と重複癌の検討,第40回高知県医師会医学会 (62.

8).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和夫,カレッド･レシャー ド,和田洋巳 :胸壁腫癌に対する胸壁再健術の長期観察

の 1例,東海外科学会総会 (62･9).

千原幸司,横見瀬裕保,千葉 渉,乾 健二,池 修,五十部潤,岡田賢二,青木 稔,田村康一,和田洋

巳,人見滋樹, 中村達雄, 渡部 智, 清水慶彦 :肺癌に対する気管支形成術の成績, 第28回日本肺癌学会総会

(62.9).

和田洋巳 :急増するがん-の対応について一肺癌一昭和62年度 『がん征圧の集い』,京都癌協会主催 (62.9).

桑原正喜 :縦隔膜癌の画像診断,第20回関西電力病院学術講演会 (62･9).

青木 稔,乾 健二,李 美於,寺田泰二,山崎文郎,千葉 渉,横鬼瀬裕保,池 修,五十部潤,岡田賢

二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :肺尖部胸壁浸潤型肺癌の外科

治療,第40回日本胸部外科学会総会 (62･10).

池 修,田中文啓,李 美於,山崎文郎,五十部潤,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹 :椎弓切除により掃出した椎間孔内神経鞘腫の 1例,同上学会 (62･10).
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瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,他 1名 :経食道超音波内視鏡検査による左側縦隔リンパ節転移の検討,同上

学会 (62.10).

カレッド･レシャード,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹 :当院における進行肺癌 (Ⅲ,Ⅳ期)の外科療法の検

討,同上学会 (62.10).

和田洋巳,青木 稔,岡田賢二,千原幸司,田村康一,人見滋樹 :肺癌の実学的治療における外科の役割-III

期小細胞癌に対する adjuvantsurgeryの意義,同上学会 (62.10).

榎堀 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :Ⅳ期肺癌手術例の検討,同上学会 (62.10).

五十部潤,田村康一,李 美於,山崎文郎,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :広範餌気

管浸潤をきたした甲状腺髄様癌再手術の1例,同上学会 (62.10).

根本 正,津田 透,室恒太郎,呉 俊雄,松廷政一,外村聖一,清水慶彦 :気管腺様嚢胞癌に対する気切管

除及び気管形成術の一手術経験,第25回日本社会保険医学会 (62.10).

辰巳明利,北野司久 :肺癌症例における CDDPの腎毒性に対する Fosfomycin の予防効果,同上学会 (62.

10).

松井祐佐公,松原義人,他 :Ⅲ,Ⅳ期肺小細胞癌に対する VP16,CDDP,CTX 三剤併用療法, 同上学会

(62.10).

高嶋義光 :肺癌症例の胸部写真,嶺南地区読影会 (62.10).

和田洋El,横見瀬裕保,千葉 渉,乾 健二,岡田賢二,千原幸司,斉木 稔,渡部 智,田村康一,人見滋

樹 :N2肺小細胞癌に対する補助外科療法の試み,第28回日本肺癌学会総会 (62･ll).

五十部潤,田村康一,千葉 渉,横見瀬裕保,乾 健二,渡部 智,清水慶彦 :切除肺癌再発例の外科療法の

検討,同上学会 (62.ll).

青木 稔,横見瀬裕保,千葉 渉,乾 健二,池 修,五十部潤,岡田賢二,千原幸司,田村康一,和田洋

巳,人見滋樹 :肺重複癌の臨床的検討,同上学会 (62･ll).

水野 浩,安倍隆二,伊藤元彦,小原幸信,東日出夫,大山口握,細川進一 :肺癌における CDDPとプラズ

マフェレ-シスの併用,同上学会 (62.ll).

lL伸 晃,黄 政龍,山下直己 松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :転移性肺腫疫の術後成績の検討,同上学会

(62.ll).

畠中陸郎,榎堀 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰐 覚,松原義人,二宮和子,船津武志,池田良

樵 :小細胞癌における外科的治療の評価,同上学会 (62.ll).

榎掘 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小暗 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子, 船津武志,池田貞

雄 :肺多発癌 8例の臨床的検討,同上学会 (62.ll).

池田貞雄,塙 健,李 永浩,塩田哲広,横堀 徹,小結 覚,二宮和子, 畠中陸邸,松原義人,船津武

志 :胸膜中皮腫 8例の臨床的検討,同上学会 (62.ll).

松原義人,榎掘 徹,二宮和子,塙 健,李 永浩,塩田哲広,小鰭 覚, 畠中陸郎,船津武志,池田良

樵 :肺癌診断における有用な腫療マーカー,同上学会 (62･11).

倉田昌彦,竹田秋郎,瀧 俊彦,他 1名 :乳癌の肺転移,同上学会 (62.ll).

瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,他 1名 :胸膜播種例に対する手術例の検討,同上学会 (62.ll).

田村康一,千葉 渉,横見瀬裕保,池 修,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,五十部

潤,渡部 智,清水慶彦 :転移性腫療切除例の検討,同上学会 (62.ll).

源河圭一郎,他30名 :最近 5年間の肺良性贋療 (全国調査),同上学会 (62･11).

前里和夫,源河圭一郎,他 8名 :TINoMo末梢肺癌切除例の検討,同上学会 (62･11).

カレッド･レシャード,糸井和美,平田敏樹,高橋 豊,他 4名 :癌性胸水におこる腫療マーカーと細胞診の

相関について,同上学会 (62.ll).

横見瀬裕保,千葉 渉,乾 健二,池 修,五十部潤,岡田賢二,手原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋

巳,人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :肺野型早期肺癌の検討,同上学会 (62.ll).
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松井祐佐公, 松原義人,他 :Ⅲ,Ⅳ期肺小細胞癌に対する VP-16,CDDP,CTX 三剤併用療法, 同上学会

(62.ll).

乾 健二,横見瀬裕保,千葉 渉,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部

智,清水慶彦 :肺門部早期肺癌切除例14例の検討,同上学会 (62.ll).

李 民実,李 美於,生島宏彦,千原幸司,人見滋樹,他 1名 :開業医外来を利用 した肺癌地域検診の成績,

同上学会 (62.ll).

李 永浩,塩田暫広,塙 健,横堀 徹,小鰭 覚,畠中陸郎, 松原義人, 二宮和子, 船津武志, 池田貞

雄 :小児縦隔膜癌の一切除例,第60回日本結核病学会及び第30回日本胸部疾患学会,近畿地方会 (62.ll).

塩田哲広,塙 健,李 永浩,横堀 徹,小鰭 覚,二宮和子, 松原義人, 畠中陸郎, 船津武志, 池田良

樵 :巨大な良性線維腫の一切除例,同上学会 (62.ll).

福瀬達郎,奥村典仁,桑原正喜 :肋骨発生 Oscifyingもbromaの 1切除例,同上学会 (62.ll).

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :肺線維平滑筋腫の 1切除例,同上学会 (62.ll).

張 謙益,青木 稔,横見瀬裕保,岡田貿二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :前胸壁に発生 した

Plasmacytomaの一例,同上学会 (62.ll).

糸井和美,平田政樹,カレッド･レシャー ド,高橋 豊,他 3名 :髄外性形質細胞腫と形質細胞肉芽腫の性格

を合わせもつ-症例,日本胸部疾患学会東海地方会 (62.ll).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :胸腔内脂肪腫 2例の経験, 同上学会 (62.

ll).

高橋 豊,平田政樹,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :CDDP を中心とした化学療法施行例の検

討,中部肺癌学会 (62.ll).

カレッド･レシャー ド,糸井和美, 平田敏樹, 高橋 豊,他 3名 :高齢者肺癌の治療と問題点, 同上学会,

(62.ll).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 1名 :肺炎様陰影を呈 した肺腺癌の 1切

除例,号51回中部肺癌学会 (62.ll).

MasahikoKurata,AkioTakeda,ToshihikoTaki,etal･:BREAST CANCER METASTASISTO THE

LUNGS:A CLINICALSTUDY,ThelothAsia-Paci丘cCongressonDiseaseoftheChest(1987,ll)･

桑原正喜,福瀬達郎,奥村典仁 :腫療啄出を練り返す甲状腺癌の気管内浸潤の 1例,第32回近畿気管支鏡懇話

会 (62.ll).

大野暢宏,磯和理貢,高嶋義光,その他 :気管支嚢胞に合併 した肺癌の一例,第23回日本胸部疾患学会北陸地

方会 (62.ll).

松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :繰り返す肺炎にて発見された気管支粘表皮

癌の 1切除例,第142回近畿外科学会 (62.12).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,横堀 徹,小鰭 覚,畠中陸邸, 松原義人, 二宮和子, 船津武志, 池田貞

雄 :血気胸で発生 した悪性胸膜中皮腫の 1例,同上学会 (62.12).

植田充宏,千原幸司,岡田賢二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,他 1名 :巨大ブラ症と結腸癌に

対し一期的手術を施行 した 1例,同上学会 (62.12).

KeiichiroGenka,KazuoMaezatoetal∴ SurglCaltreatmentoflungcancerinpatientsovertheage80

years,ThelothAsia-Paci丘cCongressonDiseasesoftheChest(62･12)･

平田敏樹,高橋 豊,カレッド･レシャー ド,糸井和美 :縦隔内異所性甲状腺原発と思われた線維肉腫の一例,

静岡県外科医会 (62.12).

李 永浩 :肺癌における TPA-IRMAK 検討,TPA 研究会 (62.12).

光岡明夫 :縦隔腫癌の CT 所見,第51回大阪呼吸器疾患懇話会 (62.12).

2. 胸腺 ･免疫

池 修,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,千原幸司,青木 稔,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,
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人見滋樹,中村達雄,渡部 智,清水慶彦 :浸潤性胸腺腫38例の検討,第46回日本肺癌学会関西地方会,(62.2).

塩田暫広,船津武志,榎掘 徹,李 永浩,塙 健,小結 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,

池田貞雄 :胸腺癌の1例,同上学会 (62.2).

三宅正幸,他 1名 :癌患者血清中の1型及び2型ポリラクトサミン抗原の検出と性質, ｢癌の細胞膜糖鎮変化

の機構とその応用に関する研究｣姓 (永井班)第 1回班会議 (62.2).

三宅正幸,伊藤元彦 :肺癌の糖鎮抗原の分析, ｢がんの集学的治療の研究｣班 (末舛班)肺ガングループ第 2

回小姓会議 (62.3).

瀧 俊彦,竹田秋郎,倉田昌彦,他 1名 :胸腺腫の外科治療,第 4回呼吸器外科学会総会 (62.5).

松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰己明利,山中 晃,北野司久 :術後 7年目に胸膜播種をみた胸腺の 1症例,

第29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.6).

李 民実,李 美於,生島宏彦,千原幸司 :術前後興味ある心電図変化等の臨床経過が認められた胸腺腫合併

重症筋無力症の1治験例,同上学会 (62.6).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋邸,他 3名 :啄疾,気管支肺胞洗浄液中の微生物と免疫グロブリン,特に secre-

torylgA について,同上学会 (62.6).

横見瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :上大静脈の再建を行 った浸潤

型胸腺腫の2切除例,第47回日本肺癌学会関西支部会 (62.7).

三宅正幸,伊藤元彦 :肺癌の糖鋲抗原を認識するヒトマウスモノクローナル抗体, ｢固形ガンの集学的治療の

研究｣粧 (末舛班)肺癌グループ第 1回小姓会議 (62.7).

中平誠一郎,小阪真二,他 3名 :縦隔悪性旺細胞性腫癌の2例,第40回高知県医師会医学会 (62･8).

神頭 徹,人見滋樹,他 7名 :LGL系腫癌細胞における IL-2シグナル伝達,第46回日本癌学会総会 (62.9).

三宅正幸,伊藤元彦,人見滋樹,他 3名 :肺癌の糖鎮抗原の分析とヒト･マウスモノクローナル抗体の作製,

同上学会 (62.9).

松井輝夫 :胸腺腫再発の種 相々,第 6回胸腺研究会 (62.10).

池 修,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,他 3名 :10年以上生存中の浸潤

性胸腺腫の2手術例,同上学会 (62･10).

岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,他 1名 :Mithramicin染色による胸腺腫の

核内 DNA分析とその臨床応用の検討,第40回日本胸部外科学会総会 (62･10).

三宅正幸,人見滋樹,伊藤元彦,岡田慶夫,他 5名 :胎児性抗原としての Lex,Lex,sialylLe∑-での検討,罪

28回日本肺癌学会総会 (62.ll).

神頭 徹,他 7名 :IL-2様増殖誘導作用を示す抗 ヒトLGL(YT)抗体 (YTA-1)の作製,日本免疫学会総会,

(62.ll).

神頭 徹,他 9名 :2R2･IL-2(p75)複合体プロセシング ;IL-2RI(P55,T礼c)による促進効果,同上学会

(62.ll).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :重症筋無力症における胸腺肥大 3例の経験,

中部肺癌学会 (62.ll).

石田久雄,青木 稔,岡田賢二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :上大静脈,左無名静脈の再建を

要 した浸潤性胸腺腫の1切除例,第142回近畿外科学会 (62･12).

三宅正幸,他 1名 :悪性肝細胞雁を中心とした糖脂質の分析による腫痘マーカーの検討とモノクローナル抗体

の作成及び人型モノクローナル抗体を利用 した治療についての検討,｢小児腫癌における分化形質発現の解明と

それに基づいた分子診断法の開発｣(泰班)第 2回班会議 (62.12).

神頭 徹,他 5名 :増殖誘導抗体 YTA-1とその抗原の発現調節,第 7回関西フローサイ トメ トリー研究会お

よびフローサイ トメ トリー合同研究会 (62.12).

3. 結 核

和田洋巳,五十部潤,池 修,乾 健二,山崎文郎,青木 稔,田村康一,渡部 智,人見滋樹 :穿孔性膿
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胸の問題点,第62回日本結核病学会総会 (62.3).

和田洋巳,山崎文郎,乾 健二, 五十部潤,池 修,人見滋樹 :外科対象となった気管支結核,同上学会

(62.3).

糸井和美,カレッド･レシャード,高橋 豊,平田敏樹 :膿胸症例に関する検討,第 4回呼吸器外科学会総会

(62.5).

李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :呼吸不全を来 した人工気胸後 SilentEmpyemaの 1手術例,第141回近畿外科学会 (62.5).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :当院における膿胸の外科的治療の実際,罪

19回東海呼吸器感染症研究会 (62.5).

カレッド･レシャード,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹,他 3名 :当院における膿胸の治療成績について,同

上学会 (62.5).

和田洋巳,山崎文郎,乾 健二,池 修,五十部潤,中村達雄,千原幸司,青木 稔,渡部 智,田村康一,

人見滋樹 :気道再建を行った気管支結核の検討,第10回日本気管支学会総会 (62.6).

カレッド･レシャー ド,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹,他 3名 :気管支結核自験例の検討,同上学会,(62.

5).

乾 健二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,他 2名 :胸部写真上縦隔膜癌を疑った胸椎カリエスの

-手術例,第59回日本結核学会関西地方会 (62･6).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏 ･小林君美 :当院における膿胸例の検討,第42回国立病

院療養所総合医学会 (62.10).

横見瀬裕保,乾 健二,岡田賢二,千原幸司,青木 稔, 田村康一, 和田洋巳,人見滋樹 :左上葉スリーブ

切除を行った気管支結核の1例, 第60回日本結核病学会近畿地方会,第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.

ll).

KitanoM･,YamashitaN･,MatsuiT･,TatsumiA.,YamanakaA･:ClinicalslgnificanceofomentalRap

closuremethodforchronicempyemawithbronchopleuvalfistula,lothAsia-Paci丘cCongressonDiseasesof

Chest(62･ll)･

4.人工材料

平井圭一,清水慶彦 :コラーゲンコー トした人工気管上に再生 した上皮の分化,第34回コラーゲン研究会 (62.

3).

清水慶彦 :人工臓器の進歩,南紀医師会講演会 (62.3).

北野司久,松井輝夫,山下直巳,辰巳明利,山中 晃 :漏斗胸に対する胸骨挙上術- 吸収性合成高分子ス ト

ラットを利用 した術式について- ,第87回日本外科学会総会 (62.4).

池田貞雄,小鯖 覚,松原義人,塙 健,塩田哲広,李 永浩,榎掘 徹,住友伸一,二宮和子,畠中陸郎,

船津武志 :人工気管の実験的研究,同上学会 (62.4).

河原崎茂孝,千厩幸司,人見滋樹,清水慶彦 :CuirassRespiratorの循環系に及ぼす影響の実験的検討,第27

回日本胸部疾患学会総会 (62･4).

池田貞雄 :人工気管,日本胸部外科学会第24回卒後教育セミナー (62.4).

北野司久,辰巳明利 :胸郭変形に対する吸収性合成高分子ス トラットを利用した矯正術の検討,第24回日本小

児外科学会総会 (62･5).

S.Matsunobe,J･Isobe,H･Mizuno,Y･Shimizu:ExtracorporealCO2removalbyhemodialysisinpatients

withchronicrespiratoryfailure,33rdASAIO (New York,May18-211987)･

清水慶彦 :体外循環装置 ｢人工肺と熱交換器｣,第 3回日本体外循環技術研究会 (62･6).

松井輝夫,黄 政龍,山下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 :ポリ乳酸プレー トを用いた前胸部胸郭変形

に対する矯正術の検討,第30回日本胸部外科学会関西地方会 (62.7).

千原幸司, 河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦 :呼吸同調型陰圧式人工呼吸器の開発, 第 9回人工呼吸研究会



平成元年 3月 - 43-

(62.7).

曽 英超,田村康一,清水慶彦,人見滋樹,他 2名 :増粘 した α-シアノアクリレー ト,第25回接着研究発表

会 (62.7).

TatsuoNakamura,SatoshiWatanabe,YasuhikoShimizu,and3others:"BioabsorbablePolymersandtheir

clinicalApplication in thoracicSurgery'',IUPAC InternationalSymposium on PolymersforAdvanced

Technologies,Jerusalem ISRAEIJ(1987･8)･

S･Watanabe,0 Ike,TINakamura,Y･Shimi zu,etal.:SurfaceModificationofSyntheticPolvmerMaterials

forMedicalUse:AdditionofFibrinolyticand AntibacterialActivity,7th European Conferenceon Bi0-

materials(62･9)･

0.Ike,S･Watanabe,T･Nakamura,S.Hitomi,Y･Shimizuetal∴ Releaseanddegradationcharacteristics

andantitumoreffectorAdriamycincontainingpoly-Llacticacidmicrospheres,同上学会 (62･9).

Tatsuo Nakamura,Osan" Ike,SatoshiWatanabe,Yasuhiko Shimi zu,3 others:"Biodegradation for

Meshespreparedfrom Poly-LLactide",同上学会 (62.9).

北野司久,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,山中 晃,清水慶彦,他 2名 :胸郭変形に対する外科的矯正術の

検討- 特に吸収性合成高分子を利用 した術式について,第40回日本胸部外科学会総会 (62.10).

松井輝夫,黄 政龍, LIJ下直己,辰巳明利,山中 晃,北野司久 ･'ポリ乳酸 (PLA)肋骨接合ピンの臨床的検

討,同上学会 (62.10).

小鰭 覚,李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎堀 徹,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :人工気管の実験的研究,同上学会 (62.10).

清水慶彦 :人工気管特別発言,同上学会 (62.10).

中村達雄,池 修,五十部潤,滋部 智,清水慶彦,他 4名 :気管外科のための気管物性の基礎的研究,同

上学会 (62.10).

河原暗茂孝,千原幸司,人見滋樹,清水慶彦 :CuirassRespiratorの右心補助効果に関する実験的検討,同上

学会 (62.10).

清水慶彦 :コラーゲン合成高分子複合体の組織反応,第36回高分子討論会 (62.10).

Y･Shimizu:Biocompatiblematerialsforsofttissuereconstruction'IJK JapaIIBiomaterialConference

(62･10)･

小鰭 覚,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,

進行肺癌に対する人工気管の適応-とくに吻合部の問題点について,第28回日本肺癌学会総会 (62.ll).

田村康一,河原崎茂孝,池 修,人見滋樹,五十部潤, 清水慶彦 :Polyurethaneを素材とする人工血管の

開発- 内陸表面の poresizeの影響- ,第25回日本人工臓器学会大会 (62.ll).

河原暗茂孝,千原幸司,人見滋樹,清水慶彦,他 3名 :焦竃素子を用いた新 しい呼吸センサーの開発,同上学

会 (62.ll).

田村康一,河原暗茂孝,人見滋樹,菖 英超,玄 柔然,筏 義人, 清水慶彦 l･外科用接着剤としての Eto-

xyethylcyanoacrylateの応用- 組織反応について- ,同上学会 (62.ll).

五十部潤,水野 浩,松延政一,寺田泰二,千原幸司,渡部 智,清水慶彦 :人工透析器を利用した少流量体

外循環二酸化炭素除去 (ECCO2R)の実験的検討,同上学会 (62.ll).

水野 浩,五十部潤,松延政一,中村達雄,千原幸司,河原崎茂孝,渡辺 智,清水慶彦,細川進一,山内紘

一 :酸素運搬体をもちいた液一液人工肺の invivostudy,同上学会 (62.ll).

中村達雄,林 寿郎,清水慶彦,他 1名 :ポリアミノ酸荷電-イドロゲル膜の組織親和性と生体内劣化,第 9

回日本バイオマテリアル学会大会 (62.ll).

池 修,渡部 智,清水慶彦,人見滋樹,他 3名 :アドリアマイシン ポリL乳酸マイクロスフェアの抗腫

場効果,同上学会 (62.ll).

S･Kawarasaki,KIChihara,S･Hitomi andY･Shimi zu:Fjfectsofthecuirasstypenegativepressureven-

tilatoronrightheartfunction･ ThelothAsia-PacificCongressonDiseaseoftheChest(1987･ll-12)･
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TIGo,S･Matsunobe,T･Nemoto,T･Tsuda,K.Muro,S･Tonomura,Y･Shimizu:Clinicalapplicationof

artificialbiomaterialsinchestwallreconstruction,同上学会 (62.ll).

河原崎茂孝,千原幸司,人見滋樹,清水慶彦,乾 健二,他 2名 :呼吸同調型 Cuirassレスピレーターが著効

を示 した筋萎縮性側索硬化症の急性呼吸不全の一例,第30回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62.ll).

KojiChihara,ShigetakaKawarasaki,ShigekiHitomiand YasuhikoShimizu:Developmentofanew

triggeredcuirassrespirator,Taipei(1987.ll).

HiroshiMizuno,Jun lsobe,SeiichiMatsunobe,YasuhikoShimizu:RespiratoryGasExchangeUsing

HemodialysISandan02Carrier,Am SocArが InternOrgan,1987New York･

5. 心 ･血管

伊東政敏,寺町政美,江崎 寛,岡田賢二,井上律子,小林君美,他 3名 :As°-MRcomplex の8例,第34

回国立療養所循環器疾患研究会 (62.2).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :WPW 症候群

2例の手術治験,静岡県外科医会第141回集談会 (62.3).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :当院における

胸部ならびに腹部大動脈癖手術症例の検討,同上学会 (62.3).

井上寛治,他 6名 :経皮的僧帽弁交連裂開術,第51回日本循環器学会学術集会 (62.3).

上野陽一郎,大久保憲一,吉谷 信,有安哲哉,長谷川誠紀,島本光臣,篠崎 拓,秋山文弥 :AC バイパス

手術における輸血量節域法の検討,第 2回静岡輸血懇話会学術集会 (62.3).

中村隆澄,北村文夫,井上寛治,宮本信昭 :ProstheticValveEndocarditisの外科治療,第17回日本心臓血管

外科学会 (62.4).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :急性期 Ⅰ型解

離性大動脈癖手術症例の検討一連績せる7症例について-,第17回日本心臓血管外科学会学術総会 (62.5).

井上和重,宮本 魂,光岡明夫,他 5名 :Saddleemboliの 1手術治験例,第141回近畿外科学会 (62.5).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 3名 :高齢者在房粘液腫の1治験例,節

35回岐阜循環器疾患研究会 (62.5).

有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :低年齢女性に

みられた LMT 病変4例の検討,静岡県外科医会第142回集談会 (62.6).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :大動脈弁上狭窄症の1治験例,岐阜小児循

環器懇話会 (62.6).

原 裕,宮本 魂,村田紘崇,光岡明夫,他 6名 :上行及び弓部大動脈に発生 した仮性動脈癖 3例の経験,

第30回日本胸部外科学会関西地方会 (62.7).

上田哲也,宮本 魂,村田紘崇,光岡明夫,他 8名 :腕頭動脈の再建を行った Bentall手術の 1例,同上学会,

(62.7).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :術前腰原病が疑われた IE合併 ASの1例,

同上学会 (62.7).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美 :血栓を伴った左房粘液腫の1治験例,同上

学会 (62.7).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :心房粘液腫 8

例の検討- 術中超音波検査の有用性について- 同上学会 (62.7).

大久保憲一,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,富谷 信,秋山文弥 :ベーチェット

病に合併 した胸部大動脈癖の 1例,同上学会 (62.7).

有安哲哉,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :L型大血管位

置異常の2例,同上学会 (62.7).

上野陽一郎 :高齢者の心臓大血管手術応例の検討,第47回東海心臓外科懇話会 (62.7).
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秋山文称,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一 :低年齢女性に

みられた冠動脈 LMT病変4例の検討- 特に大動脈炎症候群との関連- ,第23回中部外科学会総会 (62.8).

Ll｣本克人,井上寛治,宮本信昭,他 6名 :イ削冒弁症賓および僧帽弁腔索断裂を合併した細菌性心内膜炎の1例,

第40回高知県医師会医学会 (62.8).

上野陽一郎,篠崎 拓,島本光臣,有安哲鼓,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :感染性心内膜炎

に対する弁置換術例の検討,第222回東海外科学会総会 (62.9).

井上寛治,他 7名 :経成的経静脈的僧帽弁交連裂開術,第40回日本胸部外科学会総会 (62.10).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :胸部大動脈輝

緊急手術例の検討,同上学会 (62.10).

秋山文弥,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一 :当院における

Bj6rk-Shiley弁置換術の遠隔成績,同上学会 (62.10).

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安啓哉,吉谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :Ⅰ型解離性大

動脈癖の急性期緊急手術,第49回日本臨床外科学会総会 (62.10).

伊東政敏,田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,小林君美 :三尖弁輪形成術の検討,第42回国立病院療

養所総合医学会 (62.10).

岩岡 聡,宮本 魂,村田紘崇,光岡明夫,他 8名 :酸素加品質心筋保護液を用いた長期間大動脈遮断,罪ll

回日本心筋保護研究会 (62.10).

中村隆澄,官本信昭 :IS弁の治療成績,第34回生体弁研究会 (62.10).

寺町政美,田中文啓,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 3名 :蛋白漏出性腸症状を呈 した VSD･

TR の1手術治験,第35回国立療養所循環器疾患研究会 (62.10).

賀来克彦,宮本 観,村田紘崇,光岡明夫,他 6名 :術後大動脈造影検査からみた Benta11手術成績の検討,

第35回日本心臓病学会学術集会 (62.10).

田中文啓,寺町政美,江崎 寛,井上律子,伊東政敏,中林君美,他 3名 :部分型房室中隔欠損の1手術治験,

第 2回岐阜小児循環器懇話会 (62.10).

上野陽一郎,篠崎 拓, 島本光臣,有安哲哉,吉谷 信,大久保憲一,井上孝史,秋山文弥 :Cardiotomy

Reservoirを用いた回収式自己輸血法の経験,第 2回回収式自己輸血研究会 (62.ll).

6. 移 植

乾 健二,山崎文郎,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋極 :気管支吻合部治癒状態と気管支粘膜血流,

第 3回肺および心肺移植研究会 (62.1).

乾 健二,山崎文郎,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :同種肺移植における気管支鏡所見と気管支

粘膜血流の関係,第10回日本気管支学会総会 (62.6).

横見瀬裕保,山崎文郎,乾 健二,李 民実,神頭 徹,青木 稔, 和田洋巳,人見滋樹 :長時間肺保存の

Vi∂bilityの評価,第23回日本移植学会総会 (62.9).

乾 健二,山崎文郎,横鬼瀬裕保,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :同種左肺移植における気管支

吻合部治癒状態の検討,同上学会 (62.9).

乾 健二,山崎文郎,横見瀬裕瀬,神頭 徹,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :同種肺移植における気管支吻

部治癒状態と気管支粘膜血流の関係,第40回日本胸部外科学会総会 (62.10).

光岡明夫,花田敬吾,伊藤元彦,瀧 俊彦,三宅正幸,人見滋樹,宮本 魂 :同種および異種移植における免

疫寛容の検討.異種移植寛容と気管移植へのフィー ドバ ック,同上学会 (62.10).

青木 稔,横見瀬裕保,李 民実,乾 健二,和田洋巳,人見滋樹 :イヌ同種肺移植の気管支吻合部の組織学

的検討,第 4回肺および心肺移植研究会 (62.ll).

斉木 稔,横見瀬裕保,李 民実,乾 健二,和師 羊巳,人見滋樹 :イヌ同種肺移植の気管支吻合部の組織学

的検討,同上学会 (62.ll).

乾 健二,横見瀬裕保,李 民実,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹 :LDV を用いたイヌ同種肺移植における



- 46-

気管支吻合部拒絶反応の解析,同上学会 (62.ll).
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7. 一般的胸部疾患

桑原正喜 :『肺疾患をもつ患者のマネイジメント』,医師のための心臓病研究会 (62.2).

塙 健,気管支軟化症の実験的研究,第15回京都大学結核胸部疾患研究所胸部外科部門研究会 (62.2).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,カレッド･レシャード,他 4名 :当院における呼吸器感染症と啄疾培養にお

ける細菌叢について,東海呼吸器感染症研究会 (62.2).

吉谷 信,篠崎 拓,島本光臣,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,大久保憲一,秋山文弥 :先天性食道気

管支癖に膿胸を併発 した 1例,静岡県外科医会第141回集談会 (62.3).

津田 透,根本 正,室恒太郎,呉 俊雄,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :MORGAGNI孔- ルニアの-

手術例,第28回滋賀呼吸器疾患談話会 (62.3).

山中 晃,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫 :気道上皮及び気管

支腺の再生過程に関する実験的研究,第27回日本胸部疾患学会総会 (62.4).

千原幸司,河原崎茂孝,乾 健二,山崎文郎,五十部潤,池 修,三宅正幸,中村達雄,青木 稔,光岡明

夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦,松延政一 :巨大ブラ症の換気運動の検討,

同上学会 (62.4).

カレッド･レシャー ド,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,他 3名 :当院の気管支嘱息患者における血中テオフ

ィリン濃度の日内変動,同上学会 (62.4).

住友伸一,李 永浩,塩田哲広,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,松原義人, 畠中陸邸,船津武志,池田貞

雄 :CT と縦隔鏡検査による肺癌の縦隔 リンパ節転移の診断率の比較検討,同上学会 (62.4).

池田貞雄 :榎掘 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,二宮和子,畠中陸郡,松原義人,

船津武志 :肺クリプ トコックス症の血清学的診断,同上学会 (62.4).

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己 :胸壁穿孔を伴う有茎性大綱充填法,同上学会,(62･4).

カレッド･レシャー ド,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹, 3名 :気管支閉塞術による気胸の治療効果について,

同上学会 (62.4).

寺田泰二,松延政一,根本 正,室恒太郎,呉 俊雄,外相聖一,平田健雄,清水慶彦 :凸ow-volume曲線解

析の試み一換気能力の指標としての now-volume曲線の面積について,同上学会 (62.4).

塙 健,李 永浩,塩田哲広,横堀 徹,住友伸一,小鰭 覚,畠中陸部,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :気管軟化症の実験的研究,同上学会 (62.4).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,他 1名 :啄血 (非癌症例)に対する外科治療,第 4回呼吸器外科学会総会

(62.5).

清谷哲也,和滞 仁,小林 淳,千葉 渉,玉田二郎 :当科で入院治療した自然気胸 116例の検討,同上学会

(62.5).

北野司久,辰巳明利,松井輝夫,山下直己,山中 晃 :有凄性膿胸に対する有茎性大綱充填術の臨床的意義,

同上学会 (62.5).

青木 稔,乾 健二,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :呼吸器手術後肺合併症とその対策,同上学会,(62･5).

カレッド･レシャー ド,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹,他 3名 :啄血に対する気管支動脈結梨切除術の検討,

同上学会 (62.5).

江崎 寛,田中文啓,寺町政美,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 3名 :ThinsliceCTの有用性について,

同上学会 (62･5).

小阪真二,井上寛治,中村隆澄,北村文夫,宮本信昭,中山 正 :両側気胸症例の検討,同上学会 (62.5).

宮本信昭,小阪真二,井上寛治,中村隆燈,北村文夫 :肺アスペルギルス症の臨床的ならびに病理組織学的検

討,同上学会 (62.5).

船津武志,畠中陸郎,松原義人,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,李 永浩,塩田哲広,住支伸一,二宮和子,

池田貞雄 :巨大肺嚢胞症の外科治療,同上学会 (62.5).
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人見滋樹 :機能回復,温存をめざす呼吸器外科,埼玉医大胸部外科特別講読 (62･5).

棲掘 徽 李 永浩,塩田暫広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :成人の先天性気管支食道壕の1手術例,第141回近畿外科学会 (62･5).

渡部 智,李 美於,清谷哲也,五十部潤,乾 健二,手原幸司,岡田貿二,山崎文郎,池 修,青木 稔,

田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :両側巨大肺嚢胞症に対する AutosutLlreの応用,同上学会 (62.5).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャード,他 3名 :胸膜生検20例の経験,日本胸部疾患学会東

海地方会 (62.5).

山中 晃,山下虐己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久,高橋憲太郎,加藤弘文,岡田慶夫,他 1名 :気道上皮

及び気管支膜の再生過程に関する実験的研究,第10回日本気管支学会総会 (62･6).

北野司久,黄 政寵,lLl下直己,松井輝夫,辰巳明利,山中 晃 :有茎性大網充填術における内視鏡所見,同

上学会 (62.6).

和洋 仁,千葉 渉,小林 淳,玉田二郎 :外傷性気管食道断裂の-治験例,同上学会 (62･6).

池田貞雄,塩田哲広,塙 健,李 永浩,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 覚,二宮和子,畠中陸郎,松原義人,

船津武志 :気管切開の適応と手技-106例の検討,同上学会 (62.6).

二宮和子,池田貞雄,松原義人,李 永浩,塩田暫広,横堀 徹,塙 健,住友伸一,小鰭 覚,畠中陸部,

船津武志 :気管ボタン35例の使用経験,同上学会 (62.6).

塙 健,小鰭 覚,松原義人,李 永浩,塩田哲広,榎掘 徹,住友伸一,畠中隆郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,松田武久,中島仲之 :気管軟化症の実験的研究,同上学会 (62･6).

住友伸一,季 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,

池田貞雄 :術後合併症対策における気管支鏡の有用性,同上学会 (62.6).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,小林武彦,高橋清之 :Lymphoidhyperplasiaに伴なった慢性肺炎の 1例,第59回日本結核病学会第

29回日本胸部疾患学会近畿地方会 (62･6).

住友伸一,李 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :暗血を反復した気管支性嚢胞の1例,同上学会 (62･6).

五十部潤,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,渡部 智,人見滋樹 :肺静脈膚の1イ札 同

上学会 (62･6).

奥村典仁,福瀬達郎,桑原正喜 :大量の血性胸水を呈 したループス胸膜炎の1例,同上学会 (62.6).

北野司久, 山下直己,松井輝夫, 山中 晃,辰巳明利,他 1名 :Nu-マウスに移植された肺クリプ トコッカ

ス症の増殖動態,同上学会 (62･6).

李 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺クリプ トコッカス症の1例,同上学会 (62.6).

塙 健,李 永浩,塩田哲広,枝堀 徹,住友伸一,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄,高橋清之 :BOOPが疑われた慢性肺炎の1例,同上学会 (62･6).

千原幸司,河原崎茂孝,岡田貿二,苗木 稔,渡部 智,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :巨大気腫性肺嚢胞

症の横隔膜とブラの運動の関係及び開胸下ブラ内圧との関係,第30回気胸研究会 (62･6).

糸井和美,カレッド･レシャード,高橋 豊,平田敏樹 :気腫性肺嚢胞症手術例の検討,同上学会 (62.6).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :自然気胸の診断における胸腔造影の検討,

同上学会 (62.6).

李 民実,李 美於,生島宏彦,千厩幸司,他 2名 :肋骨多発骨折により呼吸不全をきたした帽息患者にセラ

ミック肋骨ピンによる整復術を施行 し著明な症状の改善をみた一例,第54回日本救急医学会近畿地方会 (62.6).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 5名 :胸水を伴ったサルコイドーシスの一例,冒

本胸部疾患学会東海地方会 (62･6).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :肺真菌症に対する手術例の検討,静岡県外

科医会 (62.6).
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小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 2名 :縦隔脂肪腫が疑われた Morgagn孔-ルニアの 1治験例,第26回日

本肺癌学会中国四国地方会 (62.6).

呉 俊雄,根本 正,津田 透,宝恒太郎,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :胸壁欠損による慢性期 (術後14

年)動揺胸郭に対 して胸壁再建術を施行した 1治験例,第30回日本胸部外科学会関西地方会 (62･7).

大野暢宏,高嶋義光,その他 :当院における胸部外傷手術例の検討,同上学会 (62.7).

高嶋義光, 大野暢宏, 和田洋巳, その他 :急性呼吸不全を呈 した成人食道気管支湊の-手術例, 同上学会,

(62.7).

津田 透,根本 正,室恒太郎,呉 俊雄,松延政一,外相聖一,清水慶彦 :開胸術の術後出血動態の解析,

同上学会 (62.7).

山中 晃,山下直己,松井輝夫,辰巳明利,北野司久 :肺真菌症15例の臨床像と外科的治療,同上学会 (62.

7).

和洋 仁,小林 淳,清谷哲也,玉田二郎 :当科における胸部外傷例の検討,同上学会 (62.7).

千原幸司,河原崎茂孝,岡田賢二,青木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :横郭神

経麻捧症例の換気運動の検討,同上学会 (62.7).

高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,カレッド･レシャー ドー･肺真菌症に対する手術例の検討,同上学会 (62･7)･

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :自然気胸の術後再発例に対する再手術例,同上学会 (62.7).

河原崎茂孝,岡田英彦,他 4名 :嘱息重積状態と診断され,緊急気管切開にて救命 し得た気管結石の一例,同

上学会 (26.7).

榎掘 徹,李 永浩,塩田哲広,塙 健,小鰭 覚,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :巨大肺嚢胞症の術後遠隔成績,同上学会 (62.7).

小鰭 覚,李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :術後働管支癖の検討,同上学会 (62.7).

岡田英彦,河原崎茂孝,他 4名 :Eaton-Lambert症候群の1例,第47回日本肺癌学会関西支部,(62.7).

倉田昌彦,瀧 俊彦,竹田秋郎,他 4名 :中葉症候群を呈したサルコイドシーシの 1例,第31回近畿気管支鏡

懇話会 (62.7).

葉久貴司,小阪真二,他 3名 :アレルギー性気管支肺アスペルギルス症の 1例, 第40回高知県医師会医学会

(62.8).

小阪真二,井上寛治,宮本信昭,他 7名 :縦隔鏡検査の有用性について,同上学会 (62.8).

中山 正,小阪真二,他 3名 :当院における在宅酸素療法の検討,同上学会 (62.8).

清水慶彦 :適正な吻合とは,第 4回気管気管支再建術研究会 (62.8).

糸井和美,カレッド･レシャー ド,高橋 豊,平田政樹 :術後療病に対する持続硬膜外麻酔の経験,東海外科

学会総会 (62.9).

高嶋義光 :胸部写真読影会,坂井郡医師会 (62.9).

人見滋樹 :肺癌手術時,縦隔廓清の必要性に対する考察- No絶対的治癒切除相当例から- 指定討論,40

回日本胸部外科学会総会 (62.10).

田村康一,岡田貿二,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :胸骨正中切開による

両側臣大肺嚢胞症の手術,同上学会 (62.10).

千原幸司,河原崎茂孝,岡田賢二,青木 稔,渡部 智,田村康一,和田洋巳,人見滋樹,清水慶彦,松延政

一 :巨大気腫性肺嚢胞症の手術適応,同上学会 (62.10).

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己 :有療性慢性膿胸に対する有茎性大綱充填法,同上学会

(62.10).

渡部 智,中村達雄,五十部潤,清水慶彦,乾 健二,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,田村康一,和田洋巳,

人見滋樹 :気腫性肺嚢胞症.気腫性肺の病巣に対する Autosutureの応用,同上学会 (62.10).

塙 健,李 永浩,塩田哲広,枝堀 徹,住友伸一,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,
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池田貞雄 :気管軟化症の実験的研究,同上学会 (62.10).

塩田哲広,李 永浩,塙 健,榎掘 徹,小鯖 覚,住友伸一,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :自然気胸に対する外科治療の問題点,同上学会 (62.10).

船津武志,松原議人,榎掘 徹,小鮒 覚,塙 健,塩田哲広,李 永浩 , 住 友伸一,畠中陸郎,二宮和子,

池田貞雄 :巨大肺嚢胞症の手術,第49回日本臨床外科医学会総会 (62.10).

塙 健,李 永浩,塩田哲広,榎掘 徹,住友伸一,小鯖 党,畠中障郎,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :気管支嚢胞12例の検討,同上学会 (62.10).

小鯖 覚,松原義人,池田貞雄 :術後無気肺に関する臨床的検討,第39回日本気管食道科学会総会ならびに学

術講演会 (62.10).

津田 透,根本 正,室恒太郎,呉 俊雄,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :モルガニ孔-ルニアに対する経

胸的アプローチによる手術経験,第25回日本社会保険医学会 (62.10).

乾 健二,他 5名 :髄膜症を呈 した ミノマイシンによる PIE 症候群の一例,第33回日本麻酔学会関西地方

会 (62.10).

田村康一,千葉 渉,池 修,五十部潤,岡田賢二,千原幸司,青木 稔,和田洋巳,人見滋樹,中村達雄,

渡部 智,清水慶彦 :当院におけるレーザー治療の問鼠点 :特にその合併症に対する対策,第28回日本肺癌学会

総会 (62.ll).

光岡明夫,他13名 :一期的に右肺全摘術 (肺癌)と気管膜様部固定術 (気管気管支軟化症)を施行 した 2症例,

同上学会 (62.ll).

長谷川吉則,渡部 智,人見滋樹,他 4名 :気管支嚢胞の 1症例,第60回日本結核病学会,第30回日本胸部疾

患学会近畿地方会 (62.ll).

池田貞雄,李 永浩,塩田暫広,塙 健,榎掘 徹,小鯖 覚,二宮和子, 畠中陸郡,松原義人,船津武

志 :肺クリプ トコックス症の血清学的診断,同上学会 (62.ll).

李 美於,李 民実,生島宏彦,千原幸司,人見滋樹,他 1名 :最近経験したオウム病 (クラミジア肺炎)の

三例,同上学会 (62.ll).

黄 政龍,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,山下直己, 北野司久,他 2名 :本院の自然気胸112例の臨床的検

討一 特に異時性対側再発について,同上学会 (62.ll).

辰巳明利,黄 政龍,山下直己,松井輝夫,山中 晃,北野司久,他 3名 :チフス薗感染後43年を経て発症 し

た慢性膿胸の 1手術例,同上学会 (62.ll).

植田充宏,青木 稔,横見瀬裕保,岡田賢二,千原幸司,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :後縦隔に発生 した

気管支嚢胞の-切除例,同上学会 (62.ll).

千原幸司,河原崎茂孝,岡田賢二,斉木 稔,田村康一,和田洋巳,人見滋樹 :横隔膜と腹壁の振幅の関係,

同上学会 (62.ll).

KojiChihara,ShigekiHitomi :Effectsofgiantbullaonthediaphragm-ribcagemotionandpulm onary

function,lothAsia-PacihcCongressonDiseasesoftheChest,Taipei(1987,ll)･

カレッド･レシャー ド,平田政樹,高橋 豊,糸井和美,他 3名 :胸部外傷,自験例の検討,日本胸部疾患学

会東海地方会 (62.ll).

糸井和美,平田敏樹,高橋 豊,カレッド･レシャー ド:当院における間質性肺炎の診断について,同上学会

(62.ll).

平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,カレッド･レシャー ド,他 3名 :ステロイ ド治療中に縦隔気腫を合併 した特

発性間質性肺炎の1例,気胸研究会 (62.ll).

カレッド･レシャー ド,平田敏樹,高橋 豊,糸井和美,他 4名 :1年間でJL､拡大と間質影の増強を示 したび

まん性肺疾患の1例,びまん性肺疾患研究会 (62.ll).

榎掘 徹,畠中陸郎,李 永浩,塩田哲広,塙 健,八木一之,小鮒 覚,松原義人,二宮和子,船津武志,

池田貞雄 :肺癌が疑われた気管支内異物の1例,第32回近畿気管支鏡懇話会 (62.ll).

寺下-弥,宮本 親,光岡明夫,他 6名 :左肺下葉切除後,残存上葉が捻転壊死を生 じた肺癌の1例, 第142
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回近畿外科学会 (62.12).

李 永浩,塩田哲広,塙 健,横堀 徹,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田良

樵 :左肺全案切除後に発症 した心臓脱の 1例,同上学会 (62.12).

〔著 書〕

人見滋樹 :肺結核の外科療法,36:(148-152),内科 MooK,1987.

清水慶彦 :人工気管 (172-177),図説臨床看護医学 :人工臓器と臓器移植,同朋舎 (1987･8.31).

神頭 徹,他 4名 :Functionoflnterleukin2andReceptor;HumoralRegulationofIL2ReceptorSystem,

Gann･Monograph･1987･

神頭 徹,人見滋樹,他 1名 :生物活性を用いる測定法 :IL-2,新基礎生化学実験法,丸善.

〔誌 上 発 表〕

1. 腫 妨

寺田泰二,呉 俊雄,千原幸司,松延政一,外村聖一,清水慶彦 :肋骨骨折の整復により解除できた開胸術後

無気肺の2症例,日本胸部外科学会雑誌,35(2):232,1987.

高橋 豊,カレッド･レシャード,乾 健二,竹内吉菩 :横隔膜神経鞘腫の一例, 日本胸部外科学会誌,35

(4):80,1987.

安田雄司,小鰭 覚,畠中陸郎,松原義人,船津武志,池田貞雄 :胃転移を来した肺原発悪性線維性組織球腫

の 1例,日本胸部外科学会雑誌,35(4):84-89,1987.

田村康一,青木 稔,光岡明夫,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智,清水慶彦 :右開胸による肺癌縦

隔 リンパ節郭清術,日本胸部外科学会雑誌,35(5):722,1987.

室 恒太郎,呉 俊雄,寺田泰二,松廷政一,外村聖一,清水慶彦 :肺門 リンパ節転移を伴 った非定型気管支

カルチノイドの 1手術例,日本胸部外科学会雑誌,35(6):145-149,1987.

三宅正幸,伊藤元彦,住友伸一,光岡明夫,瀧 俊彦,人見滋樹 :縦隔原発の malignantgerm celltumorの

免疫組織化学的検討,日本胸部外科学会雑誌,35(6):792,1987.

住友伸一,三宅正幸,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,渡部 智 :胸膜肺削除術を行ったびまん型悪性胸膜中

皮腫の1例,日本胸部外科学会雑誌,35(6):908-912,1987.

安田雄司,横瀬 徹,塙 健,小鰭 覚,二宮和子,畠中陸郡,松原義人,船津武志,池田貞雄 :原発性胸

壁腫疫の臨床的検討,日本胸部外科学会雑誌,35(9):63-71,1987.

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己 :原発性肺平滑筋肉腫の1手術例と本邦報告例の検討,

日本胸部外科学会雑誌,35(9):1790-1795,1987.

瀧 俊彦,伊藤元彦,人見滋樹,清水慶彦,高嶋義光,千葉 渉 :気管に発生 した ExtramedullaryPlasma-

cytomaの 1例,日本胸部外科学会雑誌,35(12):2166-2171,1987.

辰巳明利,北野司久,藤尾 彰,朝倉庄志,松井輝夫 :肺癌を含む重複癌23例の臨床的検討, 肺癌, 27(2):

141-148,1987.

安田雄司,榎掘 徹,塙 健,小鰭 覚,二宮和子,松原義人,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :肺多発癌

の臨床的検討,肺癌,27(3):247-255,1987.

倉田昌彦,桑原正喜,他10名 :病理組織所見よりみた肺野型小型腺癌 (腫療径 2.0cm 以下)の術後健存率の

検討,肺癌,27(6):663-670,1987.

岡田貿二,他 1名 :啄抜中に砂粒体を認めた肺乳頭状腺癌の1例,肺癌,27,789,1987.

奥村典仁,寺町政美,岡田賢二,伊東政敏,井上律子,小林君美 :腫療内および局所 リンパ節にサルコイド様

反応を認めた肺癌の1症例,日本胸部疾患学会雑誌,25(3):360-364,1987.

寺町政美,江崎 寛,奥村典仁,岡田賢二,伊東政敏,井上律子,小林君美,他 2名 :後縦隔発生の Malig-

nantSchwanomaの 1例,日本胸部疾患学会雑誌,25(4):461-465,1987.
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カレッド･レシャー ド,高橋 豊,平田敏樹,糸井和美,他 3名 :原発性肺癌に対する腫療マーカーとしての

NeuronSpecificEnolase(NSE)の臨床的意義,日本胸部疾患学会雑誌,25(6):625-631,1987.

カレッド･レシャー ド, 糸井和美, 高橋 豊, 平田敏樹,他 4名 :名腫胸膜炎におけ る胸水腫揚 マーカー

(CEA,TPA,ADA,Ferritin,β2 マイクログロブ リン,Sialic acid)の臨床的意義,日本胸部疾患学会誌,25

(ll):1174,1987.

山中 晃,横堀 徹,加藤弘文,岡田慶夫 :Alpha-fetoprotein 産生肺癌の 1例,日本胸部疾患学会雑誌,25:

257-261,1987.

池 修,安田雄司,宮本雄司,宮本好博,青木 稔,畠中陸郎,松原義人,二宮和子,船津武志,池田貞雄,

高橋清之 :肺原発の hemangiopericytomaの 1例,日本胸部臨床46(3):230-233,1987.

寺田泰二,室恒太郎,呉 俊雄,松廷政一,外村聖一,千原幸司,伊藤元彦,清水慶彦 :SIADH を呈 し,原

発巣およびヌー ドマウス移植腫療により AI)H 産生が確認された肺小細胞癌の 1症例,日本胸部臨床,46(4):

328,1987.

松井祐佐公,渡部 智,人見滋樹,他 8名 :Malignantlymphomaoflymphomatoidgranulomatosistypeの 1

例,日本胸部臨床,46(8):669-680,1987.

池田貞雄,松原義人 :肺癌における各種鷹揚マーカーの臨床的意義,日本胸部臨床,46(12日 :983-990,1987.

北野司久,他 6名 :ヌー ドマウスを用いた制癌剤感受性試験の効果判定基準に関する研究,癌と化学療法,14

(3):680-686,1987.

伊藤元彦,カレッド･レシャー ド:経口抗癌剤 Carmofur の胸水への移行性に関する検討,癌と化学療法,

14(4):1167-1168,1987.

岡田賢二,井上律子,前里和夫,伊東政敏,小林君美 :CT 上腫痴内石灰化を認めた食道平滑筋腫の 1例,冒

本臨床外科医学会雑誌,48(3):369-372,1987.

田村康一,人見滋樹 :転移性肺腫癖の手術方針,外科診療,29(ll):1496,1987.

三宅正幸,伊藤元彦,光岡明夫,和田洋巳,青木 稔, 田村康一,人見滋樹 :縦隔原発の malignantgerm

celltumorの臨床的検討,日本外科学会雑誌,88(3):340,1987.

カレッド･レシャー ド, 人見滋樹 :癌性胸膜炎について- 癌性胸水の処置を中心に- , 日本医事新報,

3307:8,1988.

松原義人,横川智信,池田貞雄 :《各臓器ごとの腫疫マーカー》肺癌,内科,60(3):703-708,1987.

MasayukiMiyake,Motohikolto,AkioMitsuokaToshihikoTaki,HiromiWada,ShigekiHitomiandet

all:Alpha-FetoproteinandHumanChorionicGonadotroplnProducingLungCancer,Cancer59‥227,1987･

山中 晃,山下直己,松井輝夫, 辰巳明利,北野司久 :限局型線維性胸膜中皮腫の 1治験例,胸部外科,40

(13)'･1072-1075,1987.

平田敏樹,カレッド･レシャー ド,乾 健二,糸井和美,高橋 豊,他 2名 :食道嚢腫の 1例,京都大学結核

胸部疾患研究所紀要,20(1,2):20-26,1987.

池田貞雄,榎掘 徹,松原義人 :肺癌患者における血清 CA125測定の意義, 映像情報, 19(16):857-861,

1987.

池 修,人見滋樹 :肺癌,検査と技術,15(8)874-879,1987.

源河圭一郎,前里和夫,他10名 :TXNOMO 肺癌の治療,国療沖縄医誌,8(1):37-41,1987.

前里和夫,源河圭一郎,他 6名 :癌性髄膜症を併発 した肺小細胞痛の 1例, 国療沖縄医誌, 8(1):42145,

1987.

カレッド･レシャー ド,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹,他 3名 :胸水における各種パラメーターの検索 (そ

の 1;CEA,フェリチンおよびシアル酸について),第 6回陸揚マーカー研究会記録誌.

2. 胸腺 ･免疫

北野司久,藤尾 彰,辰巳明利,山中 晃,松井輝夫,他 2名 :心タンポナーデを合併 した悪性胸腺腫の2例,

胸部外科,40(8):669-674,1987.
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神頭 徹,

189,1987.

神頭 徹,

神頭 徹,

医学,5(9)

神頭 徹,

3. 結
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他 1名 :胸腺ホルモンによるインターロイキン2レシブタ-発現調節, 医学のあゆみ, 141(4):

人見滋樹,他 4名 :ヒトリンパ球の活性化とKOLT-2抗原,Medicallmmunology,14(1):91,1987･

他 6名 :IL-2レセプターにおけるシグナル伝達- 2種類の IL-2レセプターの役割について,実験

:811,1987.

他 4名 :インターロイキン2レセプターの発現調節,Biomedica,2(2):133,1987･

核

辰巳明利,北野司久,山中 晃,松井輝夫,山下直己,他 1名 :有療性慢性膿胸に対する有茎性大綱充填法,

胸部外科,40(2):86-87,1987.

カレッド･レシャー ド,糸井和美,高橋 豊,平田敏樹,他 4名 :最近経験 した粟粒結核10例の検討,呼吸 6

(1):72-77,1987.

4. 人工材料

千原幸司,河原崎茂孝,清水慶彦,五十部潤,寺田泰二,松延政一,水野 浩,人見滋樹,屋ケ田和彦,野口

康夫,三上 隆 :陰圧式人工呼吸器の開発,人工臓器,16(1):611-615,1987.

渡部 智,中村達雄,五十部潤,清水慶彦,河原崎茂孝,池 修, 千原幸司, 水野 浩, 田村康一, 他 1

名 :医用合成高分子材料の表面改質-シリコーンゴム製尿道カテーテル表面-の抗菌活性及び活滑性の付与,人

工臓器,16(3):1337-1340,1987.

中村達雄,五十部潤,池 修,渡部 智,清水慶彦,他 3名 :`̀ノ､イドロキシアパタイ ト含有生体内吸収性

ポリラクチ ド肋骨接合 ピンの実験的検討,人工臓器,16(3):1419-1422,1987.

田村康一, 河原崎茂孝, 池 修, 水野 浩,人見滋樹, 中村達雄, 五十部 潤,渡部 智, 清水慶彦 :

Polyurethaneを素材とする人工血管の開発,人工臓器16(3):1500,1987.

松原義人,畠中陸郎,小鰭 覚,塙 健,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :人工気管による気道再建術,冒

本外科学会雑誌,88(4):478-482,1987.

五十部潤,河原崎茂孝,水野 浩,寺田泰二, 中村達雄, 渡部 智, 松延政一, 清水慶彦 :ガス側 Oscilla-

tionによる膜型人工肺のガス交換効率の検討,TheJapaneseJournalofArtificialOrgans,16(1)‥658-661,1987･

清水慶彦 :ECMO,ECLA の現状と将来の展望,呼吸管理研究会会誌, 7:16-20,1987.

清水慶彦 :気管形成 ･人工気管の現状,オペナ-シンダ,2(9):5-13,1987.

千原幸司,河原崎茂孝,人見滋樹,清水慶彦 :携用用人工呼吸器の開発,病態生理,6:958-96,1987.

清水慶彦 :体外循環装置 ｢人工肺と熱交換器｣,日本体外循環技術研究会教育セミナーテキス ト,18-25,1987.

池田貞雄,松原義人,小鯖 覚 :人工気管関する研究の現況,AnnualReview 呼吸器,155-165,1987.

TatsuoNakamura,ShigekiHitomi,SatoshiWatanabe,YasuhikoShimizu,and3others:"SurglCalAppli-

cationofBiodegradableFilmspreparedfrom Lactide-E-CaprolactoneCopolymers''BiomaterialsandClinical

Applicationsp･759-764,editedbyA･Pizzoferrato,P･G･Machetti,A･RavaglioliandA J･C･Lee,EIsevier

SciencePubl.1987.

5. 心 ･血管

島本光臣,篠崎 拓,上野陽一郎,長谷川誠紀,有安哲哉,富谷 信,大久保憲一,秋山文弥 :急性期 Ⅰ型解

離性大動脈癖手術症例の検討,日本心臓血管外科学会雑誌,17(3):298,1987.

6. 移 植

人見滋樹,和田洋巳,青木 稔,山崎文郎,乾 健二,神頭 徹,李 民実 :肺移植の実際一温阻血保存と拒

絶反応,胸部外科,40:180,1987.
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和田洋巳,山崎文郎,横見瀬裕保,李 民実,神頭 徹,乾 健二,古木 稔,人見滋樹 :いぬ同種肺移植に

おける気管支吻合部拒絶反応についての検討,文部省班会議,仲田粧最終報告書,1987.

山崎文郎,横見瀬裕保,李 民実,神頑 徹,乾 健二,青木 稔,和田洋巳,人見磁樹 :いぬ自家肺移植に

おける温阻血時間 (WITJの検討,文部省妊会議,仲田粧最終報告書,1987.

7. 一般的胸部疾患

藤尾 彰,北野司久,辰巳明利,松井輝夫 :気管連を伴う縦隔腰湯の1治験例- 重篤感染巣に対する有茎大

網充填の有用性- ,日本胸部外科学会雑誌,35(9):124-127,1987.

千原幸司,人見滋樹 :胸壁再建,臨床胸部外科,7:427-433,1987.

人見滋樹 :胸腔鏡の有用性,日本胸部臨床,46(2):89-94,1987.

安田雄司,塙 健,榎掘 徹,小鰭 覚,住友伸一,二宮和子, 畠中陸郎, 松原義人, 船津武志, 池田良

雄 :リポイド肺炎の 1例,日本胸部臨床,46(6):473-476,1987.

朝田完二,常松建夫,土居裕幸,中山 正,中村隆澄,宮本信昭, 沼本 敏, 森本和夫, 橋口義久, 鈴木了

司 :肺犬糸状虫症の 1例,呼吸,6(1):105--109,1987.

岡田賢二,人見滋樹 :肺子宮内膜症,呼吸,6:705,1987.

二宮和子,松原義人,塙 健,榎堀 徹,住友伸一,小鰭 覚,畠中陸郎,船津武志,池田貞雄 :特発性間

質性肺炎における血清 LDH 意義,呼吸,6(10):1101-1106,1987.

池田貞雄 :慢性呼吸器感染症を対象とする Carumonam の臨床評価-Cefoperazoneを対照とする二重盲検比

較試験-,感染学雑誌,61(3):333-355,1987.

田村康一,人見滋樹 :漏斗胸の手術手技- 一腹直筋有茎性胸骨翻転術- ,外科治療57(6):603,1987.

池田貞雄,松原義人,畠中陸郎,船津武志 :両側肺手術における問題点,外科治療,57(4):357-364,1987.

岡田賢二,井上律子,伊東政敏,小林君美,他 2名 :選択的葉気管支内加圧による遷延性無気肺の治療経験.

日本臨床外科医学会雑誌,48(5):651-654,1987.

人見滋樹 :各種吻合術のコツ- 気管吻合手術,41(ll):1813-1820,1987.

寺田泰二,松廷政一,室恒太郎,呉 俊雄,干原幸司,外村聖一,清水慶彦 :重症マイコプラズマ肺炎に対す

る-イドロコーチゾン併用療法の意義,日本胸部疾患学会雑誌,25(2):203,1987.

池田貞雄 :気管気管支軟化症について (TracheobronchomalaciaJ,日本胸部疾患学会雑誌,25(5):491-493,

1987.

安田雄司,塙 健,小鰭 覚,松原義人,畠中陸郎,二宮和子,船津武志,池田貞雄 :慣性壊死性肺アスペ

ルギルス症の 1例,日本胸部疾患学会雑誌,25(12):1386-1390,1987.

千原幸司,人見滋樹 :老年者における異常陰影とその鑑別診断,横隔膜異常影, 老年医学, 25:1507-1518,

1987.

カレッド･レシヤー ド,高橋 豊,乾 健二,糸井和美,他 4名 :ノルフロキサミンの呼吸器感染症に対する

臨床的研究,診療と新薬,24(3):153-158,1987.

人見滋樹,腕頭動脈蛇行症,日経メディカル,10:193-194,1987.

松延政一 :胸部Ⅹ線読影について (Ⅳ),大津市医師会雑誌,10(4):27-31,1987.

松延政一 :胸部Ⅹ線読影について (Ⅵ),大津市医師会雑誌,10(ll):9-10,1987.

松建政一 :胸部Ⅹ線読影について (III),大津市医師会雑誌,10(1):41-43,1987.

松延政一 :胸部X線読影について (V),大津市医師会雑誌,10(7):20-24,1987.

人見滋樹,他 9名 :CT によるびまん性肺病変の解析,気管支学,9(2):122-128,1987.

カレッド･レシャー ド,乾 健二,高橋 豊,糸井和美,平田敏樹 :気管支動脈結染切除術の経験,日本呼吸

器外科学会誌,1(2):93,1987.

畠中陸郎 :気管 ･気管支軟化症の診断と治療 ･気管支嘱 息 と `̀誤診"され,いっまでも治らない例もある,毎

日ライフ,7:79-83,1987.

桑原正喜 :くりかえす肺炎- 『カニ』の肉による気管支内異物症-,月刊 ドクターズレビュ-,3(1):64-66,
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1987.

渡部 智,清水慶彦,住友伸一,光岡明夫,田村康一,和田洋巳,伊藤元彦,人見滋樹,高嶋義光,松延政一,

加藤弘文 :アルミナセラミック肋骨接合 ピンの臨床的検討,OrthopaedicCeramicImplants,5‥19-24,1985･

〔胸部外科学部門主催講演会つ

62.5.30

未舛恵一,(国立がんセンター副院長):がんの狩人

62.6.1

属 富錦,(中国医科大学胸部外科助教授):自家肋骨を用いた気管 ･気管支補填術 (inEnglish)

62.6.29

津川 力,(兵庫県立子供病院外科部長):小児の気管 ･気管支形成術

62.9.28

尾本良三,(埼玉医大外科第 1講座教授):ドプラ断層心エコーと心弁膜症の外科

62.10.12

中村博行,(大阪成人病センター内科部長):骨髄移植の実際

62.10.13

PattersonA･,(AssistantProfessor,ThoracicSurgeryUniversityofTorontoCanada):LungTransplantation

62.ll.9

GallettiP･,(Vice-PresidentIirownUniversity):Discussionaboutthoracicsurgeryandpolymers

62.ll.9

WaHuaiShen,(ShanghaiChestHospital):Surgicaltreatmentofsmallcelllungcancer

62.12.10

SofferA･,(EditorinChiefChest)･'Discussionaboutthenewcuriassrespiratorsynchronizingwith spon-

taneousrespiration

62.12.18

仁井谷久暢,(日本医大臨床病理学教授):最近の肺癌の化学療法とその問題点

病 理 学 部 門

〔学 会 発 表〕

吉岡秀幸,吉田治義,土井俊夫,演島義博,武曽恵理,三宅健夫,樋口嘉一,細川昌則,竹田俊男 :老化促進

モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅩⅤⅠ,腎病変の免疫組織学的検討,第76回日本病理学会,(昭62.

3).

梅沢真樹子,花田敬吾,細川昌則,黒住真史,細野正道,細川友秀,竹田俊男 :老化促進モデルマウス(SAM)

に関する実験的研究 ⅩⅩⅤⅠⅠ,食餌制限による促進老化抑制機序,第76回日本病理学会,(昭62.3).

花田敬吾,梅沢真樹子,小岸久美子,光岡明夫,細野正道,細川友秀,馬場満男,竹田俊男 :老化促進モデル

マウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅩⅤⅠⅠⅠ,SAM の免疫応答能について,第76回日本病理学会,(昭62.3).

川又敏男,秋山治彦,田中静吾,杉山 博,秋口一郎,八木秀雄,樋口嘉一,細川昌則,竹田俊男 :老化促進

モデルマウス (SAM)に関する実験的研究 ⅩⅩⅠⅩ,加齢によるコリン作動性上行性網様系の変化と脳幹部ダリオ

ーシスについて,第76回日本病理学会,(昭62.3).

陳 文熊,小野等陸,細川昌則,松下隆寿,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実験的研究

XXX,SAM に自然発症する変形性顎関節症について,第76回日本病理学会,(昭62.3).

細川昌則,坪山直生,米津智徳,陳 文熊,入野美香,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実
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験的研究 XXⅩⅠ,SAM に発症する老年性白内障について(2),第76回日本病理学会,(昭62.3).

内木宏延,米津智確,樋口嘉一,芋谷厚志,細川昌軋 竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する実

験的研究 ⅩⅩⅩⅠⅠ,SAM における HDL代謝一特に apoA-Ⅱクリアランスと老化アミロイド蛋白質沈着との関

連について,第76回日本病理学会,(昭62.3).

川又敏男,中村慎一,秋山治彦,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男,三好巧峰 :脳内 NADPH-diaphorase陽性

神経細胞の加齢変化について-ImageAnalysingComputerによる分析-,第28回日本神経学会,(昭62.5).

川又敏男, 中村慎一,秋山治彦,秋口一郎,亀山正邦, 竹田俊男 :加齢により部位特異的変化を示す脳 内

NADPH-diaphorase陽性神経細胞の定量的検討,第28回日本神経病理学会,(昭62.6),

吉岡秀幸,租田雅美,三宅健夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)における Peyer板の加齢による免

疫組織化学的変化,第 1回加齢と消化器研究会,(昭62.6).

竹田俊男 :老化病態自然発症モデル動物としての SenescenceAcceleratedMouse(SAM)-開発とその意義-,

特別講演 ･第 1回加齢と消化器研究会,(昭62.6).

陳 文熊,小野尊睦,細川昌則,竹田俊男 :自然発症変形性顎関節症モデルマウスの開発一老化促進モデルマ

ウス (SAM)を用いた実験的研究一,第 8回顎関節研究会,(昭62.7).

吉岡秀幸,三宅健夫,大塩学而,演島義博,樋口嘉一,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)におけるパ

イエ ル板の免疫組織化学的検討,第18回消化器と免疫研究会,(昭62.8).

芋谷厚志,田中俊宏,錦織千佳子,宮地艮樹,今村貞夫,細川昌則,竹田俊男 :Reducedsecretionortype班

procollageninapatientwithEhlers-Danlossyndrome,第12回日本研究皮膚科学会,(昭62.8).

坪山直生,笠井隆一,奥村秀雄,山室隆夫,松下 睦,花田敬吾,細川昌則,竹田俊男,細野正道 :自然発症

骨粗寿症マウス (SAM-P/6)の骨壷に対する骨髄キメラ作成の影響, 第 2回日本整形外科学会基礎学術集会,

(昭62.9).

竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)の遺伝環境-とくに老化諸病態との関連において-,シンポジウム

<遺伝環境と寿命 ･老化>日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

内木宏延,樋口京-,米津智徳,芋谷厚志,細川呂則,竹田俊男 :SAM における HDL代謝Ⅲ-マウス老化

アミロイ ド前駆タンパク質 apoA一江クリアランスの加齢に伴う特異的元進及び apoA-Ⅱ臓器分布の加齢変化につ

いて-,日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

細川昌則,芦田 靖,坪山直生,陳 文黙,入野美香,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に自然発症

する老年性白内障にについて (Ⅱ)-新たに SAM-R/3マウスより分離された白内障マウスの諸特性-,日本

基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

陳 文黙,小野尊睦,細川昌則,松下隆寿,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)顎関節の加齢変化-と

くに自然発症変形性顎関節症モデル (SAM-P/3)の開発-,日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

坪山直生,松下 睦,奥村秀雄,山室隆夫, 花田敬吾,竹田俊男 :SAM-P/6 にみる骨粗寿症の遺伝的解析

(Ⅰ)一高骨量系 (SAM-P/2)との F1-イブリッド(SAM-P/2×SAM-P/6Fl)の骨量加齢変化 について-, 冒

本基礎老化学会第11回大会,(昭62･10).

入野美香,徳永力雄,八木秀雄,秋口一郎,細川昌則,竹田俊男 :学習 ･記憶障害モデルSAM-P/8系脳幹部

の海綿状変性について-とくに超徴形態学的観察による病変成立過程の解析-,日本基礎老化学会第11回大会,

(昭62.10).

八木秀雄,秋口一郎,加藤星河,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウスSAM-P/8の加齢に伴う記憶障

害一特に受動的回避反応における獲得障害について-,日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

花田敬吾,細川友秀,細野正道,小岸久美子,細川昌則,竹田俊男 :老化促進モデルマウス SAM-P/1におけ

る invitro一次抗 ヒツジ赤血球低応答性の遺伝的解析,日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

梅沢真樹子,花田敬吾,黒住寅史,細川昌則,細野正道,細川友秀,竹田俊男 :免疫能よりみた食餌制限によ

る老化制御メカニズムの解析,日本基礎老化学会第11回大会,(昭62.10).

田中静吾,八木秀雄,川又敏男,秋口一郎,中村重信,細川昌則,竹田俊男,亀山正邦 :学習 ･記憶障害と脳

内モノアミン系の関連一学習障害を示す老化促進モデルマウス (SAM)の脳内モノアミン分布-,第29回日本老
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年医学会総会,(昭62.10).

吉岡秀幸,吉田治義,稲田雅美,宮田 学,三宅健夫,竹田俊男 :老化促進モデルマウス (SAM)に関する腎

病変の免疫組織学的検討,第29回日本老年医学会総会,(昭62.10).

Naiki,H･,Higuchi,K･,Yonezu,T･,Hosokawa,M･andTakeda,T･:Age-relatedspecificaccelerationof

serum clearancerateofsenileamyloidrelatedhighdensltylipoproteinapoproteinA-ⅠIinSenescenceAcce-

leratedMouse,VthInternationalSymposium onAmyloidosis,1987(Hakone,JapanOct･26-28)･

Takeda,T･,Higuchi,K.,Hosokawa,M･:ASsAMamyloidosisispresentinagingmiceofmanystrains,

notonlyinSAM,VthlnternationalSymposium onA-yloidosis,1987(Hakone,JapanOct･26-28)･

Shimizu,K･,Higuchi,K･Matsushita,M･,Yamamuro,T･andTakeda,T.:Immunohistochemicalstudies

ofage-associatedamyloiddepositioninthejointofsenescence-acceleratedmouse(SAM),VthInternational

Symposium onAmyloidosis,1987(Hakone,JapanOct･26-28)･

Yonezu,T･,Higuchi,K･,Tsunasawa,S･,Sakiyama,F･,Kunisada,T･,Yamagishi,H･,Naiki,H･and

Takeda,T･:Biochemicalandgeneticcharacterizationofmurinesenileamyloidosis,VthInternationalSym-

posium onAmyloidosis,1987(Hakone,JapanOct･26-28)･

Matsushita,M･,Tsuboyama,T･,Okumura,H･,Takeda,T･andYamamuro,T.-･Therelationshipbetween

bonelosswithageandPTH levelintheSenescenceAcceleratedMouse(SAM),IstInternationalConference,

OnNew ActionofParathyroidHormone,1987(Kobe,JapanOct･26-31)･

坪山直生,奥村秀雄,山室隆夫,松下 睦,花田敬吾,竹田俊男 :新生仔骨髄キメラ作成によるマウス系統固

有骨量の修飾,自然発症骨粗髭症系 (SAM-P/6)を用いて,第 7回骨粗素症研究会,(昭62･11).

〔誌 上 発 表〕

Higuchi,K･,Monge,J･C･,Lee,N･,Brewer,H･B･Jr･,Sakaguchi,A･Y･,andNaylor,S･L･:Thehuman

apo I!-100gene:ApoB-100isencodedbyasinglecopygeneinthehumangenome,Biochem･ Biopysh･

Res･Commun･144･1332-1339,(1987)･

Hospattankar,A･V･,Higuchi,K･,Law,S･W･,Maglin,N.,andBrewer,H･B･Jr･:Identificationofanovel

translationalstopcodoninhumanintestineapoBmRNA,Biochem･ Biophys･Res･Commun･148,2791285,

(1987)･

Law,S･W･,Grant,S･M･,Higuchi,K･,Hospattankar,A･V･,Lackner,K.,Lee,N･,andBrewer,H･B･Jr･:

HumanliverapolipoproteinI〕-100CDNA :Completenucleicacidandderivedaminoacidsequence,Proc･

Natl.Ac礼d.Sci･U･S･A･83･8142-8146,(1986)･

Law,S･W･,Monge,J･C･,Lackner,K･L,Grant,S･M･,Higuchi,K･,Hospattankar,A･Ⅴ･,Hoeg,J･M･,

Gregg,R･,Lee,N･,Sakaguchi,A･Y･,Naylor,S･L･and Brewer,H･B･Jr･:Human apolipoprotein B:

CloningandanalysュsOHiverandintestinalmRNAandtheirexpressioninpatientswithabetalipoproteinemial

in`̀CardiovascularDisease''ed･L L Gallo,Plenum PublishingCorp･pp･2ト32,(1987)･

Yonezu,T･,Tsunasawa,S･,Higuchi,K･,Kogishi,K･,Naiki,H･,Hanada,K･,Sakiyama,F･and Takeda,

T.:A molecular-pathologicapproachtomurinesenileamyloidosis･Serum precursor-apoA-IIvariant(proS･

glu)presentsonlyinamyloidosisproneSAM-P/iand-P/2mice,Lab･Invest･57:65-70,(1987)･

Hosokawa,T･,Hosono,M･,Higuch,K･,Aoike,A,･Kawai,K･andTakeda,T･･･Immuneresponses in

newlydevelopedshort-livedSAM miceI･ Age-associated earlydeclineinimmuneactivitiesofcultured

spleencells,Immunology62:419-423,(1987)･

Hosokawa,T.,Hosono,M･,Hanada,K･,Aoike,A.,Kawai,K･andTakeda,T･:Immuneresponsesin

newlydevelopedshorトlivedSAM miceIL SelectivelyImpairedT helpercellactivltylninvitroantibody

response,Immunology62:425-429,(1987)･

杉山 博,秋山治彦,秋口一郎,亀山正邦,竹田俊男 :学習障害を示す老化促進モデルマウス (SAM)の海馬

CAl錐体細胞における dendriticspinesの減少-Golgi法による定量的検討,臨床神経学27:841-845(1987).
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竹田俊男 :老化モデル動物(2)マウス (SAM)生物科学シリーズ老化 6,臨床科学,23:345-352(1987).

米津智徳,竹田俊男 :マウス老化アミロイド症,特集-アミロイ ド,Dementia1:119-125(1987).

樋口嘉一,竹田俊男 :老化とアミロイドーシス,内科 MooK35アミロイドーシス :251-259(1987).編集,

荒木淑郎,金原出版.

竹田俊男,樋口嘉一 :老化とアミロイド.アミロイドーシスー皮膚と全身- :21-30(1987)編集,大橋 勝,

名古屋大学出版会.

2. 臨床病理

｢二誌 上 発 表〕

寺町政美,江崎 寛,奥村典仁,岡田賢二,伊東政敏,井上律子,小林君美,内木宏延,竹田俊男 :後縦隔発

生の MalignantSchwannomaの1例,日本胸部疾患学会雑誌,25:461-465(1987).

Ogawa,K･,Kin,Y-C.,Nakashima,Y･,Yamabe,H･,Takeda,T･and Hamashima,Y･:Expression of

epithelialmarkersinsarcomatoidcarcinoma:animmunohistochemicalstudy,Histopathologyll:5111522

(1987)･

3. 病理学部門主催特別セミナーおよび講演会

Seminar

to

WelcomeProfessorEarlP.Benditt

On

SenescenceAcceleratedMouse(SAM)

2:00P.M･,Oct.20,1987

TheConferenceRoom ofChestDisea.seResearch

lnstitute,KyotoUniversity,Kyoto,Japan

ToshioTakeda,M･D∴ OpeningRemarks･

MasanoriHosokawa,M･D･,Mafumi KurozumiM･T･,YasushiAshida,MIVM･:IntroductiontoSenes-

cenceAcceleratedMouse(SAM)･

SazukuNishitani,MIS･:ChromosomeAberrationsinSAM.

MasamichiHosono,Ph･D･,KeigoHanada,M･VM.,MakikoUmezawa,M･Ds･,TomohideHosokawa,

Ph.D･:ImmunologlCalFunctionsinSAM andAging･

ShujiTakeshita,Ph･D･:MorphologlCalStudiesofSenileAmyloidosisinSAM･

KatsujiShimizu,M･D･:AgingandArticularAmyloidDepositioninSAM･

TomonoriYonezu,BIAgr･,KeiichiHiguchi,Ph.D･:BiologicalandMolecularGeneticStudiesofSenile

AmyloidosisinSAM･

Hironobu Naiki,M･D･,AtushiUtani,M･D.:Metabolisln OfSenileAmyloid Precursorand Amyloid-

genesis･

TadaoTsuboyama,M･D･,ChenWen-Hsi,D･DM･:SenileOsteoporosisandDegenerativeArthritisinSAM･

HideoYagi,M･D･,SeikaKatol-,M･D･,Mikalrino,Ph･D･,AkiraOhta,R･F∴ AgeRelated Lossof

LeaningAbilityandMemory･

ToshioKawamataJM･D･,SeigoTanaka,M･D･,IchiroAkiguchi,M･D･:MorphologlCalChangesofthe

CentralNervousSystem inSALM.

EarlP･Benditt,M･D･:SpecialComments･
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SpecialLecture

Dr.EarlP.Benditt

ProfessorandChairman,

Departmentoff'athology

UniversltyOfWashington,

Seattle,U.S.A.

Title:AmyloidosisSAA GeneFamilyExpressionintheMouse

Seminar

to

WelcomeProfessorTsuranobuShirahama

On

SenescenceAcceleratedMouse(SAM)

1:00P･M･,Oct･29,1987

TheConferenceRoom ofChestDiseaseResearch

lnstitute,KyotoUniversity,Kyoto,Japan

ToshioTakeda,M･D･:OpeningRemarks

MasanoriHosokawa,M･D･,MafumiKurozumi,M･T･,YasushiAshida,M･VM･,AtsushiUtani,M.D.

Sazuku Nishitani,M･S･,ToshioTakeda,M･D･:IntroductiontoSenescenceAcceleratedMouse(SAM).

ShujiTakeshita,Ph･D･,KatsujiShimizu,M･D･,Hironobu Naiki,M･D･,TomonoriYonezu,B･Agr･'･

UltrastructuralStudiesofSenileAmyloidosisPrecursorProteinCSASsAM.

TadaoTsuboyama,M･D･,ChenWen-Hsi,D･DM∴ SenileOsteoporosisandDegenerativeArthritisinSAM.

KeigoHanada,M･VM･,MasamichiHosononoIPh･D∴ ImmunologicalFunctionsinSAM andAging･

MakikoUmezawa,M･Ds･l･NutritionalEffectonAging･

HideoYagi,M･D･ISeikaKatohIM･D･,AkiraOhta)R･F･:AgeRelatedLossofLeaningAbilityand

Memory･

SeigoTanaka,M･D･,ToshioKawamata,M･D･･･MorphologlCaland13iochemicalChangesoftheCentral

NervousSytem inSAM･

MikaIrino,Ph･D･:UltrastructuralStudiesofSpongiform DegenerationinBrainStem ofSAM.

TsuranobuShirahama,M･D･:SpecialComments

Special Lecture

Dr.TsuranobuShirahama

Professor,Dept･ofMedicine,

BostonUniv･SchoolofMedicine,

ThorndikeMemorialLab.,

Boston,U･S.A.

演題 :形態学からみたアミロイド発生論

胸部研特別セミナー

第134回 昭和62年10月22日

第135回 昭和62年10月28日

第136回 昭和62年11月6日

第137回 昭和63年 1月25日

ヒト多剤耐性遺伝子 (mdrl):京都大学 ･農学部 植田和光

From genestostructuralmorphogeneis:CaliforniaInstituteofTechnology

EliasLazarides

SV40による多段階発癌 :神奈川県立がんセンター 安本 茂

カルシウムイオンによる細胞骨格制御 :大阪大学 ･医学部 祖父江憲治
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第138回 昭和63年 3月2日

第139回 昭和63年 3月5日

第140回 昭和63年 3月15日

第141回 昭和63年 3月18日

第142回 昭和63年 3月23日

第143回 昭和63年 3月30日

第144回 昭和63年 3月31日
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熱ショック応答と細胞骨格 :東京都臨床医学総合研究所 矢原一郎

ウィルス学領域におけるトランスジェニックマウスの利用 :東京大学 ･医科学

研究所 岩倉洋一郎

放射線誘発胸腺腫発生の細胞性機構 :放射線医学総合研究所 佐渡敏彦

invitroにおける血液幹細胞の分化 :自治医科大学 須田年年

ゾウリ虫の老化と寿命 :奈良女子大学 ･理学部 高木由臣

蛋白質一次構造決定の現状 :大阪大学 ･蛋白質研究所 綱沢 進

老化に伴う DNA の変化 :京都大学 ･放射線生物研究センター 小野哲也

免 疫 学 部 門

〔学 会 発 表〕

桂 義元 :T細胞の初期分化.文部省科学研究費総合研究B公開シンポジウム.1987,3,東京.

細野正道 :SAM 免疫能の invitro解析.第 1回 SAM 京都シンポジウム,1987,3,京都.

細野正道,矢野勝喜,桂 義元,高橋清人 :抗原特異的免疫不応答の-機構としての自然免疫寛容成立.第58

回日本動物学会,1987,10,富山.

Okada,Y･,Hirayoshi,K･,Nishikawa,S･andKatsura,Y∴ DNA･mediatedgenetransferintomyelomaCells

byelectroporationusinganoveltypeofrectangular-pulsegenerator･J･Physiol･Soc･Japan,1987,4･

細野正道,藤原道夫,桂 義元,細川友秀 :同一 MHC 個体問での混合 リンパ球反応に携わる細胞の加齢変

化.第11回日本基礎老化学会,1987,10,大阪.

杉田昌彦,熊谷俊一,波内俊三,鍔田武志,梅原久範,石田 博,東 二郎,岩井一宏,井村裕夫 :全身性エ

リテマ トーデス (SLE)患者末棺 リンパ球より樹立した,tITLV-1感染で細胞株の解析.第37回日本アレルギー

I学会総会,1987,10,東京.

鍔田武志,桂 義元,熊谷俊一,井村裕夫 :Scatchard解析による抗 DNA抗体のアフィニティーの測定とそ

のレパー トア研究-の応用.同上学会,1987,10,東京.

細野正道,黒住貢史,桂 義元 :MHCクラスⅢ抗原反応性胸腺細胞の寛容誘導 :新生仔寛容誘導細胞の胸腺

内分布について.第17回日本免疫学会総会,1987,ll,金沢.

藤本真慈,戸田雅昭,桂 義元,山岸秀夫 :4過齢のマウス胸腺細胞に存在する小環状 DNA とT細胞レセ

プター α鎖遺伝子再配列の関連.同上学会.

鍔田武志,西川伸一,平芳一法,行徳淳一郎,桂 義元 :長期骨髄培養より得たス トローマ細胞依存性B系細

胞株の解析.同上学会.

行徳淳一郎,魚住公治,富田由美子,高沖悠子,桂 義元 :T系列幹細胞と赤白血球系列幹細胞の分離.同上

学会.

魚住公治,行徳淳一郎,苫名 充,喜納辰夫,桂 義元 :T細胞系幹細胞に対する 5-月uorouracil(5-FU)の影

響.同上学会.

渡部艮広,芋津山正典,行徳淳一郎,高沖悠子,広川勝豊,桂 義元 :proT細胞の分化能の解析.同上学会.

広川勝塁,芋津山正典,桂 義元,佐渡敏彦 :胸腺内T細胞の増殖分化とその禾栴移住の加齢に伴う変化 :胸

腺内骨髄細胞直接注入法による研究.同上学会.

生田宏一,小川峰太郎,桂 義元,西川伸一 :Bリンパ球を含む様々な血液系細胞の増殖を支持するス トロー

マ細胞株の樹立.血液細胞の分化決定機構解析のための実験系の確立.同上学会.

西川伸一,小川峰太郎,行徳淳一郎,菊谷 仁,岸本忠三,桔 義元 :ス トローマ細胞依存性B系細胞の増殖

を抑制するモノクローナル抗体.同上学会.

小川峰太郎,生田宏一,桂 義元,西川伸一-:B細胞白血病化のクローンレベルでの解析.同上学会.

平芳一法,岡田泰仲,西川伸一,桂 義元 :高電圧パルスによるマウスミエローマ細胞-の遺伝子移入.同上
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学 会 .

木梨達雄,稲葉カヨ,鍔田武志,田代 啓,RonaldPalacios,本庶 佑 :Invitroにおける ⅠL-3依存型 pro-B

細胞株のB細胞-の分化.同上学会.

〔誌 上 発 表〕

桂 義元 :胸腺内細胞移入によるT細胞分化の解析.Medicallmmunology,14(2),219-223,1987,

Amagai,T.,Kina,T･,Hirokawa,K･,Nishikawa,S･,Imanishi,J･,andKatsura,Y･:Dysfunctionofirradiated

thymusforthedevelopmentofhelperT cells･J･Immuno1.,139,358-364,1987.

Hosono,M･,Hosokawa.T･,Kina,T･and Katsura,Y.:Neonataltoleranceinductioninthethymusto

MHC-classⅢ -associatedantigens･Ⅲ･Slgnlficanceofhemopoieticstem cellforinductionandmaintenanceof

MIstolerancebycontinuoussupplyoftoleranceJnducing nonlymphocytes･ CelL Immunol･,108,162-174,

1987.

細野正道 :免疫寛容の機序.臨床免疫,19,6ト67,1987.

Kina,T･,Nishikawa,S･,Amagai,T･andKatsura,Y･:ConcanavalinA一mediatedpolyclonalhelperassay

ofnormalthymocytesanditsusefortheanalysisOfontogeny･ Thymus,9,159-172,1987･

Fujimoto,S･andYamagishi,H･:IsolationofanexcisionproductofTICellreceptorα-chaingenerearrange-

ments･ Nature,327,242-243,1987.

Hosokawa,T･,Hosono,M･,Higuchi,K･,Aoike,A･,Kawai,K･andTakeda,T∴ Immune responsesin

newlydevelopedshortllivedSAM mice･ I･Age-associatedearlydeclineinimmuneactivitiesofcultured

spleencells･ Immunology,62,419-423,1987･

Hosokawa,T･,Hosono,M･,Hanada,K･)Aoike,A･,Kawai,K･and Takeda,T･:Immuneresponsesin

newlydevelopedshortllivedSAM mice･ Ⅲ･SelectivelyimpairedT helpercellactivityininvitroantibody

response･ Immunology,62,425-429,1987･

Hirayoshi,K･,Nishikawa,S･,Kina,T･Hatanaka,M･,Habu,S･,Nomura,T･and Katsura,Y.:Immuno･

globulinheavychaingenediversi丘cationinthelong-term bonemarrow cultureofnormalmiceand mice

withseverecombinedimmunodeficiency･ Eur･J･Immunol･,17,1051-1057,1987.

熊谷俊一,鍔田武志 :AIDS に関する話題.臨床免疫,19(2),139-145,1987.

西川伸一,鍔田武志 :B細胞の増殖とその異常.代謝,24,臨時増刊 ｢免疫 '87｣,153-159,1987.

〔著 書〕

Tsubata,T･,Kumagai,S･,Imura,H･,Nishikawa,S･,andKatsura,Y･:Studyofanti-DNA repertoireof

normalandlupusmice･ New HorizonsinAnimalModelsf♭rAutoimmuneDisease,eds･byKyogoku,M･

andWigzell,H･AcademicPressJapan,p･177-182,1987･

細 胞 化 学 部 門

〔誌 上 発 表〕

Saga,S･,Nagata,K･,Chen,W･-T･,andYamada,K･M･:pH-dependentfunction,purification,and intra-

cellularlocationofamajorcollagen-bindingglycoprotein･ J･CellBiol･105:517-527(1987)･

Hirayoshi,K･,Nishikawa,S･,Kina,T･,Hatanaka,M･,Habu,S･,Nomura,T･,andKatsura,Y･:Im-un0-

globulinheavychaingenediversificationinthelongterm bonemarrowcultureofnormalmouseandmouse

withseverecombinedimmunodeficiency･ Eur･J･Im-unol･17:1051-1057(1987)I

Mori,K･,Sabe,H･,Shiomi,H･)Iino,T･,Tanaka,A･,Takeuchi,K･,Hirayoshi,K･,andHatanaka,M･:
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ExpressionofaprovirusofhumanTcellleukaemiavirustypeIbyDNA transfection･J･GentVirol･68:

499-506(1987).

Hatanaka,M･,Sabe,H･,Tanaka,A･,Mori,K･,Shiomi,H･,Nam,S.,Adachi,Y･,Itamura,S･,andHirayoshi,

K∴ GenomicexpressionofhumanT-1ymphotropicvirus(HTLV-1)･ AIDSRest2:S579-S585(1986)･

Shida,H･,Tochikura,T･,Sato,T･,Konno,T･,Hirayoshi,K･,Seki,M.,Ito,Y･,Hatanaka,M･,Hinuma,

Y･,Sugimoto,M･,Takahashi-Nishimaki,F.,Maruyama,T･,Miki,K･,Suzuki,K･,Morita,M･,Sashiyama,H･

andHayami,M.:EffectoftherecombinantvacciniavirusthatexpressHTLV-1･EMBO J･6:3379-3384

(1987).

Tsuboi,K.,Hirayoshi,K･,Takeuchi,K･,Sabe,H･,Shimada,Y･,Ohshio,G･,Tobe,T･,andHatanaka,M･:

Expressionofthec-mycgeneinhumangastrointestinalmalignancies･ Biochem･Biophys･ResIComm･146:

699-704(1987)･

永田和宏 :トランスホ-メ-ション感受性をもつ新しい熱ショック蛋白質.蛋白質 ･核酸 ･酵素,32:1012-

1018(1987).

永田和宏,平芳一法 :熱ショック蛋白質の発現と機能.日本-イパーサーミア誌,3:135-154(1987).

永田和宏,平芳一法 :細胞骨格と細胞運動-アクチンとアクチン結合蛋白質.呼吸,6:1324-1331(1987).

Maeda,M･,Arima,N.,Daitoku,Y.,Kashihara,M･,Okamoto,H･,Uchiyama,T"Shirono,K･,Matsuoka,

M"Hattori,T･,Takatsuki,K.,Ikuta,K･,Shimizu,A･,Honjo,T･andYodoi,J･:Evidencefortheinterleukin-2

dependentexpansionofleukemiccellsinadultT cellleukemia,Blood70:140711411,1987･

1kai,K･,Uehiyama,T.,Maeda,M.andTakigawa,M･:S6zary-likesyndromeina10-year-oldgirlwith

serologlCevidenceofHTLV-Iinfection･ Arch･Dermatol･123:1351-1355,1987･

Yodoi,J･,Tagaya,Y･,Okada,M･,Taniguchi,Y･,Hirata,M･,Naramura,M･andMaeda,M･:Interleukin-2

receptor-inducingfactor(S)inadultT cellleukemia･ ActaHematol･78(suppl･1):56163,1987･

前田道之 :T細胞レセプター遺伝子の再編成.臨床免疫,19(suppl･2･):66-74,1987･

前田道之 :T細胞レセプター遺伝子を用 いた ATL成立過程の解析. 日本皮膚科学会誌,97:1373-1375,

1987.

佐野 統,加藤治樹,杉野 成,近藤元治,熊谷俊一,前田道之 :全身性エリテマ トーデス患者 にみ られ る

ATLA 抗体の偽陽性に関する研究.アレルギー,36:213-221,1987.

〔学 会 発 表〕

永田和宏 :トランスフォーメイション感受性の新 しい熟ショック蛋白質 (HSP47)第46回日本癌学会,総会

ワークショップ ｢温熱療法の適用と限界｣昭和62年 9月,東京.

乎芳一法,小原政信,佐賀信介,K･M･Yamada,永田和宏 :Transformation-sensitive heat-shock protein

(HSP47)の転写レベルでの調節.同上学会.

佐賀信介,永田和宏,K･MIYamada:Transformation-sensitiveheat-shockprotein(HSP47)の精製と細胞内局

荏,同上学会.

永田和宏 :トランスフォーメイション感受性熟ショック蛋白質の転写レベルでの発現調節.第 4回日本-イパ

ーサーミア学会,昭和62年10月,米子.

永田和宏,平芳一法,佐賀信介,小原政信,K･M･Yamada:新しい熱ショック蛋白質 (hsp47)の発現調節,罪

40回日本細胞生物学会,昭和62年11月,大阪.

佐賀信介,永田和宏,W･･T･Chen,K･M･Yamada:熱ショック蛋白質 (Hsp47)とTypeI-procollagen の細胞

内局在とその相関,同上学会.

平芳一法,永田和宏 :テ トラカルチノーマ細胞 F9の分化と熟ショック蛋白質 hsp47の誘導,同上学会.

岡田泰伸,山本 隆,小作隆子,永田和宏 :蛋白質分解酵素標品中の細胞間接着促進因子,同上学会.

岡田泰伸,平芳一法,西川伸一,桂 義元 :高出力電圧低出力抵抗,矩形波パルス発生装置の開発による電気

的遺伝子導入.第64回日本生理学会,昭和62年 4月,千葉.
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平芳一法,岡田泰仲,西川伸一,桂 義元 :高電圧パルスによるマウスミエローマ細胞-の遺伝子導入.第17

回日本免疫学会,昭和62年11月,金沢.

永田和宏 :コラーゲンに結合する新しい熱ショック蛋白質.公開シンポジウム ｢フィブロネクチンと細胞外マ

トリックス｣昭和62年12月,東京.

永田和宏 :Heatshockproteinandtransformation.第201回ウィルス研究所セミナー.昭和62年 1月,京都.

大川欣一,鈴木康弘 :ナヂ反応に関する研究 (第九葡), ラット骨髄細胞における M-ナヂ反応,第76回日本

病理学会.

前田道之 :T細胞レセプター遺伝子を用いた ATL成立過程の解析.第86回日本皮膚科学会総会シンポジウム

`̀悪性 リンパ腫'',1987年 4月,横浜.

前田道之,柏原万里,岡本祐之,内山 卓,生田宏一,清水 章,本庶 佑, 多賀谷温,淀井淳司 :Transi-

tionfrom IL-2responsivetolL2unresponsivephaseoftheleukemiccellsofachronicATL,第46回日本癌

学会総会,1987年 9月,東京.

杉江勝治,多賀谷温,近藤信雄,羽室淳繭,前田道之,内山 卓,井村裕夫,淀井淳司 :抗 ADF抗体を用い

た ATL の autocrine機構の検討,(同上).

多賀谷温,杉江勝治,三井 彰,近藤信雄,羽室淳蘭,前田道之,淀井淳司 :ATLderivedfactor:Determi-

nationofN-terminalaminoacidsequence,第17回日本免疫学総会1987年11月,金沢.

Bourinbaiar,A･S･,Kamiya,T･,Maeda,M･andMinowada,J･:Epitherialmembraneantigen(EMA)is

expressedonHTLV-IinfectedT-cells,butnotonHIV infectedT-cellline(同上).

梅原久範,熊谷俊一,波内俊三,石田 博,杉之下俊彦,前田道之, 井村裕夫 :全身性進行性硬化症 (PSS)

における CD4陽性細胞の異常活性化 (同上).

西村公孝,前田道之,足立昭夫,秋口一郎,石本秋稔 :HAM 患者髄液由来丁細胞株より HTLV-Ⅰプロウイ

ルスのクローニング.第10回日本分子生物学会年会,1987年11月,京都.

臨 床 生 理 学 部 門

〔誌 上 発 表〕

久野健忘 :話題の新薬 :塩酸ナロキソン.現代医療,19(1):440-447,1987.

久野健忘 :呼吸不全/検査法を中心に.RIシンチ.現代医療,19(7):1951-1962,1987.

久野健忘 :CO2ナルコ-シス.今日の治療指針 (医学書院)29:302-303,1987.

久野健忘 :呼吸不全 (分担執筆),現代医療社,1987.

加藤幹夫 :姉水腫 ;病態分類と治療法.岡田和夫,沼田克雄編 :｢麻酔科Q&A｣,78-81,金原出版,東京,

1986.

加藤幹夫 :呼吸調節機序.｢特集 呼吸不全と呼吸管理｣,救急医学,ll:15-23,1987.

加藤幹夫,梅宮正志 :酸塩基平衡の動き,"酸素療法"適応とその実際,治療69:13-18,1987.

加藤幹夫 :成人呼吸促迫症候群 (ARDS),Medicina,24:644-646,1987･

加藤幹夫 :Pc02の測定法とその読み方 :越川昭三編 ｢酸塩基平衡｣,282･

大井元晴,平井正志,陳 和夫,久野健忘 :呼吸不全の病態一睡眠時呼吸異常.結核 :63:54-58,1988.

山岡新八,米倉義晴,栗山隆信,平井正志,西村浩一,久野健忘 :慢性閉塞性肺疾患患者の81mKr心プールス

キャンによる非侵襲的肺動脈圧計測の検討.日本胸部疾患学会雑誌,25(10),1081-1088.1987･

YuichiIshibe,KeitaSuekane,MasatoNakamura,TakafumiIzumi,TakashiUmeda,YanosukeSagawa,

KimihikoSatohand MotoharuOhi:Measurementoflungwaterwith doubleindicatordilutionmethod

usingheatandsodium ionsindogs,JapaneseAnesthesiaJournal'sReview 2(i),5-7,1987･

CaroIMarshall,YuichiIshibeandBryanE･Marshall:A combinedinvivo/invitrosmallanimalmodel

forstudyingpulmonaryresponses,MethandFindExptlClinPharmacol10(1):5-ll,1988･
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MasanoriFujita,MarkA･Schroeder,andRobertE･Hyatt:CanineModelofChronicBronchialInjury:

LungMechanicsandPathologic-Changes･ Am RevRespirDis,137:429-434,1988･

S･Yamaoka,Y･Yonekura,H･Koide,M･Ohi,K･Kuno:Noninvasivemethodtoassesscorpulmonalein

patientswithchronicobstructivepulmonarydisease,Chest,92(1)10-17,1987･

大井元晴 :酸呼吸性アシドーシスの成因,症状,対策,酸塩基平衡,中外医学社,256-263,1987.

陳 和夫,大井元晴,久野健忘 :呼吸不全の基礎疾患 ｢呼吸不全とその管理｣, Medicinavol.24,No.4,594

-596,1987･

藤田正憲 :啄疾からの臨床分離株に対するニューキノロン製剤の MIC比較,医学と薬学,18巻 4号,1147-

1153,1987.

石部裕一,末包慶太,楳田高土 中村正人,泉 貴文,美濃吉峰 :低酸素性肺血管収縮反応の経時変化,麻酔,

36(1)53-58,1987.

石部裕一,末包慶太,中村正人,楳田高士,泉 貰文 :低酸素性肺血管収縮に対する-ロセン吸入の影響.蘇

酔,36(3)356-362,1987.

石部裕一,末包慶太,中村正人,泉 貴文,楳田高士 :-ロセン局所吸入が低酸素性肺血管収縮反応に及ぼす

影響,麻酔,36(6)890-896,1987.

市谷廼雄, 弘野慶次郎,坪井裕志,小田芳郎,他 1名 :Latamoxefの気管支組織内-の移行について, 冒

本胸部疾患学会雑誌,25(4):416-420,1987.

坪井裕志,市谷迫雄,弘野慶次郎,佐々木正道 :気管支 atypicalcarcinoidの1例.外科診療,29(6):806-

809,1987.

水本明良,市谷通雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,岡田慶夫 :自然気胸の胸腔内持続吸引中に発生した

再膨張性肺水腫の2例.日本胸部臨床,47(1):65-69,1988.

〔学会 ･研究会発表〕

久野健忘 :第27回日本胸部疾患学会 ｢座長発言｣,第27回日本胸部疾患学会総会,1987,4.

大井元暗 :呼吸不全の病態一眼睦時呼吸異常.第62回日本結核病学会.シンポジウム肺結核後遺症としての呼

吸循環不全,1987,4.

大井元晴,平井正志,陳 和夫,栗山隆信,祝 繭誠,関野 -,久野健忘,越久仁敬,佐川弥之助 :胸郭外

陰圧式人工呼吸器と CPAP の併用効果,第27回日本胸部疾患学会総会,1987,4.

祝 爾誠,大井元晴,陳 和夫,平井正志,栗山隆信,久野健忘,佐川弥之助 :過換気後の過呼吸について,

同上,1987,4.

佐藤公彦 :ビタミンE欠乏における喫煙曝露のグルタチオンペルオキシダーゼシステムに与える影響,同上,

1987,4.

三嶋理晃,山間新八,福永隆文,久野健忘 :133Ⅹe-静脈内持続注入法による肺の トポグラフィカルな換気 ･血

流比分布の測定について-測定システムの妥当性に関する検討-,同上,1987,4.

福永隆文,山岡新八,三嶋理晃,久野健忘 :ランダム披オシレーション法による呼吸インピーダンスの呼吸相

による影響,同上,1987,4.

陳 和夫,大井元晴, 平井正志,栗山隆信, 視 爾誠, 田巾義人, 山岡新八,平田博通,佐川弥之助 :

ModerateHypoxia時の眼睡時呼吸に関する検討,同上,1987,4.

山岡新八,平井正志,久野健忘,西村浩一,栗山隆信,米倉義稽 :COPD 患者の右室機能評価による非侵襲

的肺動脈圧計測-の検討,同上,1987,4.

川上貿三,吉田 仁,平林正孝,中川正清,三嶋理晃,久野健忘 :Asymmetricalbranchingmodelをもちい

た呼吸インピーダンスの周波数特性の解析,同上,1987,4.

中村正人,美濃吉峰,泉 貴文,楳田高士,石部裕一,末包慶大 :アルミトリンの低酸素性肺血管収縮に対す

る影響,同上,1987,4.
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平井正志,栗山隆信,大井元晴,陳 和夫,祝 爾誠,中村吉法,松尾晃次,久野健忘,佐川弥之助 :睡眠時

無呼吸症候群に対する Acetazolamideの効果,同上,1987,4.

中村正人,美濃吉峰,泉 貴文,楳田高士,石部裕一,末包慶太 :プロスタグランディン Ⅰ2の低酸素性肺血

管収縮に対する影響,36回日本麻酔学会総会,1987,4.

越久仁敬,大井元晴,久野健忘,佐川弥之助 :呼吸調節系のダイナミック･レスポンス特性,第26回日本 ME

学会総会,1987,4.

貴島源一,神畠 陽,村尾 仁,槙野茂樹,河合正行,栗山隆信,閲 庚樺,茂在敏司 :CAP療法を通じて

の肺癌化学療法実施の経験一多施設共同研究開始に向けての諸問題一第 6回大阪肺癌化学療法研究会,1987,4.

三嶋理晃, 田中豊子, 山岡新八,福永隆文,久野健忘 :酸素投与の肺内換気 ･血流比分布 に及 ぼす影響-

133Xe静脈内持続注入法を用いて-,京阪神肺機能研究会,1987,5.

陳 和夫,大井元晴,祝 爾誠,久野健忘,平井正志,栗山隆信 :Mildhypoxia時の睡眠時呼吸に関する検

討,同上,1987,5.

安田隆三郎,他 1名 :本院における開心術210症例の検討,第23回滋賀県循環器研究会,1987,5.

大嶋真一,市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,他 1名 :胸壁神経鞘腫の三例,第 141回近畿外科学

会,1987,5.

弘野慶次郎,市谷迫雄,坪井裕志,西川忠男,大嶋真一 :肺葉切除例における肺シンチによる肺血流,換気及

び換気血流比の検討,第 4回日本呼吸器外科学会総会,1987,5.

市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,小田芳郎 :Ceftizoximeの気管支組織内と肺組織内-の移行に

ついて,第35回日本化学療法学会総会,1987,5.

加藤幹夫 :老人の呼吸器感染症とその対策,千里丘山田臨床医学談話会,1987,5.

水谷 哲,藤川 潤,八幡三喜男,久保勝彦,日下博文,今井輝国,五味邦英,高木 康,丹 司紅 :CK結

合免疫グロブリンを伴った家族性無症候性高 CK 血症例,第122回日本内科学会近畿地方会,1987,6.

福田正悟,前川豊行,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :左胸膜炎を疑わせた成人型 BochdalekHerniaの1症例,第176

回大津赤十字病院院内集談会,1987,6.

赤対史郎,河本英作,平田健一,向谷準-,内橋正仁,鉄 啓司,深見隆則, 岡本良三,三嶋理晃,川上覧

≡ :肺原発性悪性黒色腫と考えられた1例,第29回日本胸部疾患学会近畿地方会,1987,6.

福永隆文,山岡新八,田中豊子,川上賢三,三嶋理晃.久野健忘 :食道内圧を利用した PANTING による

FRC の測定,同上,1987,6.

田中豊子,三嶋理晃,福永隆文,山岡新八,久野健忘,桐谷良一,田中栄作 :133Xe一持続注入法による各種肺

疾患の換気血流比分布の比較及び酸素投与の影響,同上,1987,6.

富岡洋海,桐谷長一,久世文事,三嶋理晃,伊藤春海 :気道疾患に対するTc-99m-MAA肺血流シンチグラフ

ィの有用性,同上,1987,6.

西川忠男,市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,大嶋真一,他 4名 :汎血球減少を伴った非定型抗酸菌症の1例,

同上,1987,6.

弘野慶次郎,市谷通雄,坪井裕志,西川忠男,大嶋真一,他 2名 :原発性クリプ トコッカス症の1例,第30回

日本胸部外科学会関西地方会,1987,7.

福田正悟,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :左胸膜炎を疑わせた成人型 BochdalekHerniaの1症例,同上,1987,7.

杉田隆彰,安田隆三郎 :Bj6rk-Shiley弁 monostrutfractureの1手術治験例同上,1987,7.

坪井裕志,市谷通雄,弘野慶次郎,西川忠男,平松義規 :無作為抽出によって治療した N2肺癌症例の予後検

討,第47回日本肺癌学会関西支部会,1987,7.

水谷 哲,鍵岡 均,藤森 明,福井基成,藤田正憲,倉田昌彦,滝 俊彦 :中葉症候群を呈したサルコイド

ーシスの1例,第31回近畿気管支鏡懇話会,1987,7.

福田正悟,前川豊行,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :左胸膜炎を疑わせた成人型 BochdalekHerniaの1症例.第29回

滋賀呼吸器疾患談話会,1987,7.

越久仁敬,佐藤公彦,佐川弥之助 :横隔膜弛緩症の1手術例 :同上,1987,7.
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加藤幹夫 :酸 ･塩基平衡,第6回実践肺機能講座,1987,7.

加藤幹夫 :術後肺合併症の病態と管理,第 4回呼吸療法士研修会,1987,8.

加藤幹夫 :血液ガスの臨床評価,第27回臨床肺機能講習会,1987,8.

加藤幹夫 :術前術後の肺機能,第27回臨床肺機能講習会.1987,8.

大井元晴 :睡眠時呼吸障害の治療並びに管理一連続加圧呼吸,第 8回呼吸管理研究会,1987, 8.

福永隆文,山岡新八,田中聖子,川上賢三,三嶋理晃,久野健忘,西村浩一,泉 孝英 :慢性肺気腫の気遣イ

ンピーダンス- 各種肺機能検査値,胸部 CT との関連について,第35回閉塞性肺疾患研究会,1987,8.

杉田隆彰,安田隆三郎 :腹部大動脈樽25手術症例の検討,第25回京滋奈良循環器懇話会,1987,8.

久野健忘 :第26回肺機能セミナー,1987, 8.

久野健忘 :第24回日本臨床生理学会総会座長発言,1987,9.

福永隆文,山岡新八,田中豊子,川上質三,三嶋理晃,久野健忘,西村浩一,泉 孝英 :慢性肺気腫患者にお

けるランダム ･ノイズ ･オシレーション法による気道インピーダンスの特徴,第24回日本生理学会総会,1987,

9.

陳 和夫,大井元晴,山岡新八,久野健忘,平井正志 :両側声帯不全麻輝例の睡眠時異常呼吸に関する検討,

同上,1987,9.

山岡新八,三嶋理晃,福永隆文,大井元晩 田中堂子,久野健忘 :COPD 患者の肺生心における病態と左右

心機能の関連について,同上,1987,9.

鍵岡 均,藤森 明,福井基成,水谷 哲,小中義照,藤田正憲, 陳 和夫 :DPB 棟症状で発症L VEPA

療法にて改善した ATL の1症例,第123回日本内科学会近畿地方会,1987,9.

弘野慶次郎,市谷迫雄,坪井裕志,西 川忠男,平松義規 :肺葉切除術例における肺シンチによる肺血流,換気

及び換気血流比の検討Ⅲ.第23回日本赤十字社医学総会,1987,9.

市谷通雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男,平松義規 :Giantbullaeの手術後の肺機能の変化,同上,1987,

9.

福田正悟,前川豊行,鎌苅邦彦,土肥佳郎 :EtoposideCQ･MMCにて気管支動脈注入療法 (BAI)を施行した

肺癌13例の治療成績,同上,1987, 9.

前川豊行,徐 以政,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :自然気胸に対し,フィブリン糊を使用した 1症例,罪

177回大津赤十字病院院内集談会,1987,9.

鎌苅邦彦,前川豊行,福田正悟,土肥佳郎 :肺化膿症の1例,滋賀県感染症懇話会,1987,9.

C･Marshall,Y･ⅠshibeandB･E･Marshall:InhibitionofHypoxicConstriction:Synthesisofvasodilatoror

consumpt10nOfsubstrate･1987AnnualMeetingAmericanSocietyofAnesthesiologlStS･1987lotAtrantaUSA

(Anesthesiology67(3A)Suppl･p･A325,1987)･

藤川 潤,水谷 哲,友田伊一朗,江口 忠 :当院での超音波内視鏡の臨床応用,第39回日本消化器内視鏡学

会近畿地方会,1987,10.

藤田正憲 :MIC と組織内移行からみた Tarividの有用性について,ニューキノロンの基礎と臨床,1987,10.

弘野慶次郎,市谷迫雄,坪井裕志,西川忠男,平松義規 :肺葉切除例における肺シンチによる肺血流,換気及

び換気血流比の検討,第40回日本胸部外科学会総会.

杉田隆彰,安田隆三郎 :Myopathic-nephrotic-metabo一icsyndromeの1救命例,第6回滋賀救急医療研究会,

1987,10.

久野健忘 :第60回日本結核病学会第30回日本胸部疾学会近畿地方会会長発言,第60回日本結核病学会第30回日

本胸部疾患学会近畿地方会,1987,ll.

吉田 仁,平林正孝,川上賢三,中川正清 :アレルギー性気管支肺アスペルギルス症の 1治験例,同上,1987,

ll.

木村哲郎,関野 一,平井正志 :気管支嘱息におけるピークフロー連日測定の意義,同上,1987,ll.

遠藤和夫,中村吉法,陳 和夫,越久仁敬,西垣正憲,北 英夫,大井元晴,久野健忘,土師知行,佐川弥之

助 :気管気管支狭窄症の1症例,同上,1987,ll.
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田中嘉人,服部 登,三嶋理晃,佐藤公彦,久野健忘,関野 - :α-フェトプロテイン産生肺癌の一例,同上,

1987,ll.

中村吉法,陳 和夫,大塚直紀,申出雅治,坪井知正,服部 登,大井元晴,久野健忘,酒井直樹,立川道

雄 :過換気テス トにより過換気および低酸素血症の誘発された過換気症候群の1例,同上,1987,ll.

坪井裕志,市谷通雄,弘野慶次郎,西川忠男,平松義視 :肺手術前後の胸郭前後径運動の変化,同上,1987,

ll.

関野 一,木村哲郎,平井正志,

の1例.同上,1987,ll.

梅宮正志,藤村直樹,加藤幹夫,

同上,1987,ll.

川島敦子,栗山隆信,境野茂樹,

同上,1987,ll.

松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,

1987,ll.

松尾晃次,藤編直樹,加藤幹夫,

同上,1987,ll.

福井基成,稲垣暢也,塚本達雄,

陳 和夫,大井元晴,久野健忘 :在宅人工呼吸施行中の筋萎縮性側索硬化症

日置辰一朗,木下良太,森中節子,西本和彦 :Wegener 肉芽腫症の1例,

貴島源一,閲 庚樺,茂在敏司 :軽症糖尿病に発症 した縦隔峰商織炎の1例,

日置辰一朗,三嶋理晃,久野健忘 :SwyerJames 症候群の1例, 同上,

日置辰一朗,白川太郎,日下幸則 :超硬合金嘱息の1例,同上,1987,ll,

進藤高士,水谷 哲,鍵岡 均,田中豊子,藤田正憲 :持続する高熱を主症

状としたウェゲナー肉芽腫症の2症例,同上,1987,ll.

水谷 哲 :急性呼吸不全,DIC,急性腎不全を呈するも救命 しえた粟粒結核の1例,第 2回大阪感染症懇話会,

1987,ll.

坪井裕志,市谷通雄,弘野慶次郎,西川忠男,平松義規 :Ⅲ期 (N2)非小細胞癌の手術療法と術後 COMF療

法の成績と限界,第 8回日本肺癌学会総会,1987,ll.

松井祐佐公,市谷迫雄,他 :Ⅲ,Ⅳ期小細胞癌に対する VP16,CDDP,CTX 三剤併用療法,同上,1987,

ll.

祖父江友孝,市谷通雄,他 :緑黄色野菜及びビタミン剤摂取と肺癌罷恵の関係,多施設共同症例対象研究の結

果,同上,1987,ll.

平林正孝,吉田 仁,川上賢三,中川正清,三嶋理晃,久野健忘 :CDDP投与時の Fosfomycin(FOM)併用

効果の検討,同上,1987,ll.

平林正孝,吉田 仁,川上賢三,中川正清,三嶋理晃,久野健忘 :Ⅳ期非小細胞肺癌症例の検討,同上,1987,

ll.

加藤幹夫 :肺機能検査,総論,全国肺機能学習会 (1987.ll.上海医科大学中山医院)

加藤幹夫 :肺機能検査,症例呈示,全国肺機能学習会 (1987.ll.上海医科大学中山医院)

申出雅治,陳 和夫,三嶋理晃,大井元晴,佐藤公彦,久野健忘 :1期,Ⅲ期肺癌における鷹揚マーカーの臨

床的意義,第10回京都大学結核胸部疾患研究所臨床肺生理学部門研究会,1987,12.

越久仁敬,福永隆文,佐川弥之助,酒井直樹,佐藤公彦 :横隔膜弛緩症の一例,同上,1987,12.

姫川禎夫,南方良章,新実彰男,鈴木堆二郎,西山秀樹,前川暢夫 :肺癌における BAIの有用性の検討,同

上,1987,12.

吉田 仁,平林正孝,川上賢三,中川正清 :RIbolus注入による Firstpass肺循環動態の検討 (第一報),同

上,1987,12.

水谷 哲,稲垣暢也,南方 保,福井基成,鍵岡 均,田中豊子,藤田正憲 :急性呼吸不全,DIC,急性腎不

全を呈するも救命 しえた粟粒結核の1例,同上,1987,12.

鎌苅邦彦,坪井知正,前川豊行,福田正悟,土肥佳郎 :排気ガスーCO 中毒の-経験例,同上,1987,12.

矢野博正 :プレドニン,エリスロシン併用にて著効を示 した DPB の1例,同上,1987,12.

関 剛 :肺結核の疑いにて入院した肺胞蛋白症の1例,同上,1987,12.

松尾晃次,藤村直樹,加藤幹夫,日置辰一朗 :Asbestosisの1例,同上,1987,12.
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木村哲郎,関野 -,平井正志 :ピークフロー測定による気管支嘱息の管理,同上,1987,12.

中井直治,奥井克治,鍵岡 朗,稲葉宣雄,西川忠雄,河野慶次郎,市谷廼雄 :開胸肺生検で診断のついたサ

ルコイドーシスの2例,同上,1987,12.

大成功一 :CZX (エポセ リン)による薬物性肺臓炎が疑われた 1例,同上,1987,12.

栗山隆信,柴田美弥,閏 庚樺,茂在敏司 :自然気胸と交代性反復性胸水を伴 った宮崎肺吸虫症の1例,同上,

1987,12.

加藤達治,築城健義 :気管平滑筋腫の1例,同上,1987,12.

吉田 仁,平林正孝,川上貿三,中川正清 :CEA 産性,異所性気管原性嚢胞の1例,同上,1987,12.

坪井裕志,西川忠雄,河野慶次郎,市谷辿雄 :当院における肺癌手術成績について,同上,1987,12.

村尾 仁,後藤 功,槙野茂樹,貴島源一,神畠 陽,河合正行,栗山隆信,閏 庚樺,茂在敏司,傍島 徹,

垣内成泰,山本隆一 :右 S3の浸潤影に始まり約 2ケ月の経過で右肺全体に広がったびまん性肺疾患の 1例,節

39回びまん性肺疾患研究会,1987,12.

富岡洋海,田中栄作,桐谷良一,倉沢卓也,川合 満,久世文事,三嶋理晃,伊藤春海 :慢性気道疾患に対す

る 99mTc-MAA 肺血流 Scintigraphyの有用性,第 3回京大胸部研内科学第 1部門合同研究会,1987,12.

鎌苅邦彦,坪井知正,徐 以政,前川豊行,福田正悟,土肥佐郡 :大脳淡蒼球変化を伴なった一酸化炭素中毒

(排気ガス)の後遺症なく救命 し得た1例,第178回大津赤十字病院院内集談会,1987,12.

杉田隆彰, 安田隆三郎 :修正大血管転移症に対する左側房室弁置換術 の1例, 第16回近畿心臓外科研究会,

1987,12.

加藤幹夫 :呼吸調節,第 7回実践肺機能講座,1987,12.

陳 和夫 :肺機能正常例における呼吸異常.昭和62年度京都大学結核胸部疾患研究所学術講演会,1988.1.

吉田 仁,平林正孝,川上賢三,中川正清 :CEA 産生性を証明し得た傍食道壁発生の気管支原性褒胞の-治

験例,第48回日本肺癌学会関西支部会,1988,2.

水谷 哲,鍵間 均,福井基成, 藤田正憲, 日下博文, 伊東秀文, 加来倭磨 :重症筋無力症型から Eatoll-

Lambert型に筋電図所見が変化 した Myasthenicsyndromeを呈する肺小細胞癌の1例,第48回日本肺癌学会関

西支部会,1988,2.

平松義規,市谷迫雄,弘野慶次郎,坪井裕志,西川忠男 :当院における肺癌手術成績,第48回日本肺癌学会関

西支部会,1988, 2.

藤田正憲 :呼吸器感染症と抗菌化学療法剤 :Fluoroquinolone系薬剤について,第 2回近畿呼吸器疾患談話会,

1988,2.

川喜田睦司,安田隆三郎,他 3名 :食道平滑筋腫を合併 した縦隔セミノーマの 1例, 第122回日本泌尿器科学

会関西地方会,1987, 2.

越久仁敬,陳 和夫,三嶋理晃,大井元晴,久野健忘 :多次元自己回帰モデルによる呼吸調節系の動的特性の

同定,第 8回 ｢呼吸の ME 研究会｣,1988,3.

越久仁敬,平井正志,陳 和夫,大井元晴,久野健忘 :運動時の換気応答の動的特性,同上,1988,3.

坪井知正,前川豊行,鎌苅邦彦,福田正悟,土肥佳郎 :最近経験した粟粒結核症の2例, 第179回大津赤十字

病院院内笑談会,1988,3.

杉田隆彰,安田隆三郎 :医原性と思われる解離性大動脈膚の 1治験例,第26回京滋奈良循環器懇話会,1988,

3.

越久仁敬,佐川弥之助,他 :多彩な臨床経過をとった皮膚筋炎の1例.第28回滋賀呼吸器疾患談話会,1988,

3.
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薬 剤 部 門

〔学会 ･研究会 ･講演発表〕

佐野雅俊,川勝一雄,大北智恵子,上田順子,吉川恵津子,山本育由,後藤光良,武山正治,山科 肇 :ヒト

におけるピリドンカルボン酸系抗菌剤のテオフィリンおよびその尿中代謝物に及ぼす影響.日本薬学会第 107年

会 (1987.4.4.京都).

岸本育子,谷川原祐介,奥村勝彦,掘 了平,川勝一雄,武山正治 :疾患時の薬物動態と薬効 (24)一低酸素

血症モデルにおける Theophyllineの体内動態.日本薬学会第107年会 (1987.4.4.京都).

川勝一雄,武山正治,川合 満,西村浩一 :徐放性製剤投与後の血中テオフィリン濃度の予測性.第 2回薬物

モニタリング全国交流会 (1987.5.24.東京).

川勝一雄 :テオフィリンの薬物治療モニタ リングーその実際-,第27回薬物治療モニタリング研究会 (1987.7.

26.東京).

川合 満,河南里江子,加藤元一,倉滞卓也,久世文章,川勝一雄, 武山正治, 岸本育子, 谷川原祐介, 堀

了平 :テオフィリン点滴静注療法の臨床薬理学的検討.第37回日本アレルギー学会 (1987.10.9.東京).

川勝一雄 :TDM の有効利用法一解析結果と臨床効果の不一致例1.日本 TDM 学会第9回セ ミナー (1987.

12.5.大阪).

川勝一雄 :TDM 症例検討シリーズーテオフィリン-.大阪 TDM 倶楽部第15回例会 (1988.1.23.大阪).

川勝一雄 :服薬指導-テオフィリンを中心に-.第 7回近畿病薬 TDM 懇話会 (1988.2.27.大阪).

〔誌 上 発 表〕

川合 満,川勝一雄,武山正治 :β刺激薬.現代医療19(5),1433-1443,1987.

川勝一雄,川合 満 :キサンチン誘導体の見直 し.Medicina24(10),1928-1929,1987.

川勝一雄,岡部好意,木野稔也,千熊正彦 :血清中テオフィリン濃度測定におけるParticle-EnhancedTurbidi一

metricInhibitionlmmunoassayの評価.病院薬学13(6),366-372,1987.

川勝一雄,川合 満 :テオフィリン:臨床薬理学と至適投与設計の考え方.TherapeuticResearch 8(1),331

83,1988.

川勝一雄,川合 満 :テオフィリンの TDM の実際と至通投与設計.PharmaMedica6(2),67184,1988.
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